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「恋こい煩わずらい？」

　唐とう突とつな言葉に、レイシャの肩かたと心臓が大きく跳はね上がった。取り落としたフォークが手つかずのチーズケーキの横でカチャリと跳ねる。

「な、なに。いきなり……」

　たった一言の問いかけに、なぜだか追い詰つめられた気分になりながら、レイシャはこちらを覗のぞき込んでくる三人の友人たちを見た。

「だってねぇ」

　と、意味ありげな目配せを他ほかの二人に送っているのは、問いかけを寄よ越こしたミヤビ・シンドラーだ。頭の高い位置でふたつに結ゆった髪かみが楽しげに揺ゆれ、瞳ひとみを好こう奇き心しんに輝かがやかせている。ミーハーで落ち着きのない彼女の内心を表すように、手にしたパフェ用の長いスプーンを楽しげに揺らしている。

「自覚がないところがまた何とも」

　含ふくみを持たせた笑えみで、東あずまさゆりはそんなミヤビの視線を受け流してしまう。さっぱりとしたショートカットの下で目を伏ふせているのを見ると、下級生の女子に人気が出るのもわかろうというものだ。さゆりのマイペースにはいつだって育ちの良さが滲にじみ、今だって喧けん騒そうのある喫きつ茶さ店てんの中、彼女ひとりだけ品のある仕草で行ぎよう儀ぎよく紅茶をすすっていた。

「あはは……」

　そして困ったような笑みを浮うかべているのが朝あさ日ひ奈な葵あおいだ。真面まじ目めな彼女がそうして誤ご魔ま化かしているということは、ミヤビの問いかけが今のレイシャを的確に射い貫ぬくものであったということでもある。束感の強いもっさりとした髪をひとつに結った葵は、申し訳なさそうな上うわ目め遣づかいでホットカフェオレを口に含んでいた。

「なんだろうねーレイシャは。ここ最近、特に物思いに耽ふけってるの多くない？」

「そ、そんなことないって」

「今日の授業中、先生に指名されても上の空だったね」

「あ、あれは……っ」

「帰り、階段を踏ふみ外しそうになってたよね。大だい丈じよう夫ぶだった？」

「大丈夫。大丈夫だから。ケガとかしてないし。本当に大丈夫だから」

　そうしてレイシャが言葉を返すたびに、友人たちはそれぞれの視線にある種の熱を込めてこちらを見つめ返してくる。そんな三人に気け圧おされながら、好奇心と興奮が綯ない交ぜになった眼まな差ざしをしかし、もう仕方のないものとして受け入れていた。

　何しろ今は放課後で、ここは最近人気の喫茶店で、きっと他のテーブルに着いている女の子たちも、今のレイシャたちと似たような話題に花を咲さかせているのだろうから。

「でもさでもさ、実際どうなの？」

「何が、が抜けているよ」

「そりゃもうカンデラのことしかないでしょ。ほら、今かなり人気あるわけじゃん」

「うん。すごいよね、女子人気。委員会で一いつ緒しよの子達も噂うわさしてたよ」

「それはそうだろう。何しろ彼は〈青空のヘクセ〉様なんだから」

「てかさ、ちょっと疑問なんだけど、なんで青空なのにまだグラオベーゼンやってるの？　あれってダスト層雲を払はらうためにやってたんでしょ。だったら雲が晴れたらもう必要ないんじゃないの？　でも、たまに飛んでるよね。カンデラもだけど、レイシャだって」

　降って湧わいた疑問に首を傾かしげるミヤビに、残る三人の呆あきれたような視線が突つき刺ささる。

「ミヤビ、君は本当に自分の興味のあることしか知らないね」

「な、なんだよ!?　知らなくて悪かったな!!」

「レイシャ」

「あ、うん」

　さゆりに促うながされ、レイシャは説明し始める。

　なぜ、レイシャたちヘクセと呼ばれる少年少女が、雲が晴れた今も、箒ほうきに乗って空を飛びグラオベーゼンを続けているのかを。

「そもそもグラオベーゼンだけど、あれってダスト層雲の向こう側にある精エレメ霊ンタル圏フイアから精せい霊れいたちを呼ぶために行ってたものなんだ。ダスト層雲を払うとかは、まあ、正直なところおまけみたいなもの。精霊たちが降りてくる時に、彼らの体にダスト層雲が付着するから、たくさん精霊を呼べば呼んだだけ雲も晴れるの。簡単に言うとね」

〈青空のヘクセ〉なんて呼ばれる前のカリムが三流ヘクセとしてアリステルの人々から揶や揄ゆされていたのも、雲が払えないせいじゃなくて精霊を呼べないから、というのがその本質だ。

「それはさすがに知ってるって。レイシャ、わたしのことバカにしてない？」

「してないしてない。じゃあ、ミヤビ、ダスト層雲ってどうして発生するか知ってる？」

　ちょっとだけ先生の気分。そんな風に愉ゆ快かいな心持ちで、レイシャは一緒にテーブルを囲む少女へと話を振ふる。

「そりゃあれでしょ。なんかそこらへんにある色々のせい」

「ミヤビ……」

「あはは……」

「な、なんだよ!?」

　ミヤビのあんまりな答えに、さゆりと葵が呆れ果てたとでも言いたげな反応を示した後、このバカにもわかるようにお願い、と告げるような仕草で先を促してくる。

「あー、まあ間ま違ちがってはいない、のかな……？」

「悪かったなバカでッ」

「まあまあ。で、ミヤビが言った通り、ダスト層雲は私たちが普ふ段だん使ってるもの、例えばそこの照明とか、お店にかかってる空調とか、そういう魔ま術じゆつが原因で発生するのね。だから学院とかだと、魔術文明が花開いてから続く環かん境きよう問題とかって習ってるわけ」

　レイシャがそこまで言ったところでミヤビも合が点てんがいったのか、パチンと指を鳴らして自身が理解したことを示してみせる。

「つまりあれだ。青空になっても魔術を使い続けてるから、結局ダスト層雲は発生し続けてるんだ」

「そ。だから今も、空には本っ当に薄うすくだけど、ダスト層雲はかかってるの。そういうわけで、私たちヘクセはグラオベーゼンを行って、空を掃そう除じして、綺き麗れいなままでいてくれるように飛んでるわけ」

「はー、なるほどねぇ。よくわかったわ」

「ちなみに魔術を使うのには精霊たちをエネルギーにしているので、ダスト層雲が分厚くなっちゃうと精霊たちが降りてこなくなって、私たちの生活も危あやうくなるのです」

「や、それはさすがに知ってるから、やっぱりわたしのことバカにしてるでしょ？」

　そんなことはないと笑って告げ、レイシャは一息つくためにカフェラテが注がれたカップに口をつける。

「でも、そんな理り屈くつなんて抜きにして、大切にしたいものだね。今のアリステルは」

　そんなさゆりの感傷的な言葉につられ、視線は自おのずと窓の外、夕焼けに染まる冬空へと向けられる。

「…………」

　冬も終わりに近づいてきたとは言え、まだまだこの時季の日暮れは早い。アリステルの街並みは茜あかね色いろに燃えながら東へ長く細い影かげを伸のばしている。

　それは、ダスト層雲が空を覆おおっていた頃ころには見られなかった情景だ。

　日暮れに燃えるのは曇どん天てんの一部。いつだって空に蓋ふたをしていた暗雲は、レイシャたちアリステルの住人に空の美しさをひた隠かくしにしていた。

　そして、ダスト層雲が空を覆っていた弊へい害がいは、何もきれいな空が見られなくなることだけではない。そんな景観の問題など大したことではないと思えるほど、もっと直接的に命を脅おびやかす問題として、ダスト層雲は存在していたのだ。

　精霊圏から精霊が降りてこなくなる。

　この世界に生きる多くの命にとって、酸素や水と同じように命を保つために必要な存在、それが精霊だ。人や鳥、魚に獣けもの、そして木や花に至るまで。この世界、この星に生きる数あま多たの生き物たちは、酸素や水同様に、その身に精霊を取り込むことで生きている。

　そんな精霊たちが、空のずっと上、精霊圏から降りてくるのを、ダスト層雲は阻そ害がいしてしまう。

　でも、それではこの星で命が生きていくことは出来ないから、レイシャもそうであるように、ヘクセたちが空を飛ぶようになった。

　精霊離ばなれをして魔法を使えなくなった大人たちではなく、まだ魔法を使える子どもがヘクセとして箒に跨またがり、空を飛び、ダスト層雲の向こう側にいる精霊たちを呼び、そして空を覆う雲をほんの少し薄くする。

　そんな状態が、もうずっと長い間続いていたのだ。

　だから、今朝方早出したレイシャが飛んだカラリとした冬晴れも、日が高くなるにつれトプンと分厚くなっていく青色も、そして今視界を焼く西日も、その全すべてが暗いダスト層雲に覆われ、モノトーンの情景に静まり返っていた。

　でも、それはほんの二週間前のことで、今はもう違う。

　カリム・カンデラと樫かし宮みや揺ゆ月づき。ふたりのヘクセが雲を払い、アリステルには青空が現れた。

　そうして今、レイシャの目の前には、十七年生きてきて初めて知った空の美しさが広がっている。

　これまで生きてきて、一度だって見たことがない光景。こんなにも美しいものが他にあるのかと言いたくなるほどに心奪うばわれる光景。

　それが青空だ。

　窓から差し込む斜しや陽ようがこんなにも強い。涙なみだの一ひと粒つぶも溢あふれたっておかしくない。

「また物思い？」

「え、あ、その、ゴメン……」

「別に謝ることじゃないよ。私だってこの光景を見ていれば、物思いに耽りたくもなるし、そうしてぼんやりとしているレイシャは可愛かわいいよ」

「あはは、ありがとう」

「……ふむ。よかったらこのあと家うちに来ない？　ここほどじゃないけど、結構いい眺ながめだよ」

「さゆり、アンタ後こう輩はいの女子だけじゃなくてレイシャにまで手を出す気？」

「あんまり節操ないのはダメだよ」

「だって仕方ないだろう。レイシャが可愛いのがいけないんだから」

　さゆりのこうした言動にはもう慣れたつもりだが、今みたいなタイミングで言われるとさすがに頰ほおに赤みが差す。

「ほら、レイシャがそういう反応をするから、私もつい手を出したくなるんじゃないか」

「そんなこと言ってもダメ。レイシャちゃんは今、素す敵てきな恋こいの真っ最中なんだから。胸がドキドキして、どうしようもなく切なくなって、不安になってコールしたくなって、それでも彼に迷めい惑わくじゃないかなって思ったりして、結局躊躇ためらってやめちゃったりしてるんだよッ!?」

「出たよ、葵の恋れん愛あいオタクっぷりが。最近読んだ恋愛小説の展開がそんなのだったの？　また随ずい分ぶんベタなの読んでるね」

「ベタでもいいのッ!!　とにかく胸がドキドキするのが大事なのッ!!」

「葵の本ほん棚だなの奥に押し込んである、情事を書いた本でもドキドキするのかい？」

「あ、あれは違うから!!　間違って買っちゃったやつだから!!」

「その割にはページが随分とボロボロだったじゃないか。私でよければ付き合うよ。興味あるんだろう？」

　途と端たんにやいのやいのと騒さわがしくなるのは、もういつものことだった。レイシャも特にとりなしたりはせず、楽しげな三人の様子を見守る。

「いや、じゃなくてさッ」

「なんだい、ミヤビ。せっかく後ちょっとで葵を口説けそうだったのに」

「初めては好きな男の子がいいからダメ!!」

「うーん、そう言われるとまた燃えると言うか、染めたいと言うか」

「だからッ、そうじゃなくて!!」

　これ以上脱だつ線せんするなんて許さないと言わんばかりに、ミヤビが声こわ音ねも鋭するどくさゆりと葵を黙だまらせ、ピッと手にしたスプーンをこちらへ突きつけてきた。

「カンデラとはどうなのって話」

「どうって言われても……」

　強ごう引いんに話を戻もどすミヤビの差し出すスプーンが、夕日を鈍にび色いろに照り返すのを見つめながら、レイシャは口ごもる。

「言っとくけどわたしらだけじゃないからね、気になってるのは。学院でも結構噂になってるの知らない？　カリム・カンデラとレイシャ・クリエは付き合ってるって」

「カリムと私がって、……え？」

「あ、私も聞いたことあるよ、その噂。ヘクセ同士一緒にいるから目立つし、やっぱり仲良さそうだし、なんかそういう雰ふん囲い気きあるよね。シャボンとかが飛んでそうな」

「葵の目にはどんな風に映ってるの、それ。でも、カリムとは確かによく喋しやべるけど、それは色々あるからで、別に付き合ってるとかじゃ……」

　尻しりすぼみになっていく言葉の裏側でレイシャが思い出すのは、あの日、アリステルに青空が広がった日に見たカリムと、カリムの隣となりにいた少女の姿だ。

　彼には彼女がいる。

　それは根も葉もない噂うわさでもなんでもなく、自分自身で目まの当たりにした歴然とした事実だ。その事実が、言葉を濁にごらせる。

「まあ、付き合ってないとしてもだ。でも、好きなんでしょ」

　その一言を真っ向から告げられた瞬しゆん間かん、ミヤビの手にしたスプーンがナイフに見えた。丸みを帯びた先せん端たんを言葉が研けん磨まし、鋭えい利りな鋒きつさきとして突つきつけられている。

　それでも、ミヤビの一言は確かにレイシャの核かく心しんに突き立つものではあるけれど、それに対して素す直なおな反応が返せなかった。

「何か、遠えん慮りよする理由があるんだね？」

「うん」

　さゆりの問いかけに神しん妙みような頷うなずきを返す。こちらを見つめる友人たち三人分の視線はそれぞれに温度差はあれど、一様にレイシャへ告げていた。

　相談して欲しい、と。

　だからこそ、ここ二週間ほど青空を見るたびに抱いだく、美しさへの感動とは別の、自身を鈍にぶく苛さいなむ悩なやみを打ち明けることにした。

「……樫宮揺月さんって知ってる？」

　言葉こそ問いかけではあるものの、友人たち三人がその名前を知らないはずがない。

　アリステルを覆っていたダスト層雲を払はらい、この都市に本当の空を取り戻した〈青空のヘクセ〉。先さき程ほどから友人たちとの話題の中心になっていたカリム・カンデラと並び称しようされるアッシュブロンドの髪かみをした少女。それが樫宮揺月だ。

　アリステルどころか世界中で有名になった彼女の名前を口に出した理由を察したのか、ミヤビは難しい顔で唸うなり、さゆりが得心いったと吐と息いきを漏もらす。そして当然と言えば当然のように、この手の話題が大好物な葵が、瞳ひとみを輝かがやかせて言うのだ。

「彼女が、レイシャちゃんの恋のライバルなんだねッ」

　普段、教室で見せている真面まじ目めでおとなしい彼女からは考えられないぐらい声が弾はずんでいた。レイシャ達の前でしか見せないその姿に、残る三人は、呆あきれの色が多分に含ふくまれた視線を交かわす。

「三角関係だよねッ。しかも相手が樫宮揺月。カリムくんと同じ〈青空のヘクセ〉だよッ。すごいね物語みたい!!」

「葵ってホントそういうの好きだよねー」

「え、だって恋のライバル出現で、三角関係だよ？　しかも相手がすっごい強力。なんと言ってもカリムくんと一いつ緒しよに青空を取り戻したんだもんね。絆きずながあるよ絆が。ねね、レイシャちゃん。カリムくんと樫宮さんってどんな関係？　レイシャちゃんは彼女と仲いいの？」

　一気にまくしたてた葵にレイシャを含めた三人分の視線が突き刺ささる。しかし、今の興奮した彼女はそんなもの気にもならないのか、爛らん々らんと輝く瞳でこちらを見つめてくる。テカリ気味な顔で息巻く葵は、少し暑苦しかった。

「ここまで活いき活きしてるのって、さゆりがボンクラ教師に口説かれた時以来？」

「あー、あの時もすごかったね。禁断の恋がどうとかって」

「相手が男性な時点で、私の好みではないよ」

「そんな昔のことはどうでもいいのッ。今はレイシャちゃんの話!!」

　そうして勢い込んでこちらをビシッと指差してくる葵に、レイシャは思わず吹ふき出してしまう。初め、ミヤビに問い詰つめられた時に感じた追い詰められた気分など、今はもう微み塵じんも感じることはなかった。

「笑ってないで教えてよー。ねえ、どうなの？」

「どうって言われてもねー。私も揺月さんとはほとんど話したことないし、彼女についてはよく知らない」

　噓うそだ、と内心では自分の言葉を切って捨てていた。レイシャは揺月の事情を知っている。こうして〈青空のヘクセ〉と呼ばれる程に有名になっても尚なお、カンデラの森に引きこもりアリステルへほとんど姿を見せない理由も、そしてカリムがそんな彼女のことをいつだって気にかけていることも、たった二週間ほど前に全てを知った。

「えー、ホントに知らないの？　レイシャちゃんだってヘクセなんだから、あのふたりが一緒にいるところを見たことぐらいあるでしょ？」

「それぐらいはあるけど、でも本当に話したことは数えるぐらい。それだってちょっと気き後おくれしちゃってさ。揺月さんがすごいヘクセだっていうのは、十分知ってるけど、やっぱりそれだけ。……でも、」

「でも!?」

　言いよどんだレイシャに葵が反応する。ミヤビもさゆりも次に何を言うのか気にかけてくれているのがわかる。たったひとつわからないのは、自分が今、どんな顔をしているのかということだけだった。




「……でも、カリムはきっと彼女が好きだよ」




「逆転劇だ!!　王道だよ、レイシャちゃん!!」

　パシン、と。さゆりが葵の頭をはたく乾かわいた音が響ひびいた。

「さすがに調子に乗りすぎだ」

「葵、さすがに今のはちょっと引いた。アンタのオタクっぽさって、たまに暴走するよね」

「あはは……」

　レイシャとしても、あんなに興奮した言葉が返ってくるとは思わなかったため、ミヤビのその評に苦く笑しようを浮うかべるしかなかった。

「レイシャはもっと怒おこってもいいと思うけどね。葵の中じゃ、君の恋愛もそこらのドラマの恋愛劇と同じ扱あつかいになっているんだし」

「あー、うん。でもまあ、葵がそういう反応してくれたから、変に落ちた雰囲気にならないで済んでるし、いいよ」

「レイシャがそう言うなら私は何も言わないよ。葵、少しは落ち着いた？」

　さゆりにはたかれて興奮しすぎだと自覚したのか、葵はレイシャとさゆりがやりとりをする間に、オーダー前に運ばれてきていた水を口に含んでいた。

「うん。ごめんなさい、ちょっと興奮しすぎました……」

　さすがにあそこまでの勢いを晒さらしてしまったことが恥はずかしいらしく、肩かたを落とししょんぼりとしている。

「でも、葵じゃないけれど、レイシャはどうするつもりなんだい？」

「どうって……」

「まあ、告白するの？　しないの？　って話だけどさ。カンデラのやつが樫宮揺月を好きでも、結局レイシャはカンデラが好きなんでしょ？　ていうか、葵のせいでそこがはっきりしてない気がする。どうなの？」

　と、ミヤビは聞いてくるが、彼女を含めこちらを見つめてくる三人は、もう八割方その問いに対する答えを確信しているのだろう。これ以上友人たちに対して曖あい昧まいにしておく意味はなさそうだった。




「好きだよ。私は、カリムのことが好き」




　言った瞬間、カッとした火ほ照てりが全身を駆かけ巡めぐった。

　もうずっと胸の内に抱かかえてきた想おもいなのだから、別に大したことじゃないと口にしてみれば、それには思っていた以上の昂こう揚ようがあった。

　頰が熱い。

　舌が乾く。

　目が潤うるむ。

　想像以上の熱がこみ上げてくる。頰だけじゃない。首元に至るまでが火照り、熱い。

「今のレイシャは、あれだね、どうにもまずいね、魅み力りよく的すぎて。やっぱり女の子は恋してる瞬間が一番可愛かわいいよ」

「とか何とか言いつつ、さゆり、アンタが手を出したせいで恋愛観歪ゆがんだ女子が、ウチの学院に何人いるか知ってる？」

「さあ？　別に私のことなんてどうだっていいじゃないか。それに、何があるのかわからないのが人生だしね。とにかく今は、レイシャの恋こいが大切だ」

「そーだけどさー。まあ、いいか。で、レイシャはどうすんの？　ていうか、大だい丈じよう夫ぶ？　なんかすごい真っ赤だけど」

「……わかんない」

　動どう悸きがすごい。耳鳴りもすごくて、現実が遠い。

　すぐ近くにいる友人たちも、喫きつ茶さ店てんに満ちる姦かしましい声の数々も、全すべてが陽炎かげろうのようにあやふやで遠のいている。

「一回、出ようか」

「だねー。レイシャを冷まさないと。ほら葵も、いつまでも恥ずかしがってないで行くよ」

「あ、うん。レイシャちゃん、行こう。荷物持って、忘れ物ない？」

「……ぅん」

　フラフラと覚おぼ束つか無ないレイシャは、葵に支えられるようにして喫茶店を後にした。

「寒っ」

「なかなか暖かくなってくれないね」

　先を行くミヤビとさゆりが身を震ふるわせている。暦こよみではそろそろ暖かくなってもいいはずだが、まだまだ居座るつもりだと告げる冬の冷気が頰ほおを刺す。

　それでも、胸の奥から体を火照らせる熱は引かない。

「あ、そうじゃん。もし告白するなら、今週末にいいイベントあるじゃん」

「ああ、ブルースカイ・フェスティバルだっけ。まあ確かに、いい機会なのかな」

　こちらを振ふり向いたふたりがレイシャと葵の向こう側に捉とらえたもの。ミヤビとさゆりの視線につられて振り向けば、そこに空の中心があるかのような光景が待ち構えている。

　ミラー・ツリー。

　全面鏡張りのその建物には、空が映り込む。

　アリステルの中心に建ち並ぶ高層建築群の狭はざ間ま。ちょうどレイシャたちのいる場所からはその大部分が窺うかがえた。強い西日を照り返す一方、少し角度を変えた場所には茜あかね色いろに燃える空が映り込み、夕空が形を成したかのようにその威い容ようを誇ほこっている。

　幻げん想そう的なのに、しっかりと質量がある。優やさしく胸に迫せまる存在感に、自然と目と心は吸い寄せられる。

「レイシャ、人」

「あ、ごめんなさい」

　立ち止まり見入っていたレイシャを避よけるようにして喫茶店の入口を潜くぐる人の存在に、ハッと我に返る。

「本当に大丈夫？　ボーッとしてたけど」

「あ、うん。平気。他ほかの人の迷めい惑わくになるし、気を付けないとね」

「感受性が豊かなのはいいことだと思うよ」

　ひょいと肩をすくめるさゆりの後に続き、レイシャも歩き出す。未いまだ胸の奥は熱く、さらにミラー・ツリーを目にしたことで、相変わらずどこか夢ゆめ心地ごこちでフワフワとしている。

「で、レイシャ。カンデラには告白するの？」

　ミヤビの問いかけに、レイシャはぼんやりしたまま答える。

「しない、と思う」

「じゃあ、祭りに誘さそったりもしないの？」

「それは、したい。けど……」

　揺月がいる。

　いくら青空を記念した祭りだからといって、あの少女がわざわざブルースカイ・フェスティバルのためにアリステルに来るかどうかはわからない。だが、もし来たらカリムはきっと揺月に付きっきりになってしまうのではないかと思うのも確かだ。

「いいじゃん、誘うぐらいなら。んで、チャンスがあれば告白」

　好きだと認めれば次は告白。ミヤビはサクサクと話を進めていく。それが普ふ通つうなのだろうし、レイシャだって他人の恋愛事情ならばそういう風に話を進めるだろう。けれど、今の当事者は自分自身なのだ。

　そううまく、事を運べる自信はなかった。

「告白は、やっぱりしないと思う。というか、今のままじゃ出来ない」

　だからミヤビへの答えも自信がないものになってしまう。

　レイシャの言葉を受け、三人は眉まゆ根ねを寄せて言葉を交わす。

「カリムくんの気持ちが他に向いちゃってるもんね。でも、それなら尚なお更さら、言わないと意識もしてもらえないと思うな」

「でも、だったらどうすんの？　告白したはいいけど、ただ言いたかっただけ、知ってもらいたかっただけって、なんかそれって逃にげてるっぽくない？」

「そうだけど、でも……」

　ミヤビらしい強気な意見に、我が事のように表情を曇くもらせる葵。そんな彼女の肩にさゆりが手を置いた。

「葵の言いたいこともわかるよ。でも、今のままじゃレイシャはどうしようもない」

「とりあえず誘うだけ誘えば？　一いつ緒しよに祭り行こうって。それでいいじゃん」

「また適当な」

「だって他にどうするのさ」

　ミヤビがそう言うと三人の間に沈ちん黙もくが降りてくる。そして揃そろって真しん剣けんな眼まな差ざしでこちらを窺ってきた。

「とりあえず、カリムを誘ってみるよ。でも、告白はわかんないや」

　それが今の素す直なおな気持ちだった。
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「鬱うつ陶とうしい」

　カリムの呟つぶやきは箒ほうきの軌き跡せきに紛まぎれて放課後の冬空へと消えていく。ここ最近、箒の上でこうした苛いら立だち混じりの呟きを漏もらすことが多くなった。

「空が晴れたからこんなことになるんだ。ずっと曇ってればよかったんだ……」

　いくら恨うらみ言を重ねたところで空が突とつ然ぜん曇ったりするわけではない。そんなこと百も承知だが、それでも呟かずにはいられなかった。

「見み世せ物ものになるのはグラオベーゼン中だけでいいじゃないか。なんだって日常生活でまでこんな扱いされなきゃいけないんだ。本っ当に鬱陶しい」

　たった今すれ違ちがった有翼鯨ジヤンボから手を振ってきた人の中に、苛立ちに満ちた呟きを想像出来る人が果たしているのだろうか。誰だれも彼もがカリムのことを何か特別な人間のように扱いたがる現在のアリステルに、心底嫌いや気けが差す。

「やっぱり大変？」
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　声に横を振り向けば、そこには苦笑を浮かべたレイシャがいる。オレンジブロンドの髪かみを風に遊ばせながら飛ぶ彼女だけが、カリムの愚ぐ痴ちを聞かされていた。

「大変っていうか、やりにくいんですよ本当に。だって、人が昼ご飯食べに行く最中にチラチラ見てきて、『どこに行くんだろ』『何するのかな』って。食堂行って飯食うだけだってのッ、ほっとけ!!　ってなりますよ」

「あはは……、だいぶ溜たまってるね。……あれだったら、どこか気晴らしに寄ってく？」

「いいです。どうせ行く先々でゴチャゴチャ噂うわさされるだけですし。お伽の園ガーデンに居たほうがゆっくり出来ます」

「そっか。本当に大変だね」

「本気でめんどくさいです。はあ……」

　そうしてカリムがため息と共に視線を落とすと、眼下には、カフェの軒のき先さきに箒を模した飾かざりつけをしている女性がいた。

　それはここ一週間ほどアリステルの各所で見受けられた光景だ。朝登校する時も、放課後おフエア伽リーテイのル・ガ園ーデンに向かう時も、そして夜、星空の下を帰宅する時も、都市のどこかで誰かが手のひら大の大きさをした箒のミニチュアを吊つるしていた。

　女性も男性も、子どもも大人も関係ない。皆みなが皆、今こうしてアリステルの上空に広がる青空を祝うため、そしてそれを成したヘクセを称たたえるために、その象しよう徴ちようである箒を飾り付けるのだった。

「何か見えるの？」

「や、人が増えたなって思いまして」

　放課後、レイシャと共にお伽の園に向かうため、箒に跨またがり飛びながら見る街中には、いつもよりずっと多くの人々が行き交っていた。

「明日あしたからお祭り本番だしね。世界中からたくさん観光客が来てるってニュースでも言ってたよ。皆、青空を見たいんだと思う。世界中でアリステルでしか見られないものだし」

「今は夕暮れですけどね」

「相変わらず君は可愛かわいくないこと言うね。もっと誇ってもいいんじゃない？　この人たちだってカリムが呼んだようなものでしょ。ね、〈青空のヘクセ〉様」

　そうしてレイシャが向けてくるからかいの表情に、顔を顰しかめる。一体誰が言い出したのか知らないが、アリステル上空に覆おおいかぶさっていたダスト層雲を払はらい、青空が見えるようにした自分のことを、人々は〈青空のヘクセ〉なんて、大げさな呼び方をするようになった。

「ダスト層雲を払ったのも、青空が見えるようになったのも全部、揺ゆ月づきを助け出した副産物でしかないんですけどね。ホント、大げさなんですよ」

　しかし、カリムひとりがそう考えていても、多くの人は全く別の捉え方をする。〈青空のヘクセ〉なんてはやし立てられたところで、ただただやりにくいだけでしかない。

「それでもカリムは誰も行ったことのない精エレメ霊ンタル圏フイアにまで飛び上がって、そして精せい霊れい化した揺月さんを助けたじゃない。十分すごいと思うよ。さすが〈青空のヘクセ〉様」

「俺をからかっても楽しくないでしょ。やめましょ、先せん輩ぱい」

「どうしよっかなーってウソウソ。冗じよう談だんだからそんなに離はなれて飛ぼうとしないで」

「いやもうホント勘かん弁べんしてください。いちいち学院にまで来て、人の昼休み邪じや魔ましてく連中でうんざりしてるんですから」

「そういえば、今日も中庭で取材されてたね」

「ひたっすら迷惑な話ですよ。『こちらが〈青空のヘクセ〉であるカリム・カンデラさんの過ごす学院です～』とか、意味分かんなくないですか？」

「んー、でも皆気になるんじゃないかな？　アリステルに住んでる私たちは、普ふ段だんのグラオベーゼンでも見てるし、カリムがどういう人かは知ってるけど、ほら、それ以外のところに住んでる人は君のこと知らないし」

「だからって中庭で飯食ってるとこを映して何になるんだって話じゃないですか。そんなの誰だってやってるのに」

　そうぶつくさ言いながら箒の高度を上げる。変に目立つのを嫌きらい、普段の曲芸じみた飛び方をせずに、カリムにしては珍めずらしくきちんと箒に跨って、柄えをしっかりと握にぎった姿で飛んでいる。

　しかし、本人がいかにそれを鬱陶しがろうが、迷惑だと言おうが、そんなものは他の人々には関係ない。現に、少し上を飛ぶ有翼鯨からこちらに気がついた人々が、手を振ってきたり通しワイズ手鏡ミラーを掲かかげてきたりする。カリムはそんな彼らに気がつかないフリをして、ぶすっとした表情で飛び続ける。

「まあ、揺月が表に出てこられない分、仕方ないっちゃ仕方ないんですけどね」

「揺月さんが、どうかしたの……？」

「いや、大したことじゃないんですけどね、何だかんだアイツのところにも取材が行ったみたいなんすよ。でも、先輩も知っての通り、揺月って〈大おお食ぐらい〉のせいでカンデラの森にいるじゃないですか。で、あそこって街中よりずっと精霊の量が多いから、普通の人が行くと気分悪くなっちゃうんで、ろくに取材が出来ないらしいです」

「ふぅん。そうなんだ」

〈青空のヘクセ〉はふたりいるということで、当初はカリムと揺月が揃っているところを多くの人々は見たがった。しかし、揺月は〈大食らい〉という精霊症しように罹り患かんしているため、アリステルではなくカリムの祖母であるロザリー・カンデラと共にカンデラの森で日々を過ごしている。

「揺月はグラオベーゼンをやりに来る時以外は、カンデラの森に引きこもりですからね。オレよかよっぽど静かに暮らしてますよ」

「じゃあ、彼女ってお祭りにも参加しないの？」

「ブルースカイ・フェスティバルっすか？　特に揺月から何かを言ってきたりはしてないですね。まあ、アイツのことだから全然関心ないのかもしれませんけど。それに〈大食らい〉のせいでアリステルの街中には出てこれないんですけどね、アイツは」

　揺月が罹患している〈大食らい〉という精霊症は、生きていくのに通常よりずっと多くの精霊を必要とする。そのため、カンデラの森やお伽の園など、精霊が多くいるところでないと簡単に倒たおれてしまうのだ。

「そっか。そうなんだ。揺月さんは来ないんだ。……っ、あのさカリムッ!!」

「なんすか、いきなり大声で呼んだりして」

　驚おどろいた顔で見つめると、レイシャは何か躊躇ためらうことでもあるのか、遠えん慮りよがちにこちらを見たり、明後日あさつての方向に視線を逸そらしたりしている。

「あー、その、なんて言うか、えっとさ……」

「はい」

「つまり言いたいのは、どういうことかと言うと……」

　そこでレイシャは先の大声に続き、再度こちらを驚かせることをしでかした。

　よく考えるまでもなく、そんなことをすればどうなるかなんてことは、子どもでも知っている。それなのにレイシャは、よっぽど必死なのか、あろうことか箒で飛びながら目をつむったのだ。

「えっとね、カリム。つまり──ッ」

「いや先輩前ッ!!」

「え？　うえ!?　うわッ、ちょ!?」

「何やってんすかッ!!」

　案の定レイシャは進路上に突つき出ていた木の枝にぶつかりそうになり、危あやうくといったところで方向転てん換かんするも、急な突とつ風ぷうに煽あおられでもしたかのように空を転がった。

　そうしてレイシャが急激に高度を落としたのを見た瞬しゆん間かん、カリムの脳のう裏りに二週間ほど前のワンシーンが蘇よみがえった。

　唐とう突とつにくずおれ落下していく身体からだ。明後日の方向に飛んでいく箒。抱だきとめた腕うでの中で苦しげに悶もだえるレイシャの表情。そして、何も出来ない無力感と途と方ほうもない焦しよう燥そう感かん。

　一瞬だった。思い出した感情を振ふり払うように、跨った箒を駆かり、蛇だ行こうしながら高度を落としていくレイシャの後を追う。

「うわっと、このッ」

　そして立て直そうと躍やつ起きになるレイシャの箒の穂ほを摑つかむと、強ごう引いんに落ち着かせた。

「あー、びっくりした。ありがとう、カリム」

「ッ。何やってんすか、先輩はッ!!」

「!?」

　笑えみを浮うかべ感謝を述べるレイシャに対して、安あん堵どより先に怒いかりがきた。しかし、その怒りもすぐさま胸の内を通り過ぎ、後には大事に至らなかった安心がこみ上げる。

「こないだ箒から落ちたばかりなんですから、あんまり心配させないでください」

「あ」

　その言葉にレイシャが申し訳なさそうに肩かたをすぼめた。彼女の箒から手を離し、カリムは先立つように自分の箒をお伽の園の方角へと向けた。

「怒ど鳴なってすみませんでした。行きましょ」

「……うん」

　すっかり萎い縮しゆくしてしまったレイシャを後ろに、空を飛ぶ。

　相変わらず眼下を過ぎていくのは、明日からのブルースカイ・フェスティバルのために飾りつけがされたアリステルの街並みだ。

　放課後だからか、空にはふたりの他ほかにも箒に乗って下校する少年少女の姿が見受けられる。そのほとんどが小学生と思おぼしき幼い子どもたちだが、中には自分たちとそう年の頃ころが変わらない者の姿も交ざっている。

「増えましたよね」

「え？」

「箒ほうきに乗って飛ぶやつ。ちょっと前までは、中学卒業したのに飛ぶのは、精霊離ばなれ出来てなくてダサいとか言ってたのに」

「あ、うん。それもカリムたちの影えい響きようだと思う。私のクラスにも何人かいるよ。青空になってから箒に乗り出した人」

「うちのクラスもですよ。中には、今度箒の乗り方を教えてくれ、なんて言うやつもいましたよ」

「教えてあげるの？」

「箒の上で寝ねそべったまま飛べるようになったら考えるって、言っておきました」

「それは無理じゃない？　私だってそんな曲芸じみたこと出来ないのに」

　そう言いながらレイシャは小さく笑みを漏もらす。怒鳴り、怒鳴られた後味の悪さは払ふつ拭しよくされ、放課後の穏おだやかな空気がふたりの間には降りてくる。

「……」

「……」

　特に何を話すでもなく無言のまま飛び続ければ、様々な音と光景が訪おとずれる。

　西日に照らされた蔦アイヴ編イ・みコク繭ーンの建築群が輝かがやき、その狭はざ間まを多くの鰭飛びマンタと有翼鯨が飛び交かう。箒に乗り飛び交う少年少女の話し声の下からは、地上を歩む人々の人いきれ。そしてそんな賑にぎやかな中を風が吹ふき、柔やわらかく木々の枝葉を揺ゆらす。

　アリステルの喧けん騒そうが、とても心地ここちよかった。

　カリムがそう感じるのは、過か剰じように発生したダスト層雲に覆われ、不景気な静けさに沈しずんだアリステルを知っているからなのか、それとも単純に、目にも鮮あざやかな空を飛んでいる気持ちよさのせいなのかはわからない。

　それでも今、自分の周囲にある騒さわがしさを心休まるものとして捉とらえられることは、決して悪いものじゃない。

　眼前に建ち並ぶ蔦編み繭の建築群の狭間から、劇場庭園に生える木々が頭を覗のぞかせる。中でも一ひと際きわ大きな大樹が、夕暮れの中黄金こがね色いろに輝いているのは、文句なしに絶景と言えるものだ。

「やっぱりきれい……」

　その光景にレイシャも感じ入るものがあるのか、彼女が吐と息いきとともに呟つぶやいた言葉が、優やさしく聞こえる。

　すると、感かん慨がいに耽ふけるカリムの耳に、レイシャの声こわ音ねとは反対の明るく楽しげな声が届いた。甲かん高だかく響ひびく声音はアリステルの喧騒に埋うもれることもなく、自然と視線を引き寄せるのだった。

「……」

　黙だまって落とした視線の先では、ふたりの子どもが一本の箒に乗って空を飛んでいた。後ろに乗るひとりが、前に乗るひとりを抱きかかえる格好で飛ぶ彼らは、とても楽しそうにクスクスと笑い合っている。

「カリム？」

　カリムはレイシャの声に振り返ることなく、その子どもたちを目指してゆっくりと高度を下げていく。

　近づくシルエットはカリムに幼き日の情景を思い起こさせる。

　つい二週間ほど前に仲直りしたとは言え、カリムと揺月の間には十年にも及およぶ不仲があった。だからこそ、さらにその前、まだふたりが純じゆん粋すいに互たがいの仲を信じられていた頃の、幼き日への寂じやく寞まくの感が殊こと更さらに強く胸に迫せまる。

　夕暮れというものは、どうしてこうも切なさを助長するのか。

　郷きよう愁しゆうにも似た喜びが、胸中でゆっくりと柔らかな渦うずを巻く。

　それは、揺月との関係にすれ違ちがいと軋きしみがあった十年間には、決して抱いだけなかった感情だ。だからこそ、今こうして過去のふたりの姿を思い、素す直なおに懐なつかしむことが出来るようになったのが、どうしようもなく嬉うれしかった。

　顔を焼く西日に目を細めた。本当に日差しが強く、ともすればレイシャに注意したばかりだと言うのに、目をつむってしまいそうだ。何とか堪こらえようとするも、あまりに強い夕日に一筋だけ涙なみだが頰ほおを伝ってしまった。

「カリム、どうしたの？」

　レイシャがそっと声をかけてくる。カリムはひとつ年上の少女に視線を向けながら、静かな微び笑しようを湛たたえて西日に零こぼした涙を拭ぬぐった。

「ちょっと思い出すことがあって。……なあ、君ら」

　少しだけ、いつもより感情がこもっている。そう感じる声で、こみ上げる懐かしさと共に、ふたり乗りをしている子ども達へと話しかける。

「……なに？」

　それまで笑い合っていた余よ韻いんを覗かせる子ども達の顔を見たカリムは、僅わずかに驚きを露あらわにした。

「双ふた子ご……？」

　年の頃は小学校に上がる前ぐらいだろうか。瓜うり二ふたつの幼い少女がふたり、訝いぶかしげな眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

「……だれ？」

　問いかけに合わせて、肩口で切り揃そろえられた少女の髪かみが風を孕はらみふわりと揺れる。

　前に乗ったひとりが首を傾かしげるのに合わせて、後ろに乗ったもうひとりが首を傾げる姿はとても愛くるしく、優しい笑いを誘さそってくれるが、その警けい戒かい心しんたっぷりな眼差しが胸に痛かった。
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　呼びかけられたカリムは、苦い表情で弁明のようにまくしたてる。

「ああ、えっと、そうだ。その、あれだ。……箒のふたり乗りは危ないって、お母さんかお父さんから言われたことない？」

　カリムがそう言うと、子どもたちはきょとんとこちらを見上げてくる。彼女らの瞳ひとみには、幼く純粋な光が躍おどっている。願えるのなら、彼らにはそうした瞳に陰かげりを作ることなく仲良くあって欲しい。そんな風に考えてしまうのは、胸の内に余りにも大きな昔せき日じつへの思いが居座っているからだろう。

「ええっと、つまりな。危ないんだ、そうやって乗ってると」

　そう告げるも、少女たちは首を傾げたまま見つめ返してくる。その表情から言いたいことが伝わっていないことに戸と惑まどっていると、肩をトンと軽く叩たたかれた。振り向くとそこには、可笑おかしそうな笑みを浮かべたレイシャがいる。

「カリム、それじゃ伝わらないよ」

　少女たちと目線を合わせるように僅かに箒の高度を落としたレイシャの、普ふ段だんよりも柔らかな声音が耳じ朶だを打つ。

「あのね、ふたりで一いつ緒しよに乗ってると楽しいでしょ？　でもね、私やこのお兄さんもそうだけど、みんなひとりで乗ってるんだ。どうしてか知ってる？」

「ううん」

　丁てい寧ねいに語りかけるレイシャの問いに、少女たちはフルフルと首を横に振ふる。カリムよりも安心できるのか、彼女に対してはいくらか警戒心が薄うすくなっているようだった。

「これは秘密なんだけどね。箒ってふたりで乗ってると、他の人とドーンってなってぶつかっちゃうんだ。知ってた？」

「……うん。でも、でもね、だいじょうぶだよ。わたし、ちゃんとのれるから。ドーンってなったこと、ないし……」

　あまり会話が得意ではないのか、箒の前に乗った少女がつっかえつっかえレイシャへと答えている。不思議なもので、後ろに跨またがった少女は話す素そ振ぶりを見せようとせず、前に乗る少女の仕草を真似まねているだけだ。

　前に乗る少女が悩なやむように顔を俯うつむかせれば後ろに乗った少女も同じように振る舞まい、ぎゅっと強く柄えを握にぎれば、これまた同じように強く柄を握る。

「……？　そうなんだ。すごいね。実はお姉ちゃん、さっきドーンってなっちゃいそうになったんだ」

　レイシャもそんな少女たちの様子に首を傾げながら話を続けている。

「……おねえちゃんなのに？」

「うん、そう。だからね、君たちは大だい丈じよう夫ぶだけど、お姉ちゃんみたいな下手へたっぴもいるから、危ないんだ。それでね、箒ってひとりで乗ってる方がドーンってならないから、お姉ちゃんも、このお兄ちゃんもひとりで乗ってるんだよ」

「……そうなの？」

　そこで子どもたちは、不意にこちらへ視線を向けた。少女たちの奇き妙みような様子に気を取られていたカリムは、恐おそる恐るといった様子でこちらを見つめてくる前に乗った少女へ慌あわてて頷うなずいた。

「あ、そう。そうなんだよ。ドーンってな、なるから。そう、危ないんだ」

「ふぅん。わかった」

「あはは、ありがとうね。これでお姉ちゃんもドーンってならないから安心して飛べるよ」

「うん、だいじょうぶ。じゃあね。バイバイ」

　随ずい分ぶんとあっさりしたもので、子どもたちはカリムとレイシャに手を振ると、そのままスルスルと地上目め掛がけて高度を落としていく。

「先せん輩ぱい、すごいですね」

「別に普ふ通つうだよー。カリムが子ども慣れしてないだけじゃない？」

「そりゃ普段、子どもと一緒に何かする機会なんてありませんし」

「私もそうそうあるわけじゃないんだけどね」

　レイシャが照れくさそうに笑う。

「それにしても、あの子たち……」

「うん、なんだか不思議だったね。後ろの子なんて一言も喋しやべらなかったし、ずっと前に乗った子の真似ばかりしてたし。ふたりともよく似てたけど、双子だったのかな？」

「いや、もしかしたら違うかもしれません」

　カリムの断定的な口調にレイシャが首を傾げる。

　もうすっかり見えなくなった少女たちの影かげを探すように、目を細める。しかし斜しや陽ようの中を行き交かう多くの箒ほうきの中に、彼女たちの姿は見つけられなかった。

「ちょっと気になるけど、それはそれとして。そろそろ行こっか。道草食っちゃったし、急いだ方がいいよね」

「ですね。ドーンってならないように気をつけましょうか」

　そう、からかい気味な笑えみを浮うかべると、レイシャもまたいたずら気な笑みと仕草で返してくる。

「はい、気をつけます」

　くすぐったいやりとりにクスクスと笑い合いながら、夜の帳とばりがグッと下りてきた空をお伽の園に向かって飛んでゆく。




　　　　　　　▼




　白衣を翻ひるがえしながら幾いく人にんもの大人たちが行き交っている。フロアには活気よりも慌ただしさが満ちており、二週間ほど前にダスト層雲が過か剰じように発生した時を思い起こさせる。あちこちで声が飛び、誰だれかの急ぎ行く足音が絶えることなく満ちた空間は、とても気の休まる場所ではなかった。

　それでも樫かし宮みや揺月は、そんな場所にひとり身を置いている。

　周囲の騒さわがしさからも慌ただしさからも自分を切り離はなし、活気に満ちたお伽の園の中、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きで、大きな窓から暮れてゆく空と燃え崩くずれるようなアリステルの街並みを眺ながめていた。

　アッシュブロンドの髪に、色の薄い灰色の瞳。白い肌はだに黒いローブを纏まとった彼女自身の姿が、窓に薄く映っている。揺月が立っている場所がちょうど東側を向いているからか、強い西日に目を背そむけることもなく、じっとアリステルの街並みへ視線を注ぐことが出来ていた。

　紅葉もみじの絨じゆう毯たんよりも色しき彩さいは濃こく、暖だん炉ろの火よりも存在感が強い。夕日とはこんなにも多くの影を作り出すのかと、内心は驚おどろきに満ちている。

　揺月が暮らすカンデラの森でも、この時間になれば森の木々は細く長い影を伸のばす。地面を切り取る濃い陰いん影えいは、宵よいのとば口のように積もった枯かれ葉はを吞のみ込む。それでも裸はだか木ぎが立ち並ぶ森の中では、日が落ちるその瞬しゆん間かんまで、斜陽が強く差し込むおかげで不安や恐れといった感情を抱いだくことはない。

　でも、アリステルの街並みは違ちがう。

　蔦編み繭の建物に一いつ般ぱん民家、その他ほかのものも含ふくめて、多くのものが密集している。そのせいで影の密度も濃く、おかげで揺月の目には、アリステルの各所が暗くら闇やみに吞み込まれていっているようにしか見えなかった。

「揺月」

　凛りんとした声が名前を呼ぶ。振り返ると、視線の先にはひとりの女性が立っていた。

「なに、宮みや古こ」

　額で髪かみを分け、目鼻立ちの整った顔を惜おしげもなく晒さらしている彼女の名前は前まえ園ぞの宮古。お伽の園の職員であることを表すように、白衣に袖そでを通した立ち姿は闊かつ達たつという他ない雰囲気を醸かもしている。

「暇ひまそうね」

「別に」

「ちょうどアタシも一段落したから休きゆう憩けいしようかと思ってたのよ。行きましょ」

　揺月が了りよう承しようすると端はなから決め込んでいるような物言いに、少しムッとする部分もあるが、付き添そいで来ていたロザリーが用事で外している今、時間を持て余しているのは事実だった。

「そういえば検査の結果はどうだったの？」

　歩き出した宮古からの問いかけには首を横に振る。

「そう、残念だったわね。よくなってたらお祭りにも行けたのにね」

「うん。でも、期待はしてなかったから」

「あんまりさみしいこと言うもんじゃないわ。いつかはよくなるって思っていないとしんどいこともあるわよ」

　それは彼女自身の経験から出たものだろうか。妙みような重さを伴ともなって耳に届いた言葉に、チラリと宮古の顔色を窺うかがった。しかしそこにあるのは、見慣れた男おとこ勝まさりな表情で、何か特別な色が浮かんでいるわけではなかった。

　だから揺月も、言葉を続けることもなく、口を噤つぐんで廊ろう下かを歩く。

　いつかはよくなる。

　たった今宮古が告げた言葉に思いを巡めぐらせるも、この十年間カンデラの森でロザリーと静かに暮らしてきた揺月からすれば、そんな『いつか』はお伽とぎ話ばなしと大差ない。

　それでも宮古の言うことがわからないわけでもなかった。前向きに考えないとつらい時があるのは知っている。森の中を歩いている時、ふとした瞬間にずっとずっとこのままなのかという思いが胸きよう裡りを過よぎれば、自然といつかはきっとと考える。だが、いつでもそうして前向きに考えていれば、それはそれでつらいことも知っている。

　そういう時は、今そうしているように心に静けさを満たしていくのが一番だ。森一番の大樹に耳を寄せ、樹皮の下から聞こえる、木が生きている証あかしである音に意識を傾かたむける。そうすれば、大たい抵ていのしんどいことは、すっと胸の奥底に仕し舞まわれていく。

　生あい憎にくと今のお伽の園はカンデラの森と違い、とてもではないが静かとは言えないけれど、それでも口を閉じ無言のままに歩むことは出来た。

「何か頼たのむ？」

「うん」

　こちらを振り向き尋たずねる宮古に、今度は首を縦に振る。一体どこに連れて行くのかと思えば、なんてことはない。やってきたのはお伽の園にあるいつもの食堂だ。

「奢おごるわ。好きなもの頼みなさい」

　席に着いた宮古が手て渡わたしてくるメニューに目を通す。本格的に夕飯とするには時間が早すぎるし、グラオベーゼン前でもないのに軽食を摂とるほど大食いでもない。結局、アップルラテを頼むだけにした。

「もう参るわよね。ブルースカイ・フェスティバルでミラー・ツリーの周りに新しく劇場庭園を造るなんて言うんだもの。ついこの間ダスト層雲の過剰発生問題が解決したと思ったら、まーた、てんてこ舞いよ。勘かん弁べんして欲しいわ」

「嫌いやならやめればいいのに」

「そういうもんでもないのよ。大体アタシが仕事辞やめたら、カリムも揃そろって路頭に迷うことになるもの。さすがにそれは出来ないわ」

　そんな言葉通り、宮古は忙いそがしさに追われていたのだろう。ろくに昼食を食べる暇すらなかったのか、クラブハウスサンドに加えミートローフまで頼み、ものすごい勢いで口の中に収めていく。

「そういえば、頼むわね。祭り二日目のグラオベーゼン」

「うん。カリムも一いつ緒しよだし、大丈夫」

　揺月は宮古の言葉にコクンと頷く。

　ブルースカイ・フェスティバルは、アリステルに青空が広がった記念に行われる祝祭だ。その催もよおしの一いつ環かんとして、祭りの最終日である二日目に揺月はカリムと一緒にグラオベーゼンを行うことが決まっている。

「森を出る前にニュースでも見たよ。〈青空のヘクセ〉再び、とか言ってた」

「広報部が色々頑がん張ばってるみたいよ。今日もカリムを追っかけて学院にまで乗り込んだって話だし」

「それも見た。わたし、学院とか一回も行ったことないから、ちょっと羨うらやましかった」

　他にもブルースカイ・フェスティバルの初日にはカリムがグラオベーゼンを行うこと、それら二回のグラオベーゼンが今回の祭りでの最大の目玉行事であることなど、今や遠オーロ見ラビ鏡ジヨンを見れば、それしか話題がないかのようにブルースカイ・フェスティバル一色だ。

　しかし揺月からすれば、そんなお祭り騒ぎに大した興味はなく、再びカリムと一緒に空を飛べるのが、どうしようもなく楽しみなのだった。

「まあ、カリムと揺月だからそっちは心配してないのよね。あー、でもまた精せい霊れい化とかはやめてね。この前はカリムがちゃんと助け出したからいいけど、そうそう何度もあんな上手うまくいくわけじゃないし」

「今はカリムと一緒に飛んでる方が楽しいからやらない。前は、精霊たちと遊ぶより楽しいことなんてないと思ってたけど」

「そう思うなら、今のカリムとの時間を大切にしなさい。それで、アンタの〈大おお食ぐらい〉が治った時に、もっと楽しい時間を過ごすといいわ」

　なぜだろうか。先ほど食堂に来るまでのやりとりでも感じたことだが、精霊症しようにまつわる宮古の言葉には表面上の意味以上の何か重く深いものが込められている。以前聞いた妹のことが関係しているのかもしれない、と思うも、深く突つっ込んでいいものかわからない。

「宮古は、どうするの？」

　だから、それを正面から聞くことが出来ずにいた。宮古の性格ならば聞けば教えてくれそうなものだが、なぜだか遠えん慮りよが出てしまう。

「どうって何がよ」

「お祭り。行くの？」

「行けるものなら行きたいわねー。祭り限定のお酒とか出す店もあるみたいだし。ミラー・ツリーの周りに劇場庭園を造るって話は、ふたりのグラオベーゼン次し第だいだからそこまで不安にしてないんだけど、それとは別にちょっとした問題があるのよね」

「ふぅん」

「青空の弊へい害がいってやつね。これが中々どうして見過ごせないのが困りものなんだけど。……そう言えば揺月ってまだ精霊と会話出来るんだっけ？」

　まだも何も、生まれてこの方精霊たちの声が聞こえなくなったことなど一度としてなかった。揺月は宮古に頷うなずいてみせる。

「そう。それなら気をつけなさい。もう遭そう遇ぐうしてるかもしれないけど、今アリステルには〈宿無し〉って言うのが発生してるから」

「なに、〈宿無し〉って」

「読んで字のごとく、宿る木を見つけられずに放ほう浪ろうしてる精霊たちのこと。まあ、正確にはそんな精霊たちが寄り集まって、人に影えい響きようを与あたえられるようになったものをそう言うんだけどね」

「それもニュースでやってるの？」

「あんまりやってないわね。今は青空へのお祝いムード一色だから、そういうネガティブな報道はほとんどしてないはずよ。いいイメージを壊こわしたくないからなんて、うちのお偉えらいさんが呆あきれたことを言ってたわ」

　宮古はひとつ大きなため息を吐ついた。

「ダスト層雲がなくなったから、グラオベーゼンを行うまでもなく精霊たちが精霊圏から降りてこられるようになったのはいいんだけど、ヘクセの先導がない状態で降りてきちゃうから、劇場庭園じゃなくてアリステルの街中に溜たまっちゃうのよね」

「それだとダメなの？」

　揺月の問いかけに宮古は手にしたクラブハウスサンドを置いて答える。

「精霊離ばなれ出来てる人間には影響ないけど、アンタや、アンタみたいに精霊たちと会話出来る子どもなんかには影響出るのよ。あんまり長いこと〈宿無し〉と一緒にいると〈夢うつつ〉って精霊症を罹り患かんしちゃうの。これ自体は気を失う程度の軽度な症状なんだけど、長時間〈宿無し〉の影響下にあると〈永久眠ねむり〉の発症にも繫つながるわ」

　宮古が余りにもあっさりとその単語を口にするものだから、危あやうく聞き逃のがしそうになってしまった。

「それって妹さんの」

「そうね。アタシの妹は〈永久眠り〉を発症して、もうずっと目を覚ましてないわ。もしかしたら永遠にこのままかもね」

　そう告げると宮古は、大量に頼んだ料理の最後の一口を食べ終え、満足気な表情を浮うかべてみせる。

「辛つらい？」

「アンタはどうなのよ」

「わたしは、もう〈大食らい〉には慣れちゃったし。別に」

「アタシも同じよ。躍やつ起きになって解決法を探す時間は昔さんざ過ごしたからね。今は、落ち着いてどう向き合うかってところ」

「うん。わたしも」

〈大食らい〉を発症してからかれこれ十年。それだけあれば、不安になる時間も悲観する時間も十分に過ごせた。おかげで今はもう自分の境きよう遇ぐうを受け入れられている。

「話は逸それたけど、そんなわけだから、揺月も〈宿無し〉には気をつけなさいよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。わたし、アリステルの街には出られないし」

　だから、そう告げた言葉にも悲観的な響ひびきは含ふくまれない。長く続けていれば悲しみだって鈍どん化かするのだから。

〈大食らい〉は、生きていくのに他人よりも多くの精霊が必要となるだけではなく、他人の分の精霊も自分の糧かてとしてしまう病だ。酸素や水と同様に精霊が必要なこの世界では、それは最悪、人を殺すことにも繫がる。

　だから、街中よりもずっと多くの精霊が存在するお伽の園ならばまだしも、せっかくアリステルに来ても、揺月は街へ繰くり出していけない。最後にアリステルの路面を踏ふみしめ歩いたのがいつだったのかも思い出せないぐらいだ。

「精霊たちがいたから、別にひとりでも大丈夫だった。カリムとも喧けん嘩かしてたし」

「あー、あのバカはねぇ……。十年はさすがにないわ」

「カリムの他ほかに友達いないし、街に出ても何したらいいかわかんないし」

「ふぅん。じゃあ、今は？　カリムとも仲直りしたでしょ」

「……ちょっと、行ってみたい」

　ぽしょりと呟つぶやくと、対面から伸のびてきた手に、頭を撫なでられた。

　くしゃくしゃと髪かみが乱れる感かん触しよくを嫌きらい、その手を振ふり払はらうと、宮古が優やさしげな表情でこちらを見つめていた。

　どうにも恥はずかしくなり、アップルラテを飲むフリをして視線を逸らす。

　そして思い出すのは、自宅の遠見鏡で見るアリステルの街角風景だ。

　揺月はそれらに対して以前よりも強い興味を抱いだくようになっていた。アリステルの人々が食べるものや飲むもの、前は関係ないと見向きもしなかったものにも目を向けるようになったのは、やはりカリムと仲直りした影響だろう。

　カンデラの森と精霊とグラオベーゼン。常に考えているのは、その三つとの関係だけ。前はそれだけで満足だったはずだが、今ではもう少しだけ多くのことを考えるようになっている。

「まあ、もし〈宿無し〉っぽいのを見かけたら、アタシに……、いや、揺月の場合カリムに連れん絡らくした方が早いわね。アイツにコールなりメッセージなり飛ばして頂ちよう戴だい」

「カリムが何かしてるの？」

「ええ。〈宿無し〉の対処ってちょっと特別な魔ま法ほうを使わなきゃいけないのよ。で、それが出来るのがカリムしかいないわけ」

「ふぅん。おもしろいのかな、それ」

　ポツリと呟くと、大きく肩かたをすくめられた。そんなこと知らない、と言われているようにも、そんなわけないじゃない、と否定されているようにも感じられる仕草だった。

　でも、〈宿無し〉にカリムが関かかわっていて、もしそれがグラオベーゼンと同じで、何か楽しいものならば揺月も交ぜてもらいたい。今まで出来なかった分、楽しいことやおもしろいことを一緒にやりたい。

　そんな風に考えていたところ、対面に座る宮古が視線で揺月の背後を示しているのに気がついた。

「噂うわさをすればってやつね。──カリム!!」

　呼びかけの言葉を追いかけ、背後にある食堂の入口へと振り向けば、そこには意外そうな顔をしたカリムと、オレンジブロンドの髪を揺ゆらす少女が立っていた。

「揺月？　こっち来てたのか」

「うん。検査」

　歩み寄ってきたカリムは、自然な態度で揺月に話しかけながら、宮古の隣となりへと座る。そして揺月の隣の席を見つめて立っている少女を不思議そうに見上げるのだった。

「先せん輩ぱい。座らないんすか？」

「あ、うん。揺月さん、隣失礼します」

　どうにも遠慮を感じさせる言葉と態度で隣に腰こし掛かけた少女にチラリと視線を向けるも、揺月の興味はすぐさま斜はす向むかいにいるカリムへと向けられる。

　グラオベーゼン中の黒いローブではない、学院帰りと思われる制服姿。着られている感もない自然な有り様に、それがカリムの常なのだと感じる。ちょっと考えるように目線を伏ふせたカリムは、少し緊きん張ちようした面おも持もちでこちらに向き直って口を開いた。

「よくなってたり、するのか？　〈大食らい〉の検査なんだろ？」

「よくなってはない。でも、悪くなってもないよ」

「そうか……」

　現状維い持じ。そう告げた揺月の言葉に、カリムは沈ちん痛つうな表情を浮かべる。それは新しん鮮せんな反応だった。揺月もロザリーも、揺月の担当医でさえも、もはや検査結果が小康状態であることに慣れてしまい、いちいち喜びも悲しみもすることをしなくなって久しい。

「ずっとこうだから」

「そんな何でもないことみたいに言うなって」

「でも、そうだし」

　大きくため息を吐くカリムに、何と言ったらいいのかがさっぱりわからなかった。本当に、そんな大げさにすることではないのだ。でも、それを告げればカリムはやっぱり苦しげな表情をするのだろう。かけられる言葉が見つからない。

「アンタらさー。仲良くするにしてももうちょっと明るい雰ふん囲い気きでやりなさいよ」

　言葉と同時に宮古が浮かべた笑えみは、どうしてだか下世話なものだった。

　そんなからかい含ぶくみな底意地の悪い声こわ音ねで告げられた宮古の一言に、カリムが嫌いやそうな視線を向ける。

「変な勘かんぐりやめろっての」

「そんな嫌そうにしなくてもいいじゃない。可愛かわいいわねー」

「だからやめろってそういうの。揺月だって困るだろ」

「？　困るの？」

「いや、困るのって……。だってそうだろ？」

「？」

　カリムの言っている意味がわからずに首を傾かしげていると、正面から伸びてきた手にワシワシと髪をかき混ぜられる。先さき程ほどよりも強ごう引いんに振り払うと、楽しげな光を湛たたえた宮古の視線とかち合った。

「あははっ。いやー、いい息いき抜ぬきになったわ。アタシはもう行くから、カリム、少し休きゆう憩けいしたらアンタはアタシのとこに来なさい」

　そうして空気を払ふつ拭しよくするように立ち上がった宮古は、そのまま食べ終えたトレーを手に席を立つ。ふと何かを思い出したように、愉ゆ快かいそうに白衣の裾すそを翻ひるがえし振り返る。

「どうして困るのか、ちゃんと説明してあげなさいよ」

　ニヤリといやらしく笑った宮古は、そうして立ち去っていった。
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　脱だつ力りよくしたカリムが深々と腰掛けなおすのを対面に見ながら、しかしレイシャの意識の半分以上は隣に座る少女へと向けられていた。

　樫宮揺月。

　人形のように整っている外見に、端たん的てきな立ち居振る舞まいが相まって近寄りがたい雰囲気を醸かもしている。そんな揺月と並んでいると、自分がいかに凡ぼん庸ような存在かといった劣れつ等とう感かんが嫌でも首をもたげる。

『カリムはきっと彼女が好きだよ』

　この間のミヤビたちとのお喋しやべりの最中に言った言葉が突つき刺ささる。その一言を裏付けるような言動が目の前で行われれば、胸に陰かげりも生じようというものだ。

「先輩も何か飲みます？」

「え、あ、うん。ありがとう」

　カリムが目の前に差し出してきたメニューを受け取り、レイシャはさっと目を通す。

「こっちにはいつまで居るんだ？」

「飛ぶから、お祭りが終わるまで」

　それでもカリムと揺月が言葉を交かわし始めれば、自然と注意は目の前の写真や文言から逸れて、彼と彼女のやりとりに耳をそば立てる。

「じゃあ、祭りには？」

「行けない。アリステルの空を飛ぶのはいいけど、街に出るのはダメだって言われてる」

「……そうか」

「ねえ、カリム。お祭りって楽しいのかな」

「あー、どうだろうな。人が多いばっかりで、あんまり楽しくないかもな」

「そうなんだ」

「行っても疲つかれるだけかもしれないし、オレも揺月と一いつ緒しよにお伽の園にいようかな」

　その言葉を聞いた途と端たん、喉のどから言葉が飛び出そうになるのをぐっと堪こらえなければならなかった。

　そんなのダメ。カリムには私と一緒にお祭りに行って欲しい。

　すんでまで出かかった言葉を無む理り矢や理りに飲み込むと、自身の胸きよう裡りとはまるで違ちがう、笑みを浮かべた表情に軋きしみを覚えながらメニュー表を閉じた。

「先輩、決まりました？」

「うん。寒かったしホットレモネードにしようかな。一緒にはちみつも頼たのめるみたいだし。カリムは？」

「ホットカフェオレで。揺月は？　何か追加するか？」

「ううん。わたしはいい」

「じゃあ、頼んじゃおうか」

　そうしてオーダーを入れ、頼んだものが来るまでの間も、レイシャは何度か言葉が飛び出しそうになるのを堪えなければならなかった。

「さっき、宮古も行けないかもって言ってた」

「あー、確かに最近忙いそがしそうにしてるな。てことは家にいてもひとりか」

　だったら私と一緒に行こうよ。

「ばあちゃんは？」

「おばあちゃんはよくわからない。お祭りについてあんまり話さないし」

「やっぱり興味ないのかな」

　楽しそうだから、よかったら一緒に行かない？

「グラオベーゼンは楽しみ」

「また一緒に飛べるしな」

　私とはお祭りに一緒に行って欲しい。

「カリムは行けばいいのに」

「って、言われても友達連中の誘さそいも断っちゃったし。ひとりで行ってもなー」

　私じゃ、ダメかな？

　フツフツと湧わいてくる言葉の数々を飲み込むたびに、どうすればいいのかがわからなくなってくる。たった一言カリムを誘えばいいのに、それがどうしても出来ない。こうしてじっと座りながら、カリムと揺月のやりとりに適当に相あい槌づちを打つだけでは意味がないとわかっていても、どうしてもそうした言葉を口にするだけの勇気が振り絞しぼれない。

　表情に笑みを浮うかべていても、胸の内では泣きそうになっている自分がいる。

　カリムが揺月と言葉を交わすたびに、カリムの心もブルースカイ・フェスティバルから離はなれていくのがわかるのに、どうしても彼の心を引っ張ることが出来ない。

「レイシャ先輩はどうするんですか？　ブルースカイ・フェスティバル。やっぱり、あの仲いい三人の先輩たちと行くんですか？」

　と、不意にカリムがレイシャに話しかけてくれた。目の前のやりとりと胸中に渦うず巻まく感情の距きよ離り感かんにあたふたするレイシャからすれば、それは文字通り不意打ちだった。

「どうしたんですか、変な顔して。レモネード、そんなに酸すっぱいんすか？」

「あ、ううん。全然。美味おいしいよ。あったかくて染しみるし。ゴメンね、ちょっとボーッとしてた。えっと、なんだっけ？」

「祭りの予定です。なんか決めてるんですか？」

「あー、それが全然なんだよね。ミヤビたちともなんか予定合わなくて」

　噓うそだった。

　カリムを誘う予定にしているからこそ、ミヤビたち三人と一緒に祭りに行く予定はまだ決めていないだけだ。レイシャがたった一言カリムに祭りに行こうと言えば、ミヤビたちとブルースカイ・フェスティバルを楽しむことも出来る。なんだかそう思うと、自分がひどく惨みじめなことをしている気分になってしまう。

「なんか意外っすね。先輩たちなら、もうどこに行くかまで決めてそうなのに」

「あー、うん。色々と情報は集めた。集めたんだけど、予定がね、組めなくて、うん。こことか行きたいねーって話してたんだけど、行けるかわかんないんだ」

　レイシャは通し手鏡を取り出し、カリムの前に差し出す。そこには今日までのミヤビたちとの数え切れないおしゃべりの中で、行きたいと話し盛り上がった店てん舗ぽの情報が映し出されている。

「アシティアって読むんですか、これ？　雑貨屋？」

「兼けん喫きつ茶さ店てん。ブルースカイ・フェスティバル限定で色んな小物を出すんだけど、これとか可愛いんだよね」

　そう言いながら鏡面をタップすると、色とりどりの小物類がいくつもサムネイル表示される。ブルースカイ・フェスティバルにちなんで、モチーフは青空にしたものが多い中、レイシャは群ぐん青じよう色いろの夜空を背景に輝かがやく星々を散らしたデザインのチャームに目をつけていた。

　あの日、カリムと揺月が見せてくれた生まれて初めての星空は、今も瞼まぶたの裏に焼きついて離れない。

「かわいい」

　ポツリとした呟きは、すぐ隣から聞こえてきた。目を向けると、揺月が興きよう味み津しん々しんといった表情でカリムがスライドさせるいくつかの画像を見つめていた。

「揺月さんも見ます？」

「うん」

　頷うなずく揺月の前に通し手鏡を持っていくと、ほっそりとした指で鏡面をスライドさせ、レイシャが今日までに集めたブルースカイ・フェスティバルの情報を食い入るように見つめ始める。

「あ、今のとことかオススメですよ」

「ここ？」

「はい。前、普ふ通つうに食べに行ったんですけど、スイートポテトが絶品でした」

「ここは？」

「そこは行ったことないですけど、でも可愛いアイテム多いですよね。今年の夏に出た水着が結構人気でしたよ。私は高くて買えなかったですけど」

「こっちは？」

「そこのシャーベットは本気でオススメします。夏になると、それを食べなきゃって気分になります」

　ひとつスライドする毎ごとにひとつ質問が飛んでくる。これまでの印象と違い、まるで普通の女の子のような姿を見せる揺月に驚おどろいていると、彼女の指がピタリと止まった。

「何か気になるものがありました？」

　尋たずねるも、揺月は答えずに一心に鏡面を見つめている。その表情は普ふ段だんと同じで整ったままだけれど、レイシャにはわかった。雰ふん囲い気きが違う。街中を歩いている時に偶ぐう然ぜんにもお気に入りのアイテムを見つけ、心こころ惹ひかれる自分にそっくりだった。

「揺月？」

　カリムもそんな揺月の姿は初めて見るのか、意外そうな表情をしている。

「カリム、わたしもお祭り行きたい」

「え？」

「これ、欲しい」

　そうして顔を上げた揺月がカリムに訴うつたえる。彼女の細く整った爪つめの先が示す先には、先ほどレイシャが行きたいと言っていたのとは別の雑貨屋の画像が表示されていた。

　花ざかり。

　その店名の通り、花をテーマにした小物類を取り扱あつかっている店だ。ペンやコースターといった文ぶん房ぼう具ぐや日用雑貨から、アクセサリーなどの装そう飾しよく品も扱っている、それなりによくある雑貨屋だ。そして揺月は、表示されている花ざかりの商品画像のひとつを指差しているのだった。

「髪かみ飾かざりですね。ここのお店っていいデザインの小物が多いって評判ですよ」
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　藤ふじの花をモチーフにしたのだろう、髪留めとなる大きめのピンに二本の蔦つたが絡からまるようにデザインされ、蔦の先せん端たん辺りから薄うす紫むらさき色いろの小さな花がいくつか集まった房ふさがひとつ垂れ下がっている。

　レイシャの鮮あざやかなオレンジブロンドの髪では、色が喧けん嘩かしてしまうため着けるのが躊躇ためらわれるものだが、揺月のアッシュブロンドならば差し色として、きれいに映はえそうな色合いをしている。

　特にブルースカイ・フェスティバルだからどう、といったアイテムではなかったが、そんなこと関係なく揺月は心惹かれたようで、一心にその画像を見つめている。

「お祭り、行きたいな」

　再度の呟き。それが叶かなわないからこそ、せめて口にすることだけは許して欲しい。そんな気持ちがありありと伝わってくる。レイシャは対面に座るカリムを見た。カリムもまた、レイシャの視線を受け止め、そして小さく頷いた。

「オレが買ってくるよ、それ」

「え？」

「だから、オレが買ってくる」

「本当に？」

　尋ねる揺月にカリムが頷く。瞬しゆん間かん、揺月の雰囲気が先さき程ほどよりもずっと華はなやぐのがわかった。表情は相変わらず乏とぼしいが、それでも少し口の端はしが上がっているのを見ると、やっぱり喜んでいるのだろう。

「レイシャ先せん輩ぱい。先輩ってまだ祭りの予定決まってないんですよね？」

「うん。……一いつ緒しよに行こうか」

　誘えた。けれど、その一言はレイシャの望んでいた形ではなかった。だからこそ、少しばかりの気き後おくれが舌に乗り、言葉の前に一いつ拍ぱくの間が置かれた。

「ふふ」

　それでもやっぱりカリムとブルースカイ・フェスティバルに行けるのが嬉うれしいから、笑えみが溢あふれる。

「ありがとうございます」

「しょうがないなぁ。だってカリム、このお店の場所、知らないでしょ」

「ですね。あと、こういう店にひとりで入ったことないんで……」

「いいよ。その代わり、少しだけ私にも付き合ってね」

「はい」

　どれだけ不本意な形だろうとも、好きな男の子とデートの約束をした。その事実がとても大切だった。

　と、カリムが何かに気がついたように手を自身の後ろに回すと、通し手鏡を取り出した。

「宮古からの呼び出しだ。仕方ない、先に失礼します」

　ホットカフェオレの残りを飲み干したカリムはそのまま席を立つ。

「カリム。約束だからね」

「ああ、わかってる」

　揺月の念押しに強く頷き、カリムはふたりに背を向ける。レイシャはそんな少年を見送り、隣となりに座る少女へと視線を向けた。

「揺月さん、何かおかわり頼たのみます？」

　まだまだ夢中な様子で通し手鏡を弄いじっている揺月の姿を見れば、さすがにそれを取り上げるような真似まねは出来なかった。

　そしてこうも思うのだ。

　今の彼女となら、今までよりもちゃんと話が出来そうだと。




　　　　　　　▼




　少し長話をし過ぎてしまったようで、カリムが箒ほうきに跨またがりアリステルへと繰くり出していくと、街は冷たい夜気に覆おおわれていた。

　あれ程までに鮮せん烈れつだった夕日がスコンと落ちた後の街中を照らすのは、人々の生活の証あかしであるいくつもの照明だ。街灯に飲食店、オフィスに家屋、橙だいだい色いろのやわらかな明かりが漏もれ出す窓もあれば、白く硬こう質しつな明かりが漏れ出す窓もある。

　そうして夜の帳とばりが下りて尚なお、明るさを失わない街並みにカリムの操あやつる箒が緩ゆるやかな軌き跡せきを描えがいていく。放課後、お伽の園へと向かう時は、あんなにも不ふ機き嫌げんだったにも拘かかわらず、今はこのままストリートでグラオベーゼンを始めてしまいそうなほどに上機嫌だ。

　全すべては先ほど揺月が見せた姿のおかげだった。

　飛ぶことと精せい霊れいたちと遊ぶこと、そして森の中のことにしか関心を示さなかった揺月がブルースカイ・フェスティバルに興味を持ち、そして彼女自身の口から祭りに行きたいという言葉が出てきたのだ。

　それ以上に、彼女がレイシャに通し手鏡を見せてもらっていた時の雰囲気と表情が、どうしようもなく嬉しかった。

『随ずい分ぶんと上機嫌ね。あのあと、いいことでもあった？』

「まあな」

『なんでもいいけど、やることはちゃんとやってもらうわよ』

「わかってる」

　耳にかけたイヤーカフスから延びた通コー話リング糸パスが街灯の明かりを反射する。極細の糸のようなそれは、ローブのポケットに入れた通し手鏡へと繫つながり、宮古の声をカリムに届けるばかりか、カリムの声を拾い宮古に届けることで、両手で箒を操りながらのコールを可能にしている。

『反応はどう？』

「まだ何とも。しばらく飛び続けてみるよ」

『ええ、お願い』

　そうして宮古とのやりとりを続けるカリムの周囲を無数の光が飛び回っている。輝かがやきは蛍ほたるに似ているが、その実体はカリムが精霊たちに魔ま法ほうをかけて作り出した蜂はちの群れだ。

〈宿無し〉は多くの精霊たちが寄り集まったもので、精霊同士は互たがいを呼び合う。その特とく徴ちようを利用し、魔法で作り出した蜂の群れを飛ばすことで、〈宿無し〉を探している。

「一昨日おとといも探したばかりだってのに、本当にいるのか？」

『いないならそれに越こしたことはないわ。でも、昨日今日の精霊指数を見ると、発生していてもおかしくないのよね』

「せめて〈夢うつつ〉が発はつ症しようする前なら見つけやすいんだけどな。見れば一発でわかるし」

『そればっかりは何とも言えないわね。短時間一緒にいるだけでもなる子はなるし、逆に精霊離ばなれが出来てれば〈夢うつつ〉なんかにはならなくて済むし』

　宮古とのコールを続けながら、箒で飛び続ける。箒と一緒に魔法蜂たちの軌跡が残されていくも、カリムと共に飛び続けるばかりで、〈宿無し〉に呼ばれたような反応を見せることはない。

『アンタとしては揺月のことが心配なんじゃない？　あの娘こほど精霊との親和性が高ければ〈夢うつつ〉なんて簡単に発症するもの』

「そりゃ心配だけど、お伽の園から出ることなんてないし、大だい丈じよう夫ぶじゃないか？」

『とか言ってると、あの娘が本当に〈夢うつつ〉になっちゃうわよ』

「そして放ほうっておけば〈永久眠ねむり〉を発症するって？」

『そういうこと。だから対処出来るなら早いほうがいいのよ』

　耳元から聞こえる宮古の声に特別な険しさは感じられない。それでも、普段家で会話するような気楽さもない。適度な緊きん張ちようと、程々の余よ裕ゆうが入り混じった声こわ音ねは、宮古がきちんと事態を解決させようとしていることを言外に示している。

「妹さんのことがあるから……」

『何か言った？』

「なんでもない」

　宮古から一度だけ妹についての話を聞いたことがある。重度の精霊症のせいで人生に制限が設けられた境きよう遇ぐうを、カリムは揺月に重ねたものだ。

　そして、宮古と自分自身を重ねもした。

　だからこそ、宮古同様の真しん剣けんさで〈宿無し〉の問題に取り組んでいるのだった。

　冬の夜空を飛ぶ寒さも、放課後の体に積もった疲ひ労ろうも、好きな少女と大切な同居人のためならば、鼻で笑って吹ふき飛ばせる程度のものでしかない。

「しっかし、今までどうしてたんだか」

『何が？』

「〈宿無し〉の対処。都合よくオレみたいなのがいたわけじゃないだろ」

『ああ、そういうこと。そりゃ、アンタみたいに芸の細かい魔法が使えるヘクセなんてそうそういないわよ』

〈宿無し〉の対処、とカリムや宮古は簡単に言っているが、それは誰だれもが出来ることではない。

　人間大の大きさまで寄り集まり、〈宿無し〉として発生してしまった精霊たち。彼らを〈宿無し〉から本来の姿に戻もどせるのは、魔法蜂のように、精霊たちを精せい緻ちな形に造形出来る魔法技術を持つカリムしかいないのだ。

『でも、問題はなかったのよね。だって、ダスト層雲下で〈宿無し〉なんてそうそう発生するものじゃなかったし。言ったでしょ、あれは青空の弊へい害がいだって』

　宮古の言葉に、カリムは視界の中で星が瞬またたく夜空にしばし視線を注ぐ。

　あれだけ綺き麗れいで、多くの人を感動させる星空も、いいことばかりではないという事実に、少しだけやるせない気分もこみ上げる。

『だから、頼むわよ』

「何をさ」

『祭りでのグラオベーゼン。あれで新しく劇場庭園を造れれば、精霊たちもちゃんと宿り木を見つけられる。そうなれば、アリステルに〈宿無し〉が発生しなくなるわ』

「そしてオレがいちいち駆かり出されなくなると。それはいいんだけど、そんなにうまくいくもんなのか？」

『あら、揺月と一緒に飛ぶのに自信ないわけ？』

「そうとは言ってない。ただ、話が出来過ぎだって思うだけだ」

『なーに、疑うたぐり深くなってんのよ』

「そりゃ、ミラー・ツリーなんて都合のいいもの造って失敗してるのを見てるわけだし。だったら今度もそうなるんじゃないのかって思ってもしょうがないだろ。アリステルの街中に精霊があぶれて〈宿無し〉になってるなら、新しく精霊たちに宿り木を用意してやればいい、なんてさ」

『シンプルでいいじゃない。変に考えすぎても、それはそれでうまくいかないものよ。経験あるでしょ？』

「ぐ……っ」

　宮古の言葉に、カリムは二の句を継つげなかった。十年間もの長い時間、揺月にしでかしてしまったことを悔くやみ続け、一番大切な揺月と向き合うということを放ほう棄きしていたのが、誰あろう自分自身なのだ。そのことでいらぬ遠回りをしてしまった自覚は嫌いやというほどある。

『そうだ。アンタ、明日あしたからの予定は？』

「初日にひとりでグラオベーゼン。二日目に揺月とグラオベーゼン」

『…………何つまんないこと言ってんの？　バカ？』

「聞いてきたのはそっちだろ!?」

『そんなつまんない返事をされるとは思ってないわよ。レイシャちゃんとデートするんでしょ、明日』

「なんで知ってッ!?」

『そりゃ、食堂なんかで話してるアンタらが悪いわよ。アタシの同どう僚りようだって使うのよ、あそこ』

「いや、そもそもデートなんかじゃないから。揺月の買い物に付き合ってもらうだけだから」

『……はあ。バカって言うか、ヘタレって言うか。カリム、アンタってどうしてそうガキ臭くさいわけ？』

「うるさいな。いいだろどうでも」

　と、そうして宮古と賑にぎやかな会話をしながら、ブルースカイ・フェスティバルの開かい催さいを明日に控ひかえたアリステルを飛び回っていると、それまでカリムの周囲を付き従う形で飛んでいた魔法蜂の群れが突とつ然ぜん明後日あさつての方向へ向かって飛び始めた。

「来た」

『〈宿無し〉？』

「多分」

　これまでのふざけた雰ふん囲い気きから一転、宮古と言こと葉ば短みじかなやりとりをしつつ、カリムは蜂の群れを追いかけアリステルの街中を飛んでいく。そこかしこに箒のミニチュアがぶら下がり、多くの商店で『青空』や『ブルースカイ』といった文言が見受けられる。

　中には頭上を飛ぶカリムに気がついた人が歓かん声せいを送って寄よ越こしたりもする。そうした声に一いつ切さい応こたえることはせず、夜の街並みを置き去りにしていく。

　蜂たちは一体どこまで飛んでいこうというのだろうか。背の高い建物を迂う回かいし、大通りを抜ぬけ、カリム以外のヘクセならば決して通り抜けることの出来ないほどに狭せまい路地を飛び去り、それでもまだ目的地にはたどり着かない。

　次し第だいにどんどん低く、入り組んだ場所を飛び始める魔法蜂の群れは、カリムに対して際限のない飛ひ翔しよう技術を求めているかのようだ。

　普ふ段だんの生活はおろか、グラオベーゼン中でだってこうまで低く狭い隘あい路ろを飛んだりはしない。それこそ揺月が精霊化したあの晩に、劇場庭園の木々の狭はざ間まを飛んだ時を思い出そうというものだ。

　別に誰が見ているわけでもないのに、カリムは箒ほうきに跨またがるのをやめ、狭い路地で長大な箒が引っかからないように手の中でそれを躍おどらせる。

　無数の蜂が残す輝く軌跡の中で、そうしていつもの曲芸飛行をする姿は、誰ひとりとして見る者がいないのがもったいなくなるほどに劇的なものだった。

「うお、きっつ」

『あんまり無理するんじゃないわよ』

　そうして宮古と会話するための通話糸ですら、飛翔の内で輝きを散らせば、路地裏でひとり踊おどるカリムを演出するものであるかのように錯さつ覚かくしてしまう。細い糸に蜂たちの輝きがちらつき、それを身に添そわせるように飛ぶ少年の姿を見られないのは、アリステルの人々にとっては余りにも残念な出来事に違ちがいない。

「見つけた」

『〈宿無し〉だけ？』

「わからない。ちょい待ち」

　宮古との通話を打ち切ったカリムの視線の先では、魔法蜂たちがひとつところで留とどまり旋せん回かいしていた。その光の渦うずの中心には小こ柄がらなシルエットがふたつ、存在している。箒を降りたカリムがゆっくりと近づいていけば、魔法蜂の輝きに照らされた小さなシルエットが、夜よ闇やみの中から浮うき上がってくる。

「あ、おにいちゃん」

「夕方の」

　それは、夕方レイシャと出会ったふたりの少女だった。飛び交かう蜂たちをキョロキョロと追い掛かけ回すその表情に楽しげな輝きを宿している姿は、見間違えようもない。

「宮古、見つけた」

『〈夢うつつ〉は？』

「〈宿無し〉と一いつ緒しよにいるし、ちゃんと自分の言葉で話してる。大丈夫、発症してない」

〈宿無し〉がもたらす害には段階がある。一番初めが取り付いた者の外見を真似まねること。二段階目が〈夢うつつ〉を発症させること。そして三段階目が〈永久眠り〉の発症だ。

〈宿無し〉からの影えい響きようが進行して二段階目まで至った場合、〈夢うつつ〉発症者は意識を〈宿無し〉に奪うばわれる。そうなった場合、〈宿無し〉は意識を奪われた宿主の体を置き去りに、個別で行動を始めてしまうのだ。しかし、今目の前にいる少女はそっくり同じ外見のまま一緒にいる。まだ、一段階目の影響しか出ていないということだ。

『〈夢うつつ〉の発症前に対処しちゃって頂ちよう戴だい』

「わかってる」

〈宿無し〉と〈夢うつつ〉に関する知識は、全すべて宮古から教わったものだ。恐おそらく、妹のために少ない発はつ症しよう例から〈永久眠り〉の原因を研究した成果なのだろう。

　カリムが近づいていくと、〈宿無し〉ではない少女が不安げな眼まな差ざしで見上げてくる。

「……おねえちゃんは、いっしょじゃないの？」

「ああ。今はオレだけ。なあ、君の名前ってなんて言うんだ？」

「……イツキ。おにいちゃんは？」

「オレはカリム。よろしくな、イツキ」

「うん」

　そうしてカリムがイツキと会話をする間も、彼女と一緒にいる彼女そっくりの少女は一言の言葉も発さずに、ただイツキの真似をするように同じ仕草を取るばかりだ。

　宮古に確かく認にんするまでもない、イツキと瓜うり二ふたつの姿をしたこれが、〈宿無し〉だ。

　精せい霊れいたちが寄り集まった存在に過ぎない〈宿無し〉は、明確な自我というものを持たない。その特性は精霊たちが個々で飛び交っている時と大差はなく、自分たちの声が聞こえる揺月や、イツキのような幼子と遊びたがる。

　ただひとつだけ精霊たちが〈宿無し〉となって普ふ通つうの精霊と変わる点は、自分たちの声を聞いたものの姿形を真似るということだろう。

　遊び相手を探してアリステルを彷徨さまよい、そしていざ遊び相手を見つければその者の姿を象かたどって一緒に遊ぶ。それが〈宿無し〉なのだ。

「イツキ。こっちは？」

「……おともだち。あのね、いつもみたいにひとりであそんでたら、いっしょにいてくれたんだ。そっくりなんだよ」

「そうか。イツキはいつもひとりで遊んでるのか？」

「うん。わたし、ともだちいないの。でもね、こんどがっこうにいくの。そうしたら、おともだちもできるって、おかあさんがいってた」

「ああ、きっと出来るさ」

　気づいたらカリムはイツキの頭に手を乗せ、そのやわらかな髪かみをくしゃりくしゃりと撫なで回していた。今、自分の表情が一体どんなものなのかはわからない。それでも上手うまく笑えていないことだけはわかった。

　自分は今からこの少女に、残ざん酷こくなことをしなければならないのだから。

「イツキ」

「なに？」

　夕方レイシャがそうしていたように、カリムはイツキの目線に合わせるために膝ひざを折る。

「イツキの友達な、実は迷子なんだ。わかるか、迷子って」

「……うん」

　迷子の意味はわかるらしく、イツキはカリムの言葉に自身と同じ姿形をした〈宿無し〉の方を振ふり向いた。

〈宿無し〉は何を言うでもなく、そこに立っている。

「おにいちゃん、どうしよう……？　あのね、ほんとはね、さみしいって言ってたの。わたしといっしょなの」

　カリムにはすっかり聞こえなくなった精霊の言葉も、イツキの年ねん齢れいならば聞くことが出来る。精霊からさみしいと告げられたイツキがこちらを見上げてくる視線には、不安の色が滲にじんでいた。カリムは幼い少女の肩かたに手を置き、ゆっくりと言い含ふくめるように言葉をかける。

「あのな、オレならイツキの友達を迷子じゃなくせるんだ。でもな、イツキ。その、そうすると、イツキはもう友達と会えなくなるんだ」

「……え、どうして？」

　その問いかけに悩なやむ。

　果たしてイツキにどう言えばいいのだろうか。

〈宿無し〉は精霊たちが寄り集まったもので人間ではなく、このままイツキが〈宿無し〉と一緒に居続ければ、いつか〈永久眠ねむり〉になってしまう。そうならないようにカリムは〈宿無し〉に魔ま法ほうを使い、劇場庭園に送ってしまおうとしているが、そうなればイツキはもう二度と友達である〈宿無し〉と会えなくなる。

　ということを、目の前にいる幼い少女へ説明する手段がなかった。

『カリム、〈宿無し〉はどうなったの？』

　イヤーカフスから聞こえる宮古の声。〈宿無し〉が一緒にいるものに対して〈夢うつつ〉という精霊症を発症させることはよくわかっている。現状、その可能性が一番高いのはイツキだろう。

　さらに言ってしまえば、精霊の影響を受けやすい揺月がアリステルにいる以上、カリムとしても〈宿無し〉が現れれば対処するべきだと思ってもいる。しかし、それでも目の前の少女から友達を取り上げるのは何だか違う気がした。

「おにいちゃん？」

「ごめんな、イツキ。うまく説明出来ないや。ただ、イツキはもう友達と会えなくなっちゃうんだ」

　泣かれるかもな。カリムの胸中にそんな不安が過よぎった。こんなとき、レイシャならばうまく説明出来るのかもしれない。あるいは宮古やロザリーなら、こんな不安を抱いだくこともないのかもしれなかった。

　自分には出来ないことがある。そんなの、揺月の〈大おお食ぐらい〉を治せないと悟さとった時に嫌いやというほど実感した。しかし、改めてそうした事実と直面すると、やはり心にはしんどさがのしかかってくる。

「……おにいちゃん、わたし、もう会えなくなるの？」

　尋たずね、見上げてくるイツキに答えることなく、魔法を使う。

　それまでイツキの姿を象った〈宿無し〉の周りを旋回していた魔法蜂ばちが、こちらの指示に従いゆっくりとその姿を包み込んでいく。蜂はちの形を解き、旋回する軌き跡せきだけを輝かがやきと共に残し、カリムの魔法は優やさしく〈宿無し〉の姿を覆おおい隠かくす。

「なにしてるの!?」

　何をしているのかわからずとも、何かをしているのはわかるらしく、イツキがカリムに縋すがり付いてくる。そんなイツキにかける言葉を見つけられず、さっきそうしたように頭を撫で、目の前で輝く光の繭まゆをじっと見つめ続ける。

　今、光る繭の中では〈宿無し〉と、カリムが魔法蜂として連れてきた精霊とが少しずつ混ざり合っているはずだ。〈宿無し〉として寄り集まっていた精霊たちは、個々に解けていき、そして繭の中で魔法によって別の形に変えられていく。

　それは、ともすれば昆こん虫ちゆうの変態のようなものだ。アリステルの街中ではそうそう見かけることもないけれど、カンデラの森でならばそんなものはいくらでも見ることが出来た。

　這はうだけのイモ虫がサナギになり、そして蝶ちようとなって空を舞まう。カリムがちょうど今のイツキぐらいの年の頃ころ、揺月と一緒にそうした移り変わりはたくさん目にしてきた。

〈宿無し〉も同じだ。この場から劇場庭園の宿り木まで飛んでいくのに、相応ふさわしい姿へと変わっていっている。

「おにいちゃん、わたしのおともだちは？」

「そこにいるよ。ただ、もう少ししたら飛んでいっちゃうけど」

「……もう、あえないの？」

「イツキがヘクセになって、オレみたいな魔法を使えれば、会えるかもしれない」

　それは確証のない言葉だ。それでも、そう言わずにはいられなかった。ただの感傷かもしれないし、自己満足なのかもしれない。

　だけれど、イツキぐらいの年で仲の良い友達と会えなくなる悲しみを味わうことに対して、〈夢うつつ〉という精霊症に罹り患かんするかもしれないという理り屈くつは、余りにも素っ気なさ過ぎる。

　自分がそうだったのだ。

　揺月が〈大食らい〉に罹患した。だから会えなくなる。揺月と一緒にいたらカリムまで危ない。なんて、そんな理屈をいくら大人たちから言われたところで、すんなり受け入れることなど出来なかった。

　そうこうするうちに、繭の輝きが少しずつ薄うすくなっていく。反対に、繭の中から薄はく膜まくを透すかすような光が強くなっていく。それはまるで胎たい動どうしているかのようだった。繭が解ほどけ、世に飛び出すその瞬しゆん間かんまで待ちきれないと告げているように思えた。

　すぅっと、光り輝く繭が搔かき消えた。

「うわぁ」

　イツキが歓かん声せいを上げた。その声は一時、悲しみを忘れていた。少女が傍そばを離はなれる。一歩踏ふみ出し、美しさに見み蕩とれた足取りでフラフラとさらに二歩、三歩と歩んだ。

　そんなイツキの視線の先、見上げる夜空には、数十頭の蝶の群れが羽ばたいている。いつだかのグラオベーゼンでカリムが作り出した蝶とは違ちがい、羽から火の粉を散らすことも、水でできた体に光を溜ため込むことも、砂さ礫れきを月明かりに反射させることも、風を巻き上げ優しく頰ほおを撫でることもしない。

　ただ、精霊たちが形を成した証あかしである緑黄色の燐りん光こうを纏まとい、蝶の群れは劇場庭園の方へと羽ばたいていく。

「ありがとー!!」

　呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていると、耳にそんな声が飛び込んできた。

　視線を向けると、イツキが空に向かって声を上げていた。

「楽しかったよー!!　ありがとー!!」

　おとなしそうな性格だと思っていたイツキが、夜空に飛び上がっていく蝶の群れに、大きく声を上げている。

　そんなイツキの後ろ姿に目を見開いた。

〈宿無し〉は青空の弊へい害がい。〈夢うつつ〉を罹患させるもので、放ほうっておけば〈永久眠り〉を発症させるもので、それらの影えい響きようを揺月に及およぼすかもしれない危険なもの。

　カリムはそう思っていた。

　そんな認識と、感謝の言葉を大きく叫さけぶイツキの姿は、どうしようもなくかけ離れていた。そのことに、深い衝しよう撃げきを受けた。

　見上げた夜空、月明かりと無数の星々が瞬またたくそこには、カリムの魔法によって形を変えられた〈宿無し〉が羽ばたいている。
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　気が付けば窓の外はすっかり暗くなっていた。通し手鏡の時計表示も、カリムが立ち去ってから優に二時間は経過したことを告げている。しかし、そんな時間の経過以上にレイシャにとって意外だったのは、それだけの間、揺月とおしゃべり出来てしまったことだった。

　ブルースカイ・フェスティバルのことに始まり、アリステルで流行している服や小物、飲食店なんかの話でああまで盛り上がるとは、これっぽっちも想像していなかった。勝手なイメージではあるが、揺月はそうした、なんというか世せ俗ぞく的な大衆向けのものとは無む縁えんの存在だと思っていたのだ。

　カンデラの森に暮らし、グラオベーゼンの時だけアリステルにやって来る。

　揺月自身の立ち居振る舞いや見た目と相まって、そこにはちょっとした神秘性が孕はらまれていた。そんな揺月が、放課後に友人たちとするようなおしゃべりの話題に食いつくとは、これまで一度だって考えたことはなかった。

　それでも、これまでの二時間ほどで、そんなイメージは崩くずされてしまった。揺月はレイシャが話すアリステルのことに興味を示し、自分がこれまで触ふれたこともなかったものに対して耳を傾かたむけた。

　レイシャもレイシャで、揺月がうまい聞き役になってくれていたため、舌が滑なめらかに動き、普ふ段だんミヤビたちとするおしゃべりと遜そん色しよくないペースで色んなことを口にした。

　春の新作が店頭に並び始めたが、お小こ遣づかいが足りなくて買えないこと。

　ブルースカイ・フェスティバル限定メニューの食べ歩きをしたいと思っていること。

　青空が広がってから、アリステルで過ごす日々が本当に楽しくて仕方ないこと。

　他ほかにも色んなことを揺月に話した。

　揺月は揺月で、彼女が暮らすカンデラの森のことを話してくれた。

　森の中はまだまだ静まり返っていて春には遠いこと。

　揺月の家にある、お気に入りのふかふかの絨じゆう毯たんと、レンガ造りの暖だん炉ろのこと。

　青空を飛ぶのは、アリステルの上空よりもカンデラの森の方が気持ちいいこと。

　揺月が知らないことをレイシャが知っているように、揺月もまた、レイシャが知らないことをたくさん知っていた。そのひとつひとつをたどたどしく、それでも何とか伝えようとしている姿は、これまで抱いていた揺月への神秘性を払ふつ拭しよくするには十分だった。

　普ふ通つうの女の子だ。

　自分やミヤビ、さゆりや葵あおいなんかと何にも変わらない、ひとりの女の子だ。

　それが、今レイシャが揺月に対して抱いている印象だった。

　そして、ふたりのおしゃべりは行き着くところに行き着いていた。

　カリム・カンデラ。

　ふたりにとっての共通の知り合いで、レイシャが想おもいを寄せる少年。

　そして、恐おそらくは揺月も。

　レイシャにとって、それは少し危険な恋こいバナだった。

「カリムってすごくいくじなしなの。いつまでも昔のことばっかり気にして、全然わたしのことを見ようとしないんだ」

「あー、聞いたよ。ずっと前に事故があって、カリムはそれを十年も気にかけてたって」

　いつの間にか、レイシャの言葉からは揺月に対する敬語が取り払はらわれていた。遠えん慮りよも気き兼がねもない言葉を、自然と口に出来るようになっていた。

「そう。だから言ったの。いつまでも昔のことばかり気にしてないでって、わたしはもう気にしてないのにって」

「へー、それでカリムはなんて言ったの？」

「何にも。黙だまって病室から出てっちゃった。本当にいくじなし」

「あはは、それは情けないねー。そっか、あのカリムがそんなに。私の知ってるカリムとは随ずい分ぶん違う」

「そうなの？」

「だって、学院でのカリムって人気者なんだから。喋しやべると面おも白しろいし、一いつ緒しよにいると楽しいし、友達も多いんだよ」

「ふぅん」

「ダスト層雲を吹ふき散らしたからかな、今、みんながカリムのことを噂うわさしてるんだ。本人は嫌がってたけど」

「噂って？」

「え、あー、なんか色々だよ。今日のお昼は何食べるのか、とか。授業中にどうしてた、とか。そんなちっちゃいことばかり」

『カリム・カンデラとレイシャ・クリエは付き合ってるって』

　ミヤビが教えてくれた噂を思い出した瞬間、スッと胸きよう裡りに冬の寒さとは違う冷たさが染しみてきた。夢中になっていた揺月とのおしゃべりから醒さめ、ふと思い出したことがある。

　ここは、揺月がカリムにキスをした場所だと。

　席は違う。もう少し食堂の中央に寄った席だったはずだ。そしてそう、見慣れぬメガネの男が近づいてきて、揺月に話しかけたのだ。

「どうしたの？」

「あ、ううん。ゴメンね、ちょっとボーッとしちゃって」

「カリム、まだかな」

　レイシャがふと楽しい空気から立ち返ったように、揺月もまた、ふと思い出したようにその名前を口にした。

「ねえ、揺月さん。ひとつ、聞いてもいい？」

「何？」

「……どうして、カリムにキスをしたの？」

　さり気なさとは程ほど遠とおい、緊きん張ちようした声。あれだけ滑らかだった舌は乾かわき、喉のどを通り抜ぬけていく唾つばの粘ねばっこさが気持ち悪かった。

　揺月の唇くちびるが何かを告げるために薄く開くのが、随分ゆっくりと見えた。

　そこから何か決定的な一言が漏もれ出してくるのかもしれないと思えば、自然と息を潜ひそめていた。

　鼓こ動どうがうるさい。そしてもうすでに、たった一瞬前のことを後こう悔かいしている自分がいる。

　どうして聞いてしまったのだろうと思わずにはいられなかった。なんだって、あんな質問を口にしてしまったのか。揺月が普通の女の子だとわかってそんなに油断してしまったのか。こんな緊張を味わうぐらいなら、揺月とのおしゃべりなど早々に切り上げてしまえばよかったのに。

「だって、カリムが昔のことばかり気にするから」

「え？」

「さっきも言ったでしょ。カリムって、もうずっと昔のことばかりにこだわって、全然わたしのことを見てくれないの」

　揺月の言葉は、思っていたようなものではなかった。その言葉が持つ響ひびきは、緊張で胸が押しつぶされそうなレイシャとは正反対の気安いものだ。

　だからだろう、レイシャも毒気を抜かれたような表情で一緒に座る少女を見る。アッシュブロンドの髪かみに、白磁のような肌はだ、そして色素の薄い灰色の瞳ひとみ。全体的に儚はかない印象を与あたえる少女。

「どうしたの？」

「え、あ、えっと、それだけなの？　それで、カリムにキスしたの？」

「？　うん」

　勢い込んで尋たずねるレイシャを揺月は不思議そうに見返してくる。何かおかしなことでもあるのか、と問いかけてくる眼まな差ざしに、肩かたの力が抜けるのを感じ、そして次の瞬間には急激な羞しゆう恥ちを覚え顔を赤くする。

「あはは、そうなんだ。なんか、びっくりしちゃった。てっきり、カリムが好きだからって言われるのかと思った。あはは、勘かん違ちがいかな。恥はずかしー」

　パタパタと顔を扇あおいでいると、揺月はさらに不思議そうな表情で見つめてくる。

「どうして勘違いなの？　わたし、カリムは好きだよ」

「え？」

　動きが止まる。

「でも、好きだとキスするの？」

「えー…………？」

　今度はレイシャが困こん惑わくの眼差しで揺月を見つめる番だった。

　好きだとキスをするのか。

　揺月は確かにそういった旨むねのことを聞いてきた。

　好きだとキスをするのか。

　すると思う。というか、したいと思っている。ミヤビたちとだって、もし彼氏が出来たらどうするか、なんて話はそれこそしょっちゅうしている。そんな時レイシャは、大たい抵ていカリムについてからかわれるのだが、その中にはキスをしたいのかどうか、といったものも当然ながら含ふくまれる。

「揺月さんは、カリムが好きなの？」

「好きだよ。だって、カリムしか友達いないし」

「あー……」

　揺月のその一言で、得心がいったかもしれない。

「あ、これ、宮古には内ない緒しよだから。前にすごいからかわれて、なんかヤだった」

「うぁーん……？　どうなの、それぇ」

「何、その声……？」

　首を傾かしげるレイシャに、何度目になるかわからない不思議そうな視線が突つき刺ささる。きっと、今揺月の前には、レイシャがとても不可解な存在として映っていることだろう。しかし、こちらもこちらで彼女の言葉に抱いだいた違い和わ感かんに頭を悩なやませていた。

　揺月はカリムを好きだと言った。でもその言葉には、レイシャが学院の友人たちと話すときに感じる、何ともこそばゆい響きがどこにもない。むしろ、友人たちとふざけあう中で使われる好きのニュアンスに近い。

「揺月さんって、カリムと付き合いたいとか思う？」

「？　付き合うって、どこか遊びに行くの？　行きたいけど、〈大おお食ぐらい〉だからわたしは行けないよ」

　これだ。普通レイシャたちの年の頃ころで付き合うと言えば、それは特別な関係になることを指す。レイシャがカリムとそうなりたいと願っているもの。それが、付き合うということだ。

「あー……、そういうことかぁ」

「何？」

　いい加減こちらの言葉に対する不理解に苛いら立だってきたのか、揺月の視線が険しくなる。

「あ、ううん。何でもないの。ちょっとだけ揺月さんのことがわからなくって。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ」

「何それ。わかんないって、何が？」

「うーん、揺月さんの言う好きが、私の知ってる好きとは、少し違ったってことかな」

「よくわかんない」

「だよね。でも、私からは説明出来ない。と、言うよりは、したくない。ゴメンね」

　揺月の『好き』は、まだ男女差を意識したものでない。

　しかしそれを説明することで、揺月がレイシャの言っている特別な『好き』を理解して、そして意識してしまえば、あまりにも自分が報むくわれない。

　さすがに、そんなのは嫌だった。

　男も女も関係ない、幼さの残る『好き』。

　その幼さに付け込むような真似まねに気が引ける部分もある。それでもカリムの気持ちの大部分が揺月に向いている以上、ずるくなるしかない。

「…………だって、好きだから」

　それが、レイシャの決意だった。

「レイシャ？」

「あ、ううん。何でもない。それにしても、カリム遅おそいね」

「もうすぐ来るよ」

　そう言いながら揺月が持ち上げた通し手鏡には、カリムとのやりとりが表示されている。

『まだ食堂？』

『うん』

『わかった。そっちに行く』

　いいな、と素す直なおに思った。そんなメッセージ、レイシャの通し手鏡には入ってない。

「揺月さんは、本当にカリムと仲がいいね」

「うん」

　その頷うなずきに、自分でも嫌いやになるほどの羨せん望ぼうが湧わき上がってきた。
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　揺月はひとり、劇場庭園に上がっていた。お伽の園の屋上に存在するこの森の中は、アリステルで一番気に入っている場所だ。

　カンデラの森に比べれば固い土を踏ふみしめて歩くと、周りをいくつかの精せい霊れいたちが飛び交かう。緑黄色の燐りん光こうを放つ彼らは、一見して同じにしか見えないが、普ふ段だんから森に住まう精霊たちと暮らしている揺月からすれば、やはりアリステルに住む精霊たちは少し違う。

　聞こえてくる彼らの囁ささやきも、宙を漂ただよう姿も、森の精霊たちより少しだけおしゃまだ。

　あの後、合流したカリムとレイシャと三人で夕食を食べた。今夜カリムが出会った〈宿無し〉との間に何があったかを聞きながらの食事は、とても楽しかった。

「やっぱりお祭り行きたいな」

　ご機き嫌げんだった歩みに、さみしさの陰かげりが差す。

　思い出すのは、とてもかわいい藤ふじの花をあしらった髪かみ飾かざり。

　レイシャが教えてくれ、カリムが買ってきてくれると約束した素す敵てきなもの。

　もちろん、それはとても楽しみだ。明日あした、カリムの手からそれを手て渡わたされることを想像すれば、とてもではないが無表情ではいられない。

　しかし、こうも思うのだ。自分もカリムやレイシャと一いつ緒しよにブルースカイ・フェスティバルに参加出来れば、きっともっと楽しくなると。ひとりでお伽の園で留守番をするのは、さみしいと。

「誰だれ」

　気配がした。立ち止まり、劇場庭園の木立が作り出した闇やみを見み透すかすように目を細める。

　何かがいる。

　それは揺月がとてもよく知っているものである気がする。

　でも、同時に自分が知っているものとは違う気もする。

　なんだろう。そう思い立ち尽つくす揺月の前に、何の前まえ触ぶれもなくそれは現れた。

　緑黄色の燐光を周囲に散らし、この劇場庭園で、揺月以外には存在しないはずの、人型のシルエットをしたもの。

『宿る木を見つけられずに放ほう浪ろうしてる精霊たち』

　それを見た瞬しゆん間かん、宮古の言葉を思い出した。これが、それなのだと直感した。

「どうしてここにいるの？」

　尋ねる声に〈宿無し〉は答えない。ただ黙だまって揺月の前に存在しているだけだった。
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『ブルースカイ・フェスティバルが開幕し、アリステルの街中は大変な賑にぎわいを見せています!!　世界で唯ゆい一いつ青空が見える都市として、この二週間は多くの観光客が訪おとずれておりますが、今回の祭りが開かい催さいされたことで、より一層盛り上がっています!!』

　遠オーロ見ラビ鏡ジヨンからはアリステルの賑やかさを伝えるリポーターの声が聞こえてくる。カリムはその鏡面に映された映像ではなく、左さ端たんに示された時刻を確かく認にんし、慌あわただしげに部屋の中を行き来していた。

『初日である今日は、〈青空のヘクセ〉であるカリム・カンデラさんのグラオベーゼンが行われるということもあり、多くの人が期待を寄せています。先のダスト層雲過か剰じよう発生騒そう動どうの引き金となったミラー・ツリーを取り壊こわすべきだという意見も多々ある中、ミラー・ツリーの周りに新しく劇場庭園を造ることで、青空を大切にしていくことを後世まで伝えようというおフエア伽リーテイのル・ガ園ーデンの考えが後押しされた形になります』

「そんなこと、宮みや古こは一言も言ってなかったけどな」

　思わず遠見鏡にそう突っ込んでしまったが、それでも世間的にはそういうことになっているのだろう。新しい劇場庭園を造る。確かに青空を記念して何か新しいものを、というのはわからなくもないものだった。

　ただカリムとしては、そうした記き念ねん碑ひ的なものとしてではなく、〈宿無し〉という問題を解決するため、といった意識が強いだけだ。

「でも、それで祭りに行くことも出来ないってのは、どうなんだろうな」

　きっと今もお伽の園でてんてこ舞まいになっている宮古を思えば、さすがに気の毒になり苦く笑しようを浮うかべずにはいられない。なんだったら今日、揺ゆ月づきの買い物をするついでに、宮古にも何かお土産みやげのひとつでも買っていこうか、なんてことも思う。

「って、時間」

　ボーッと遠見鏡を見ている場合ではない。レイシャとの約束まではもう幾いくばくも猶ゆう予よがあるわけではないのだから。

　カリムは最後に洗面所の鏡に向かい身だしなみを確認する。元々のクセは仕方ないけれど、目立った寝ね癖ぐせはない。服の方にも目を落とすも、深いグレーのニットカーディガンに、白い厚手のＴシャツ、そしてキャラメル色のチノパン。普段休みの日に宮古と出かけるのとはわけが違ちがうのだ、レイシャとふたりで街中に繰くり出す以上、それ相応の格好をしなければと選んだ服も、特に変なところはない。

　玄げん関かんから靴くつを拾い上げると、居間を通り抜ぬけざまに遠見鏡から魔ま力りよくを抜く。最後に表示されていた時計の時間は、九時四十七分。レイシャとの待ち合わせ時間は十時三十分だが、さすがに待たせるわけにもいかないので、十分前には着いていたい。

　いつも通り大きな窓を開きテラスに出ると、そこには冬の日差しも美しい景観が広がっている。

　思わずひとつ深呼吸したカリムは後ろ手に窓を閉め、鍵かぎをかけると、横手に置かれたラックから使い古した箒ほうきを一本手にする。

　さすがにこればかりは新調出来ない。そう思いながら箒を手に祭りで賑わう下界へと飛び込んでいく。

　アリステルの中心部から少し外れた家の近くでも、すでに大きな喧けん騒そうが聞こえている。遠鳴りにも似た騒さわがしさが近づいて来るにつれ、カリムの眼下には多くの人々が行き交い、そして目の前にはこれまた多くの有翼鯨ジヤンボや鰭飛びマンタが行き来する。

　今まで見たこともないほどの数が飛び回ると色んな危険があるのだろう、普段は見かけない誘ゆう導どう員が賑わう空のスカイ交通トラフ網イツクを捌さばいている。カリムは箒の高度を上げ過ぎないように気をつけながら、道中を急ぐ。

　そうして二十分も飛べば、アリステルきっての繁はん華か街がいが見えてくる。温かい印象の石いし畳だたみが敷しき詰つめられ、蔦アイヴ編イ・みコク繭ーンのような新しい建物も少ないそこは、アリステルに昔からある木とレンガで出来た落ち着いた街並みを残している。

　待ち合わせはそんな繁華街の中心にある噴ふん水すい広場だ。カリムはブルースカイ・フェスティバルを楽しむ人々の頭上をスルスルと飛んでいくと、人ごみの薄うすい裏通りで箒を降り、待ち合わせ場所である噴水の側そばへと向かうために広場へと踏み入った。

「え、カリム・カンデラ？」

「はい？」

　名前を呼ばれ振ふり返ると、そこには全く知らない女性がふたり立っていた。カリムよりも三、四歳ほど年上だと思われる彼女たちは、ブルースカイ・フェスティバルのために来た観光客なのか、通しワイズ手鏡ミラーとは別にガイドブックのようなものを手にしている。

「え、ホントに本物？」

「うっそ、すごーい」

　女性ふたりの反応に、一気に辟へき易えきとした気分になった。

　有名人と出会えた興奮からか、二人組の女性は不ぶ躾しつけな距きよ離りの詰め方をしてくる。カリムがあからさまに不機嫌な顔をしても意に介かいした様子はなく、彼女たちは左右から近づいてきて無ぶ遠えん慮りよに腕うでを組んできた。

「映像で見るよりイケメーン。カワイイー。ねえねえ写真撮とろうよ写真」

「あはは、いいね。みんなに自じ慢まん出来るし。ほら、もっとそっち寄ってよ。ていうか箒邪じや魔ま」

「いや、ちょっと」

　カリムが何かを言う間にも女性ふたりは無遠慮に身を寄せてくる。

　強ごう引いんに腕を組み、グイグイと体を寄せてくる二人組から逃にげようにも、ほとんど頰ほおがくっつくような距離にまで詰められては、身動きのとりようもない。

「ほらほら笑って笑って」

「年上の美女ふたりと写真だよー。もっと嬉うれしそうにしなよ」

「あ、なんだったらこの後一緒にお茶しようよ」

「いいね、それ。カリム・カンデラに観光案内してもらうとか、すごくない？」

　カリムを挟はさんで勝手なことをまくしたてる女性ふたり。いい加減に苛いら立だちも限界に達し多少強引に身をよじると、ふたりに摑つかまれた腕を無む理り矢や理り引き抜く。その拍ひよう子しに手にしていた箒を取り落とし、噴水広場にカランカランと乾かわいた音が響ひびく。

「ちょっと何してんの。まだ写真撮ってないってば」

「そうだよー。ファンサービスぐらい減るわけじゃないんだし、いいじゃん」

　身勝手過ぎる言い分に言い返そうとしたとき、女性ふたりの肩かたをたたく存在がいた。カリムはその姿を見て、開きかけていた口を閉とざす。

「「何!?」」

「トラブルですか？」

　強い語調の女性たちに、柔にゆう和わというには程ほど遠とおい口調で尋たずねたのは、制服を来た警官だった。さすがに相手がまずいと思ったのか、女性ふたりは先程までの勢いはどこへやら、気まずそうに肩をすくめてすごすごと引き下がる。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「あ、はい」

「〈青空のヘクセ〉ともなると大変ですね。何かあれば私たちにお声がけ下さい。ブルースカイ・フェスティバルの間は巡じゆん回かいを強化しておりますので」

「ありがとうございます」

「いえいえ。それでは可愛かわいらしい彼女さんとのデートを楽しんでください」

　最後にお茶ちや目めなウインクを残して警官は去っていく。そして職務をこなした彼と入れ違いに、カリムに近づいてくる少女がいた。

「カリム、大丈夫だった？」

「……レイシャ先せん輩ぱい」

『可愛らしい彼女さん』。たった今、警官から言われた言葉に心の内側がむず痒がゆくなる。

「噴水のとこで待ってたら、あっちでカリム・カンデラが絡からまれてるってちょっと騒ぎになってたから警察の人を呼んだの。ケガとかない？」

「それは平気です。助けてくれてありがとうございます」

「あはは、さすがに見過ごせないしねー。はい、箒」

　そうして取り落とした箒を手て渡わたしてくるレイシャは、普ふ段だん見慣れている制服姿とは随ずい分ぶんと違う装よそおいをしていた。

　鮮あざやかなオレンジブロンドの一部を編み込み、白いニットワンピースを着た彼女は、いつもより大人びて見えた。大き目のカバンを腕にかけている姿は、そこらの雑誌で表紙を飾かざっていそうな出いで立ちだ。

「どうしたの？」

「あ、いや。その、いつもと雰ふん囲い気き違うんで、ちょっと……」

「…………変？」

　レイシャは一度自分の姿を見下ろすと、不安げな上うわ目め遣づかいでこちらを見てきた。

「や、それはないです。似合ってます、間違いなく」

　カリムが慌ててそう告げると一転、レイシャはとても嬉しそうにはにかんだ。

　ちょっと大人びた格好でいいなと思った直後にそんな顔をされてしまえば、途と端たんに照れくさくなって、思わずそっぽを向いてしまう。その際、視線を下に向ければスカートの裾すそから覗のぞく太ももが目に入るのだから堪たまったものではない。

「カリムカリム」

「なんすか」

「はい。これ貸してあげる」

　楽しそうにはしゃぐ声に振り向くと、こちらの顔に向かって両手を差し出してくるレイシャの姿が見え、反射的に目をつむってしまった。

「あ、こら動くな」

　そう言われじっとする。閉じた視界の中で、顔に何かが載のせられたのを感じた。

「ちょっ、なんすか!?」

「あはは、よく似合ってるよ」

　慌てて通し手鏡を取り出したカリムは、自分の顔を見てげんなりとした。どう控ひかえ目に言っても似合っていない女物のメガネが鼻の上に載っているのだ。

「カリムは有名人なんだから、それぐらいの変装はしないとね。伊達だてだし見えるでしょ」

「だからってこのメガネはないでしょう!?　というか、なんでこんなの持ってるんですか」

「あると便利だから、メガネ」

　全く答えになってない言葉を返すレイシャは、憮ぶ然ぜんとするカリムを置いて歩き出してしまう。

「何してるの？　行こうよ」

「いや、メガネ……」

「我が慢まん我慢。それが嫌いやなら今からカリム用のメガネを買いに行こう」

「えー」

「文句はなし。それに、さっきみたいなことになったら困るのは、カリムも一いつ緒しよでしょ？」

　そう言われてしまえば、閉口せざるを得なかった。

「いやまあ、そうなんですけど……。ところで先輩。箒どこかに預けました？」

「あ、私は今日箒じゃないんだ。ほら、髪かみとか乱れちゃうし」

「あー」

　などと間ま抜ぬけな納なつ得とくをする間に、先んじてレイシャがどんどん歩みを進めていく。足取りも軽く進む彼女は、本当にいつも一緒にいる時とは違い、なんだか輝かがやいて見えた。

「ほら、早く」

　振り向く彼女の弾はずむ声に連れられ、カリムはブルースカイ・フェスティバルの喧騒へと紛まぎれ込んでいく。
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「なんか違う……」

「カリム？」

「や、なんでもないっす。大丈夫っす。行きましょう」

「変なの」

　そう言いながらコロコロ笑うレイシャを見て、カリムは困こん惑わくと照れくささに頭をかいた。

　別に休日に女性と出かけるのが初めてというわけではない。宮古が休みの日なんかにはよくふたりで連れ立って街に繰くり出すし、ランチや買い物に付き合うのだって月に二、三回はある。

　それなのに、今こうしてレイシャと一緒に街を歩いていると、妙みように緊きん張ちようする。

「カリム、どうしたの？」

「う、いや、何でもないです。あー、なんていうか、いい天気ですね」

「ふふ、そうだね。気持ちいいよね。これも、カリムのおかげかな」

「や、まあ、どうでしょうね」

　レイシャを変に意識してしまっているからか、受け答えする言葉もどこかぎこちないものになる。

　視界には通りを行く人々が映り込む。その中には自分とレイシャのように男女で連れ立って歩んでいる人もいた。

　手をつなぎ、腕を組み、仲なか睦むつまじい姿の数々に、意識せずとも自然と視線が吸い寄せられる。もしかしたら、自分たちもあんな風に見られているのかと思うと、さらに緊張がこみ上げてくる。

「あ、カリムこっち」

「!?」

　控え目に袖そでを引っ張られただけなのに、思わず飛び上がりそうになってしまった。慌あわてる内心を必死に取り繕つくろいながら隣となりに立つレイシャを見ると、行き先を指差していた。

「ホントにメガネ買うんですか？」

「え、買わないの？」

「や、さすがにあんなのそうそうないと思いますよ。今だって誰だれもオレに気づいてないじゃないすか」

「まあまあ、買わないにしてもちょっと見てくだけならいいでしょ。ね、ダメ？」

「ぐっ。まあ、それぐらいなら」

「うんっ。じゃあ、行こう」

　そうして袖を放したレイシャが先に立ち歩いていく。それにしても、今日のレイシャは本当に何かが違ちがう。いつもなら適度に流せるはずの会話が全然流せない。今だって下から覗くように見上げてくる顔がいつもよりぐっと魅み力りよく的に見えて、喉のどの奥から変な声が漏もれてしまった。

　なんだってこんなに頰が熱くなるのか。もう冬の終わりとは言え、今日だってまだまだ寒いのに、体の奥が火ほ照てって仕方がない。

「ほらほら、これなんか似合うんじゃない？」

「ちょ、先輩!?」

　それもこれもレイシャとの距きよ離り感かんがいつもと違うように感じるからだ。

　先ほどのように強引にメガネをかけようとする彼女が不意に近づいてきて、必要以上に大きな声を上げてしまった。

「なに驚おどろいてるの？」

「いや、だって、なんか近いっすよ」

「え、あ。…………カリムゥ～」

「なんすか!?」

　体がくっつくほどに近い距離を自覚したのか、照れたような声でレイシャに名前を呼ばれ、カリムはどうしたらいいのかがわからなくなる。宮古と出かけるのとは全然違う空気と雰ふん囲い気きに、何も手立てがない。

「今日の先輩、なんかずるいっすよ」

「なにそれ」

「そういうところっすよ」

　甘えた声を出して上目遣いに見上げてくるのとか、本当にずるい。

　果たしてレイシャの距離感が近いのか、カリムが変に意識していつもの感覚を見失っているのか、それが全然わからない。仮に後者だとしても、一体どうすれば、いつもの気が置けない先せん輩ぱい後こう輩はいといった関係を見つけ出せるのかが皆かい目もく見当つかなかった。

「参った……」

「メガネが似合わなくて？」

「や、まあ、はあ、そうっすね。知ってました？　メガネだけじゃなくて帽ぼう子しも似合わないんですよ、オレ」

　とりあえず適当に軽口を叩たたいてでも、カリムはいつもの感覚を取り戻もどそうと試みる。このまま妙に落ち着かない雰囲気で過ごすのは、どうにもやりにくくて仕方がない。

「へえ、いいこと聞いた。じゃあ次は帽子を見に行こうか」

「今似合わないって言ったばっかっすよね!?」

「あはは、そう言われると見たくなるのです」

　そうしていたずら気に笑うレイシャに、心の中でもう一度だけ参ったと呟つぶやきつつ、照れくささに頰ほおをかく。
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　ひとつ、大きく吐はき出した白い息が青空に吸い込まれて消えていく。身を震ふるわす寒風にローブをきつく引き合わせた揺月は、遠く聞こえる祭りの喧けん騒そうに耳を澄すましていた。

　腰こし掛かけた大樹の枝はどうにも据すわりが悪い。さっきから何度かもぞもぞとお尻しりを動かして居い心地ごこちのいい場所を探そうとするも、いまいちしっくりくる所を見つけられないでいた。

　なんだか妙に落ち着かない。

　心がそわそわとしているのがわかる。

　幹に立てかけた箒ほうきに跨またがり一目散に空を目指したい。何度かそうした考えが脳のう裏りをよぎるも、そのたびに思い直し頭かぶりを振っていた。

　今日は留守番すると決めたのだ。こうして首を長くして待っていれば、そのうちにカリムとレイシャがお土産みやげを持ってやってきてくれる。

「ふふ」

　そんな風に思う自分が少しだけおかしかった。二週間前までは、ひとりぼっちでいることがすごい嫌で、そうならないために箒に乗って空を飛び、精せい霊れいたちと楽しい時間を過ごしていたのに。

　カリムと仲直り出来たからだ、と嬉うれしくなる。

　カリムと仲直り出来たからこそ、今の揺月は約束ひとつでさみしくなることもなく、彼らの来訪を楽しみに待っていられる。

　そうして劇場庭園の中心に植わった大樹の枝の上、朝食を摂とってからずっと、ブルースカイ・フェスティバルで賑にぎわうアリステルを遠目に見ていたのだ。

「ふぅ」

　しかし、それもこうしてただ待ち続けるとなれば退たい屈くつで仕方がなくなってくる。特にすることもなく、ただ冬の風に髪を揺ゆらしながら待ちぼうけ。こんな枝の上ではすることも出来ることも特にない。

　ふと、水辺を散策したい気分になる。

　今の時季、カンデラの森にある水辺はどこも、他ほかのどの季節よりも澄んだ美しい空気に満ちる。その冷たさに浸ひたっていれば、心と体の中がきれいになっていくのを感じるため、足あし繁しげく湖こ畔はんや川辺に足を運ぶのだ。

　特に青空が広がってからの夜の湖は別格なのだ。天上に光る月と、その周りで瞬またたく星々が美しさを損そこなうことなく湖面に宿り、精霊たちが放つ緑黄色の燐りん光こうが彩いろどりを添そえれば、いつまでも眺ながめていたくなる絶景が目の前には広がる。

　シンとした湖畔の美しさを心に描えがいていた揺月は、自分がいつしかアリステルの街中より遠く離れたカンデラの森に思いを馳はせていることに気がついた。祭りのお土産を楽しみにしつつも、心が森の情景に惹ひかれれば、少しだけ帰りたいと思ってしまう。

「お祭り、行きたいな」

　全すべては祭りに行けない退屈さのせいだ。自分もカリムやレイシャと一緒にブルースカイ・フェスティバルを楽しめれば、こんな気分になり、ひとり虚むなしく過ごすこともなくなるのに。

　そう思った揺月の耳に、ふと聞こえてくるものがあった。

「何？」

　じっと耳を澄ましてみる。

　聞こえてくるのは声だ。微かすかで、そして楽しそうな声。どこからだろう。祭りの喧騒だろうか。違う。それはもっと揺月の近くから聞こえてくる。

　クスクス、クスクス。

　耳をくすぐり、心を誘さそう笑えみは、揺月もよく知っているものだ。

　ふと横を振ふり向けばいつの間にか揺月の隣に精霊たちが寄り集まりだしていた。見ている間にも数を増やす彼らは、くすぐったい笑い声と一緒に、一言だけ揺月に語りかけてきた。

『遊ぼ』

　それは、グラオベーゼンを行うときに必ずと言っていいほど聞いていた誘いの言葉。一いつ緒しよに楽しいことをして遊びたいという、無む邪じや気きな精霊たちの言葉。

　それが、今この時も揺月の耳に聞こえてきていた。

「……」

　悩なやむことはなかった。

　これまでの退屈な時間が、遊びたいという欲よつ求きゆうを強くしていた。

　本当ならば、祭りで多くの人が盛り上がっているアリステルに行きたい。しかし、〈大おお食ぐらい〉のせいで他の人に迷めい惑わくをかけてしまうかもしれないから行けない。だったら、誰に迷惑をかけることもない劇場庭園で精霊たちと遊んでいたかった。

「いいよ、遊ぼう」

　そんな自分の感情に素す直なおに、揺月は精霊たちからの語りかけに答えていた。

　寄り集まった精霊たちはより明確にそのシルエットを成形していく。気が付けば揺月の隣には昨日出会った〈宿無し〉が腰を落ち着けていた。

　スッと手を伸のばしてくる〈宿無し〉。燐光を放つその手へ、自らの手を重ねる。すると、まるでその手から揺月の姿形を吸い取ったかのように、目の前に揺月そっくりの〈宿無し〉が腰掛けていた。

　アッシュブロンドの髪かみに、白い肌はだ。そして見つめ返してくる色素の薄うすい瞳ひとみと視線が合った瞬しゆん間かん、揺月は強きよう烈れつな眠ねむ気けに似たものを感じ、あっさりと意識を奪うばわれた。
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　チラリと横で揺れるカリムの手へ視線を落とす。一度目線を戻し、そしてまた盗ぬすみ見るようにチラリと見やる。

「ッ!?!?」

「先せん輩ぱい、なにやってんすか……？」

「あ、あはは……。なんでもない。ゴメン」

　目線を外したタイミングで偶たま々たま手の甲こうが触ふれ合ったせいで、妙みようにびっくりした反応をしてしまった。怪け訝げんそうな表情で見てくるカリムにしょんぼりと肩かたを落としながら、視線は再びプラプラと揺れるカリムの手に向くのだった。

　手、繫つなぎたいな。

　提案通りにカリム用の伊達だてメガネを買い、その後いくつかの店を冷やかし気味に見て回る中で、レイシャの中でそうした欲求がフツフツと湧わいてきていた。

　先ほどはカリムを引き止めるため咄とつ嗟さに袖を摑つかめたけれど、一度意識してしまえばあんなことは二度と出来ない。

「全部カリムのせいだ」

「なんすかいきなり」

「カリムが意識させるようなこと言うからだ。カリムのバカ」

「なぜ!?」

「知らなーい」

　ぷい、と顔を背そむけ歩くも、自分でもわかるぐらいに足取りは軽かろやかだ。

「楽しみにしてたんだからね、今日」

「ただのお使いっすよ、揺月の」

「なんでそういうこと言うかな……」

　最後の一言はカリムには聞こえないように口の中で呟いた。

　カリムからすれば揺月への買い物に付き合って貰もらってる程度の考えかもしれない。しかし、レイシャからすれば今日のこれは紛まぎれもなくデートだった。

　だから多少手間はかかるけれど、髪を編み込み、きちんとおめかしをしてきた。昨夜、帰宅してから部屋のタンスをひっくり返して色んな組み合わせを試ためしては、部屋を覗のぞきに来た母親に下世話な笑みを向けられつつ、ミヤビやさゆり、葵あおいに相談して今日の服装も決めたのだ。

　いつもと違ちがうけれど、きちんと年上の先輩らしく。

　カリムの中にあるレイシャのイメージから外れずに、それでもきちんと新しん鮮せんに感じてもらえるように。本っ当に苦心して練り上げたコーディネイトだった。学院ではしていないピアスをするのには、少しだけ勇気がいった。だから、出会った直後、カリムに似合っていると言われたときは、それだけで色んなことが報むくわれた気分になって、心の底から嬉しかった。

「で、先輩。揺月が欲しいやつ売ってる店って、どこなんですか？」

　だから、こういうことを言われてしまうと、今のレイシャはちょっとむくれる。

「カリムってさ、甲か斐い性しようないよね」

「え」

「せっかくのデ、……お祭りに来てるんだから、もうちょっと楽しもうよ」

「や、そう言われても、オレ午後にはグラオベーゼンやるんですけど」

「だから待ち合わせを午前中にしたんじゃない。少しぐらい楽しんだって罰ばちは当たらないよ？　それに、ブルースカイ・フェスティバルはカリムが開かい催さいさせたようなものなんだし、ね？」

　カリムの困り顔を見上げながらそう言うと、彼は何かを考えるように首の後ろに手を置いた。寒さに頰を赤く染めているのが、なんだか可愛かわいらしい。

「本当に参る……。でもまあ、そうっすね。もうちょいブラつきますか」

「やった」

　カリムがどこか気の抜ぬけた笑みで同意してくれて、言葉以上にレイシャの内心が華はなやぐ。

「って言っても、オレ、元々この祭りに興味なかったんで何にも調べてないんですよね」

「カリム、昨日何見てたの？　そのへんはバッチリ調べてあるから、安心して」

「や、それでオレが入りにくい店とか連れ込まれても困るんですけど……。あの先輩たちと話してた店なんですよね？」

「君は私の友達を何だと思ってるの？　カリムが何を想像しているのか知らないけど、そんなことはしないから。普ふ通つうに普通のお店だから。大だい丈じよう夫ぶだから」

　レイシャはそう言いながら少し目め尻じりを吊つり上げカリムを見つめる。カリムもそんなレイシャをじっと見つめ返してくる。そして、ふたり揃そろって小さく吹ふき出した。

　いつもみたいなやりとりだけれど、いつもよりずっと心がくすぐったく、そして嬉しくなるやりとりだった。どうしようもなく胸の内が浮うわつく。

「あー、じゃあまあ行きますか。どっちですか？」

「えっと、最初はこっち。気になってた雑貨屋さんがあるんだ」

　レイシャが髪を揺らし一歩を踏ふみ出すと、すぐさまカリムが隣となりに並んでくれる。今までもこうしてふたり一緒に歩いたことならいくらだってある。学院の廊ろう下かでも、お伽の園の中でも。それなのに、今日こうして隣となり合って歩けるのが、どうしてか堪たまらなく嬉しい。唇くちびるがムズムズして、気が付けば、小さく幸せな笑みを漏もらしてしまう。

「先輩、楽しそうっすね」

「うんっ」

　言葉はなんてことないのに、どうしてこうも胸の内に明るく差すのか。心から滲にじむ温ぬくもりが、冬の冷たさに晒さらされる体まで染しみていく。

　噴ふん水すい広場でカリムを待っている間は、今日は絶対に楽しもうと意気込んでいた。しかし、今こうしてカリムと一緒に歩いていると、そうじゃないのだと思える。

　楽しもうなどという、未来への夢想ではない。今、この瞬間が楽しくて、嬉しくて、そして幸せなのだ。ともすれば、あの晩、初めて星空を見た時と同じくらいの感激が胸に押し寄せている。

「カリム、ここ」

「へえ、なんかいいですね、ここ」

「でしょ？　ほら、これとか可愛くない？」

「え、なんすかそれ……。カエル？　妙に精せい巧こうなのがなんとも……」

「いいよね、これ。ブローチかな。可愛い」

「そのセンスはオレにはわかりません」

　胸の高鳴りのままに喋しやべり、理解出来ないとばかりに首を振られても、楽しくて仕方がない時間となって胸の中心に降り積もる。

　好きな人との特別な時間。

　一いつ生しよう懸けん命めいおめかしをして、ちょっと欲よく張ばりになったり、ふとした仕草で不安になったり、それでも相手と一緒にいるのが楽しくて、嬉うれしくて、そして温かい。

　そんな今の時間が、本当に幸せだ。

『で、レイシャ。カンデラには告白するの？』

　ふと、ミヤビに言われた言葉が蘇よみがえってきた。ブルースカイ・フェスティバルの数日前、放課後のおしゃべりで告げられた一言。あの時は、告白はしないと口にした。そして、祭りに誘えたとしても、どうするかはわからないとも。

　しかし今、こうした幸せのただ中にいれば、どうしても心が傾かたむいてしまう。もし告白をしたとして、そしてカリムがレイシャの想おもいに応こたえてくれたら、それは一体どれほどの幸福で、そしてどれだけ温かい言葉になるのだろうかと。

「……カリム」

「なんですか？」

「!?　え、あ、えっと。あはは、何でもない。ちょっと呼んでみただけ」

　危あやうく唇が先走るところだった。振ふり返ったカリムの顔を見て我に返ると、慌あわてて笑みを浮うかべて取り繕つくろう。

「？　そうすか」

　誤ご魔ま化かされてくれたのか、カリムは不思議そうにしながら陳ちん列れつ棚だなの上に並んだ商品を眺ながめて回っている。

「先輩、これとかどう思います？」

「え、可愛いって思うけど、買うの？」

「頼たのまれたものとは違いますけど、こういうのもお土産みやげに買ってってもいいかなって。まあ、揺月が何を好きとかは、全然わかんないんすけどね」

　その少し照れたような顔を見た瞬間、胸がきゅぅっと窄すぼまり、息が詰つまるのを感じた。

『……でも、カリムはきっと彼女が好きだよ』

　自分で言った言葉を突つき付けられた気分になった。途と端たんに浮かれていた気持ちが醒さめていくのを感じた。そして、先ほど取り返しのつかない先走り方をしなくてよかったと、安あん堵どに胸を撫なでおろす。

　カリムには、ちゃんと好きな人がいる。

　幸せを嚙みしめるよりも先に、それを忘れてはいけなかった。
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　揺月は夢ゆめ心地ごこちの中にいた。

　頭は半分ぐらい起きていて、でももう半分は靄もやがかかったように白みがかっている。朝の起き抜け直前のように、何となく目覚めてはいるのに、体は動かせずに気持ちいい気だるさに身を委ゆだねている。

　そしてそんな心地ここちよさを写し取ったかのように、夢の内容はとても楽しいものだ。

　夢の中で、ほとんど十年ぶりに、アリステルに敷しかれた石いし畳だたみの固さを足裏で感じている。

　自分の周りに驚おどろくほどの人々が行き来している景色も、これだけ多くの人たちが無む秩ちつ序じよに行き交かう人ごみの狭せまさも、そんなものは記き憶おくのずっと奥底にしか存在しないものだ。

　お伽の園で見たことのある、怒ど号ごうと共に動き回る大人たちとは違う。すれ違う人々は誰だれもが楽しそうで、そして誰もが嬉しそうな笑えみを浮かべていた。

　ある人は手にした通し手鏡を澄すんだ青空へと向けており、また別の人はどこか目指す場所でもあるのか颯さつ爽そうと歩んでいく。食べ物を手に持った人もいれば、洒落しやれた買い物袋ぶくろを提さげている人もいる。

　それは朝食の時に遠見鏡で見た盛り上がるアリステルの情景。

　カリムやレイシャを劇場庭園で待ちながら耳を澄ました喧けん騒そう。

　昨日、無理だとわかっていても行きたいと告げた憧あこがれの場所。

　すなわち、揺月はブルースカイ・フェスティバルの夢を見ていた。

　遠くに見えるミラー・ツリーは冬の青空を全身に纏まとっている。あの周りに新しく劇場庭園を造れば、きっととても清すが々すがしい光景になるに違いない。明日あした、夜空に星が瞬またたく頃ころには揺月とカリムの手によって、アリステルに新たな名所が出来ていることだろう。

　と、そこまで思い至ったところで揺月は気がついた。

　この夢の中にカリムはいないのだろうか、と。

　せっかくこんなに楽しい夢を見ているのだ。どうせならばカリムを探したほうが、もっともっと楽しくなる。

　そう思った揺月は周囲をキョロキョロと見回した。

　近くには噴水があり、その側そばには待ち人と出会えるのを心待ちにしている人がたくさんいる。揺月も彼らに混ざってあそこで待っていればカリムに出会えるのだろうか。

　しかし、そこでふと思い直す。

　自分は別にカリムと待ち合わせをしているわけではない。ならば、あそこで待っていても仕方がない。自分で探しに行くほうが、ずっといい。ブルースカイ・フェスティバルで賑にぎわう中に飛び込んでいけば、きっとカリムもいるに違いない。

　鬼おにごっこで、かくれんぼだ。

　昔、揺月がダスト層雲に突っ込んでカリムと仲なか違たがいする前、お伽の園で働く両親の目を盗ぬすんでは劇場庭園に忍しのび込み、よくふたりでそうした遊びをした。

　たまにカンデラの森に遊びに行った時も、ふたりで遊びまわっては、暗い森の中、ロザリーが迎むかえに来てくれるのを待っていた。ふたりを迎えに来たロザリーは、木の根を椅い子すにして座り込む幼い揺月とカリムに言ったものだ。

『いまのうちにうんと森と仲良くしておきな。あんた達が大きくなったら、もう森には入れなくなってるかもしれないからね』

　てっきり怒おこられると思っていた揺月とカリムはきょとんとしたものだった。

　それらも全すべて、今の夢と同じ楽しい思い出だ。あの頃の気持ちを思い出した揺月は、なんだか楽しくなり、小さくクスリと笑みを漏らした。

　そんな気持ちに突き動かされるまま、噴水広場を後にする。まずはどこを探そうかと周囲を見渡すと、揺月の知らない本当に多くのものがそこいら中にあった。

　食べ物、服、飲み物にアクセサリー。今すれ違ちがった女性が着ていた服なんかはカンデラの森で過ごすのには全く必要がないものだし、ちょっと先にある雑貨屋のガラス張りの店頭に並んでいるものなんかも、見たことないもので溢あふれかえっていた。

　多くのものが新鮮で、たくさんのものが興味深い。

　キョロキョロふらふらと歩んでいると、視界の端はしにふと引っかかるものがあった。

　店先に出されているウェルカムボードにパスタの絵が描えがかれているから、きっと喫きつ茶さ店てんや軽食屋の類たぐいなのだろう。しかし、揺月の目を引いたのは、その入口脇わきに立てかけられた一本の箒ほうきだった。

　他ほかにも数本の箒がラックに収まっている中、一本だけ異様に長い箒があった。

　２メートル近くはあるかもしれない。揺月があの箒に乗って飛ぼうと思っても、きっと扱あつかいに困るだろう。そんなに長い箒を使う心当たりは、ひとりしかいない。

　あちこちに興味を惹ひかれていた先さき程ほどまでとは違い、揺月は確かな足取りで件くだんの店を目指して歩いていく。そうして近づいていけば、行き交う人ごみの狭はざ間まからその光景が見えた。

　カリムが居た。

　揺月のいる通りに面した窓まど際ぎわの席に座っていた。

　見つけた。

　遠目で人ごみ越ごしだろうと、そんなものでカリムを見間違うわけもない。

　そう思い、駆かけ寄ろうとした。しかし、カリムの対面に座るその少女が目に入ってきた瞬しゆん間かん、足は止まり、じっと見つめていた。

　レイシャだ。

　昨日とは趣おもむきの違う格好をしたレイシャが、テーブルを挟はさみカリムと向き合いながら楽しそうにしている。

『揺月さんの言う好きが、私の知ってる好きとは、少し違ったってことかな』

　どうして今、こんな言葉を思い出したのだろうか。それでも、カリムと向き合うレイシャを遠く見ていると、なぜだかその言葉が頭の中に繰くり返し響ひびいた。

　あれがレイシャの言う『好き』なのだろうか。

　こうして見ていると、胸が苦しく、そして切なくなるあれが、揺月の知らない『好き』なのだろうか。

　わからない。わからないが、カリムには今のレイシャと一いつ緒しよにいて欲しくなかった。

　あのレイシャとあんな風に楽しそうにして欲しくなかった。

　揺月がそう思った瞬間、白みがかっていた意識にさらに深く靄がかかっていくのがわかった。夢が、ゆっくりと閉じていく。

　せっかくの楽しい夢も、最後はあんまり楽しいものではなかった。
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「美味おいしかったね」

「そりゃ、あれだけ歩き回れば何食べたって美味しく感じますよ」

「連れ回したのは悪かったってば。何度も謝ったでしょ」

「だからって箒を預けた店にまで戻もどってくることなくないですか？」

「だからゴメンってー」

　やいのやいの言い合いながら、レイシャはカリムと連れ立って昼食を食べた小こ洒じや落れた店から表通りへ出てくる。ウェルカムボードに『アシティア』という店名が入ったそこは、昨日揺月も交えたおしゃべりの中で出てきた喫茶店兼けん雑貨屋だ。店内の雰ふん囲い気きも味もよかったため、機会があればミヤビたちとも来てみたい。

　その時は十中八九、今日のデートが槍やり玉だまに挙げられるだろうけど。

「そういえば、カリムのグラオベーゼンって十六時からだっけ？」

「ですね。用意もあるし、十五時過ぎにはここを出て、お伽の園ガーデンに向かいたいんですけど」

「後一時間ちょっとか。……、そろそろ、今日の用事を済ませに行く？」

「ですね」

　現在時刻は十三時四十七分。昼食を摂とるのが少し遅おそかったとは言え、十時半に待ち合わせをしてから、もうそれだけの時間が経たっていたことに驚きだ。楽しい時間、幸せな時間は早く過ぎ去ってしまうとは言え、今日のこの時間が終わってしまうのは、どうにもさみしいものがあった。

「カリム、ありがとうね。色々と付き合ってくれて」

「こちらこそ。何だかんだ楽しかったですよ」

「ふふ、ならよかった」

　たとえ短い時間だとしても、今日、こうしてデート出来たのはとても嬉うれしかった。カリムと一緒にいるだけで、多くの幸せと喜びを嚙かみ締しめられた。

　視界の端ではカリムの手が揺ゆれているが、午前中のように繫つなぎたいとは思わなくなっていた。そんなちょっとの欲よく張ばりなんか、あっという間に満たされてしまっていた。

　カリムに気がつかれないように、細く深く冬の冷たい空気を体の中に落とし込む。そうして冷まさないと、浮かれたまま今日という日の残りを過ごしてしまいそうだ。

「カリム、ここだよ」

「……はい」

　カリムがどこか緊きん張ちようした面おも持もちで見つめる先、そこには『花ざかり』と書かれた、小さく清せい楚そな木の看板を下げた雑貨屋があった。通りに面したガラス窓には、各種の花々をモチーフにしている楚そ々そとした商品がいくつか展示されていた。

　営業中。そう書かれたプレートの下がった扉とびらをカリムが静かに押し開く。チリン、という小さな鈴すずの音が、耳に清く響いた。

　昨日、揺月が凝ぎよう視ししていた店の紹しよう介かいページに、香こう水すいもあると書いてあったのを思い出す。店内にはいくつかの香かおりが混じりあった空気が満ちている。しかし、それは決して下品なものではなく、反対に清潔感さえ感じるすっきりとした香りだった。

「いらっしゃいませ」

　レジカウンターの奥にいる女性の店員がやわらかな挨あい拶さつを届けてくれる。

　キョロキョロと店内を見回すカリムに続いて、レイシャも陳ちん列れつ棚だなに並べられた商品を眺ながめていく。そこには昨日、揺月に見せた画像以外の商品もあり、小さくきれいにまとまったデザインの数々は、見ているだけでも十分楽しめるものだった。

「あの、すみません」

「はい」

　気が付けばカリムが先ほどの女性店員に声をかけていた。

「これなんですけど」

「はい、こちらの髪かみ飾かざりですね。かしこまりました。プレゼントですか？」

「あー、はい。まあ、そうです」

「では、こちらからラッピング用の袋ふくろをお選びください」

「ぬ」

　カリムが難なん儀ぎしてそうな声を上げたところで、レイシャは少年から少し離はなれる。

　店員さんが取り出したいくつかのラッピングサンプルを前にして、腕うでを組み真しん剣けんに悩なやんでいる姿は、可愛かわいらしくもあり切なくもあった。

　揺月へのプレゼントに自分が口を出すのは野や暮ぼだし、揺月のために懸けん命めいに悩むカリムを隣となりで見るのは、さすがに心苦しい。

　レイシャはそのまま商品を見ているフリをして、カリムと店員さんとのやりとりから心を離していく。

「じゃあ、これで。あとすみません、これもください」

「かしこまりました。こちらの包装はいかがなさいますか？」

「こっちの赤いので」

「かしこまりました。では、ただいまお包み致いたしますので、少々お待ちください」

「はい」

　店の中から話し声が途と絶だえた。通りの喧けん騒そうと混ざり合った微かすかな静けさに、レイシャはそっとカリムの方へと視線を向ける。

　彼は店内の他の商品を見て回るでもなく、律りち儀ぎにレジカウンターの手前で待っていた。

　その、少しだけ緊張した表情に、またも胸がきゅっと窄すぼまるが、こればかりは今日という日の目的を考えたときに予想していたことだ。今いま更さら、胸に迫せまるさみしさに逃にげ出すわけにもいかない。

「お待たせいたしました」

「はい」

　その後、あっさりと代金のやりとりをしたカリムがレイシャのもとへとやって来る。腕に大事そうに抱だいた袋には、きちんと包装された揺月へのプレゼントが入っているのだろう。

　そう思うと、少しだけ、羨うらやましくなった。

「すみません、先せん輩ぱい。お待たせしました」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

「行きましょう」

「うん」

　短いやりとりを交かわし、他に何も買うこともなくふたりは花ざかりを後にする。女性店員の挨拶を背後に扉を閉じれば、再びレイシャとカリムは通りの人いきれと冬の冷気に包まれる。

　どちらからともなく歩きだしたのは、待ち合わせをした噴ふん水すい広場の方向だ。互たがいに言葉を交わしたわけではないけれど、そろそろこのデートも終わりだということが、ふたりの間では了りよう解かいが取れていた。

　カリムは、すでにこの後今買ったものを揺月に手て渡わたす時のことを考えているのか、全身から楽しそうな雰囲気を醸かもしている。

「カリム、なんだか嬉しそうだね」

「そうっすか？」

「うん。……揺月さんのこと、本当に大切なんだね」

「まあ、そうですね。ずっと喧けん嘩かしてたっていうのも、もちろんありますけど。あの揺月が初めてカンデラの森と飛ぶこと以外に興味を向けてるんで、出来るだけそれは叶かなえてやりたいんですよ。なんか、保護者気取りっぽくなってますけど」

「ううん、大事だと思うよ」

　恥はずかしそうにはにかむ彼の姿を見て、やわらかく首を振ふる。

「私もちょっとわかるよ、カリムのその気持ち。昨日、揺月さんとおしゃべりしてた時に思ったんだ、彼女はとても純じゆん粋すいで幼いって」

「何しろ、16になってまで精せい霊れいと会話出来ますからね」

「うん。そしてそれはとても大切なことだと思う。私たちはもう精霊たちの声が聞こえなくなっちゃって、いつか箒で飛ぶことも魔ま法ほうを使うことも出来なくなって、そうして魔術に頼たよって生きていくようになる。それが大人になるってことなんだろうけど、でも、幼さを忘れずにいるのも、悪いことじゃないと思うの」

「そんなもんですかね」

「わかんないけど、多分そうだと思うよ」

　しばらく黙だまったまま歩みを進める。レイシャは、今自分で言った言葉を嚙み締めようとしてみる。けれど、このまま大人になっていくことと、そこに幼さを残していくことがどういったものであるのかなんて、そんな簡単に理解できるものではないのも、確かだった。

　やがてふたりは待ち合わせをした噴水広場にたどり着く。

「先輩はこの後どうするんですか？」

　アシティアに預けてあった箒ほうきを手に、カリムが尋たずねてくる。その声は、やはりどこか浮うかれていた。

「どうしようっかな。カリムのグラオベーゼンを見たいし、私もお伽の園に寄ってこうかな。あ、でも今日、箒じゃないんだった」

「なんだったら、後ろに乗っていきます？　このサイズなんでふたり乗りも出来ますよ」

　相手が揺月でも、カリムはこんな風にあっさり誘さそうのだろうか。そんな疑問を抱いだく自分の卑ひ屈くつさに些いささか気が引けつつも、カリムのその誘いは、願ってもないものには違ちがいない。

「……いいの？」

「はい。今日は空の交通網も混こみ合ってましたし、今から有翼鯨に乗ってたら、もしかしなくても途と中ちゆうで大グロツ鐘ケンチ楼ヤームが鳴りますよ」

「うん、それじゃあ乗せてもらおうかな」

　そうして箒に跨またがるカリムの後ろに横座りしたレイシャは、次の瞬しゆん間かんには空の人になっていた。

「……」

　普ふ段だん他人の箒に乗ることなんてしないが故ゆえの恐おそれと、単純にそうしたいからという理由で、カリムの腰こしに手を回す。

　もう少し身を寄せてしまえば、心臓の鼓こ動どうが伝わってしまうかもしれない。

　と、カリムが肩かたを震ふるわせ笑っているのに気がついた。

「どうしたの？」

「ああ、いや。そう言えば昨日、ふたり乗りはいけないって注意してたなって思って」

「あー、確かに」

「あの時のおにいちゃん、おねえちゃんがふたり乗りしてるって知ったら、なんて言うかなって考えたら、ちょっとおかしくなりました」

「ふふ。確かに、ちょっとおかしいね」

「ですよね」

　風に乗ったカリムの声は稚ち気きに溢あふれていた。その声を聞いていると、あの少女には申し訳ないが、少しぐらいいいだろうと、自分勝手な考えに心を委ゆだねたくなってしまう。

「ちょっとぐらい、いいんじゃないかな？」

「こうやって大人になって精霊離ばなれしてくんだろうなー」

「うっさい」

　今日のデートで、レイシャはこれまで感じたことのないぐらいの幸せを味わった。ドキドキして、足元が落ち着かなくて、心はずっと浮うわついてて、でもそれが最後に少し切なくなって。

　そんな一日の締めくくりなのだ。箒の上で穏おだやかな幸福に頰ほおを緩ゆるませるぐらいさせて欲しいと、心の中でそっとワガママを言ってみる。

「あ、そうだ。先輩、これ」

「ちょっとカリム!?」

　突とつ然ぜんカリムが箒から片手を離し、柄えにぶら下げた袋の中をまさぐり始めた。レイシャは驚おどろいた拍ひよう子しに、そんな彼の腰へ回した手にぎゅっと力を込める。

「今日のお礼です」

「え」

　カリムが肩ごしに差し出してきたもの。手のひら大のそれは、赤い包装紙に包まれている。

「先輩？」

「あ、うん」

　呆ぼう然ぜんとしてなかなか受け取らないこちらを促うながすように、カリムが指先で揺らした小包がひょこひょこと上下する。慌あわてて手を伸のばし、落とさないように慎しん重ちように摑つかんだ。

「何がいいのかとか、よくわかんないんで、直感です」

　そう告げるカリムの顔は、後ろから見てもわかるくらいに真っ赤になっていた。

「──ッ」

　今日最大の昂こう揚ようがレイシャの中で沸わき上がる。耳の奥でドクドクと鼓動が響ひびく。冬の寒さとは別の理由で頰が赤くなるのを自覚した。大して速度も出ていない箒の上で涙なみだが溢れそうになるのは、きっと心のせいだ。

「開けても、いい？」

「いいっすけど、落とさないでくださいよ」

「……うん」

　消え入りそうな声で頷うなずきそっと小包を開いていく。カリムが選んでくれたのだと思えば、そのなんでもない包装紙ですら破くことが躊躇ためらわれる。

「ピアス」

　手のひらの上に転がったのは、小さく花をあしらった可愛らしいピアスだった。陽ひの光に照らされ、今のアリステルの空のように澄すんだ青色に輝かがやく。

「先輩、今日ピアスしてたんで。まあ、そういうのも似合うかな、と……。ちょっと照れくさいっすね、こういうの」

「気づいてくれてたんだ……」

「え」

「ピアスしてたの」

「そりゃ、オレだってそれくらい気づきますって。似合ってますよ」

「あはは、ありがとう」

　笑えみに湿しめり気が混ざる。

　言葉が潤うるおいを帯びる。

　感謝に涙が滲にじんだ。

「……っ、すっごく嬉うれしい」

　感かん極きわまった言葉が箒の軌き跡せきに落とされ、風に紛まぎれていく。

「あー、その、なんですかね。ちょっと急ぎますか」

「照れてるの？」

「別に、そんなんじゃないっすよ」

　わざとぶっきらぼうにしているようなカリムの声を聞きながら、レイシャは手の中の小さな花を、ぎゅっと胸に抱きしめた。

　デート出来るだけで十分な幸せを貰もらったのに、今日はもうそれだけで幸せだと思っていたのに、まさか最後の最後にこんなに嬉しい出来事が待っているとは思わなかった。

「……やっぱり好きだな」

　カリムに聞こえないように口の中でだけ呟つぶやく。彼の腰に回した腕うでに、少しだけ力を込めながら。

　風に煽あおられた髪かみが乱れる心配よりも、ゆっくりと終わっていくこの時間を胸いっぱいに溜ため込む方が大切だった。

　告白するかどうかを決めるのは先送りに、レイシャは目の前の背中に額を預け、いましばらくの幸福に耽ふける。

　ふたりを乗せた箒が、揺月の待つお伽の園へと飛んでいく。




　　　　　　　▼




　ミラー・ツリーの頂上で見る夕焼け空は、昨日レイシャとお伽の園に向かう時に見たものとは随ずい分ぶんと様相が変わっていた。夕焼け雲にどこか恐れを抱いだくのは、懐なつかしさや郷きよう愁しゆうとはかけ離はなれた、空が燃え崩くずれていくような光景のせいだろうか。

「すごい景色……」

　カリムは、眼前の光景へとひとりごちる。

　アリステルの上空から周囲数キロに渡わたっては、強い斜しや陽ように照らされた白い雲が真っ赤に染まり、未いまだダスト層雲がかかる遠い空は、夕日の赤色とダスト層雲の黒さが混ざり合っている。そんな、どこか禍まが々まがしささえ感じさせる空模様を、カリムはグラオベーゼン前の緊きん張ちよう感かんと共に見つめている。
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　絶えず精霊たちが降り続けているおかげで、アリステル上空にだけぽっかりと穴が空き続けている。しかしそれに比して、アリステルで使用される魔術によって発生するダスト層雲の量が多ければ、たちまち空は再び黒く覆おおわれてしまう。

　だから、カリムたちヘクセは箒ほうきに乗って空を飛ぶ。

　グラオベーゼンを行い青空を保つのだ。

　しかしその一方で、カリムは青空の弊へい害がいも知っている。

〈宿無し〉。

　劇場庭園に植わる、宿り木であるパナケアに宿らず、街に溢れた精せい霊れいたちが寄り集まったもの。

　宮古は、そこいら中に精霊たちが滞たい留りゆうして、アリステルがカンデラの森みたいになるよりはいくらかマシ、と嘯うそぶいていたが、どっちにしたところで多すぎる精霊は人の生活に害を及およぼす。

　ダスト層雲に覆われ精霊たちが少なくなりすぎると人は生きられず、反対に青空が広がり続け精霊たちが多くなりすぎても生きるのに不自由する。

「難しいよな……」

　青空が広がり、カリムは殊こと更さらにそうした事実を実感するようになった。

　そうして物思いに耽るカリムの耳には、先さき程ほどから大鐘楼が響き続けている。ブルースカイ・フェスティバル中だからか、空を飛ぶ有翼鯨も鰭飛びも数多く、いつもよりずっと長い鐘かねの音にも拘かかわらず、未だ空には飛び交かうそれらの姿が見える。

　アリステルの煩はん雑ざつとした空から視線を逸そらし、お伽の園を見やりながら考えるのは、揺月のことだ。

　レイシャと共に戻もどったお伽の園、そこには揺月がいなかった。食堂に、宮古たちがいるフロア、果ては病びよう棟とうエリアにまで足を伸ばしても、一向にあのアッシュブロンドの髪が揺ゆれる様は見受けられなかった。

　何度コールしても出ないからさすがに心配になり、宮古やロザリーに揺月の所在を聞くも、誰だれも彼もが知らぬ存ぜぬと首を横に振ふる。グラオベーゼンどころではなくなったカリムはしかし、劇場庭園の可能性に思い至り、飛び終わったら探しに行こうと考えることで、ひとまず落ち着けた。

『カリム、そろそろよ』

「ああ」

　通コー話リング糸パスを通って届く宮古の声に、我に返る。

『一応言っておくけど、やり過ぎないようにね』

「大だい丈じよう夫ぶだって。さすがにそうそう精エレメ霊ンタル圏フイアになんか飛んでいかないから」

『だと思ってはいるけど、一応ね。あと、グラオベーゼン中も通話は出来るようにしておきなさいよ。これも、』

「何かあった時のために、だろ？　大丈夫、わかってる」

　まかり間ま違ちがってもあの晩みたいにならないようにと、心配に心配を重ねる宮古へ、はっきりと大丈夫だと言ってのける。当のカリムにしたって、そうそう何度もあんな経験をしたいわけではない。

『それならいいわ。それじゃ、頼たのんだわよ』

　そんな宮古の言葉とタイミングを合わせたのか、大鐘楼の残ざん響きようが夕焼けに吞のみ込まれて消えていった。

　グラオベーゼンの開始だ。

　カリムはミラー・ツリーの頂上から飛び降りると、頭から地上へ向かって落ちていく。

　開始は目を引く演出を、と言われたからの落下だが、グラオベーゼン用のローブをその身に張り付かせ地上目め掛がけ落ちていくというのは、なかなかどうして気持ちいいものがあった。揺月が毎度毎度、こんな身投げじみたことをするのもわかろうというものだ。

　視界の端はしに伝目鳩ばとの羽ばたきを見ながら、ぼんやりとそう思う。

　今、あの鳩を通して、カリムの姿は多くの人が鏡越ごしに見るものとなっている。アリステルに住む人々ならともかく、余所よそから来た観光客はミラー・ツリーから飛び降りるなんて真似まねをどう思うのだろうか。

　なんてことを考えている間にも地上は迫せまり、このままでは青空を記念した祭りで、赤い血が飛び散る様を人々の記き憶おくに焼き付けてしまう。

　せっかくの祭り、そしてこんなにも気持ちよく落ちていった結果がそれではあんまりだ。カリムは手にした箒を振り回す勢いを利用し、空中で軽かろやかに身を回す。

　地上激げき突とつまで数メートル。そんな高さで箒に跨またがり、柄えへ身を伏ふせると、一直線に落下していた軌き道どうを強ごう引いんに折り曲げる。

　これまでの落下の速度がなんだったのかと言いたくなるほどに、穏おだやかな滑かつ空くうの後、ミラー・ツリーの周囲を遊ゆう弋よくし始める。その鏡張りの塔とうを囲む無数のパナケアを示すかのように大きく一周すると、林立する挿さし木の群れにぽっかりと空いたスペースに降り立った。

　ひとつ、息を整える。

　わざわざ箒を降りたのは、カリムもまた、手にした一本のパナケアを植えるためだった。

　今自分の周りに植わっているものは全すべて、ダスト層雲過か剰じよう発生騒そう動どうの後に世界各地から寄き贈ぞうされたものだ。

　青空を記念して。

　ダスト層雲を散らしたことを祝して。

　ここ二週間ほど、そうやってアリステルに集まった幾いく本ほんものパナケアが、新たな劇場庭園の礎いしずえとしてミラー・ツリーの周囲に植えられている。

　そしてカリムもまた、これからこの場所で大きく育っていくはずの一本を、挿し木として植える。

　丁てい寧ねいに、大切に、決して倒たおれることのないように祈いのりを込めて。

　その瞬しゆん間かん、もしかしたらアリステル全域で、カリム同様に祈りを捧ささげる人がいたのかもしれない。ブルースカイ・フェスティバルであれほど盛り上がっていた街に静せい謐ひつな沈ちん黙もくが降り、空気がシンと落ち着き払はらっていくのを感じた。

　しばしそうして祈りを捧げたあと、カリムは再び箒に跨ると、ミラー・ツリーを中心とした螺ら旋せん状の軌道を描えがきながら飛び上がる。

　ほんの二週間前まで、そこらのビルすら飛び越こせずに三流呼ばわりされていたヘクセの姿はそこにはない。瞬またたく間に加速し、いとも容易たやすくミラー・ツリーの頂上を越えると、少年は遮さえぎるもののない空へと飛び上がる。

　地上に背を向けた視界いっぱいに広がるのは、暮れゆく太陽の残ざん滓しと下りてくる夜の帳とばりが混じりあった、黄昏たそがれの空。遠いところで微かすかに瞬き始めた星と共に、淡あわく揺らめく光の帯が見えた。

　精霊圏だ。

　この星のどこよりも多くの精霊が住まうそこは、カリムが飛ぶ青空と、そのさらに向こうに広がる黒い宙を分かつように、揺らめき揺蕩たゆたっている。

　精霊たちと共に生きる人々にとって、とても大切な場所であると同時に、精霊圏はカリムにとっても大切な場所だった。

　揺月と仲直りしたのが、あそこなのだ。

　あそこで、揺月との間にあった十年来の不仲を払ふつ拭しよく出来たのだ。

　そんな精霊圏から、こちらへ向かっていくらかの精霊たちが降りてきた。少年が跨った箒の穂ほもまた、精霊たちが宿るためのパナケアで出来ている。そこに吸い寄せられるように、この星で最も小さな命である彼らが降りてくる。

「楽しもう」

　自然と、そう呼びかけていた。

　楽しもう。

　一いつ緒しよにこれからの時間を楽しもう。

　だって今日は祭りなのだから。

　寄ってきた精霊たちの光こう条じようで全身を淡く照らされ始めた時には、箒はもう、手の中で踊おどっていた。

　高く広い空で、カリムの独どく壇だん場じようが始まった。

　周囲に漂ただよう精霊たちを掃はき集めていくにつれ、箒の穂が彼らと同じ緑黄色の燐りん光こうを纏まとい始める。その穂で空にステップを刻む独特の飛び方をすれば、自然と笑えみが浮うかぶ。

　こんなにも広い空を独り占じめにして、精霊たちに囲まれて、そして思う存分飛ぶことが出来る。

　快感だった。

　とても爽そう快かいで、嫌いやなことなんて何一つない開放感が、この空にはある。

　冬の夜気すら心地ここちよく、もう少しすれば満天となる星を誰より近くに見て、そして月明かり降り注ぐアリステルの街並みが眼下に広がっている。

　これ以上の楽しみが、一体どれだけ人生にあるのだろうか。

「ふ、あはははっ」

　笑い声を堪こらえることなど出来るはずもなかった。伝目鳩が周囲を飛んでいようと関係ない。こんな最高の時間を笑わずに過ごすなんて、そんなのもったいない。

　そうしたカリムの内心を代弁するように箒が踊る。

　手を離れ、腕うでに絡からめ、肩かたを登らせ、腰こしで回す。

　首の裏を通り反対の手に渡ったかと思えば、二本の腕の中で跳はね返り、落ちる寸前で柄が捕つかまえられる。

　一歩間違えばいとも容易く落下するのは火を見るよりも明らかなのに、カリムの曲芸じみた飛ひ翔しようは飛び続けるほどに調子を上げていく。

　穂で空をはたき、体を幅はば跳とびのように弓なりで反らし、三角飛びの要領でまたも箒の穂で空をはたいて逆方向へ。

　かと思えば、箒を振り回す勢いを利用して数段高く飛び上がり、でも次の瞬間にはストンと一息に高度を落とす。

　そんな、カリムが踊らせる箒のように無む秩ちつ序じよで愉ゆ快かいな飛びっぷりに感化されたのか、周囲を漂う精霊たちが燐光をはっきりとわかるほどに明めい滅めつさせる。

　それはひとつの合図だった。これからもっと楽しい時間を過ごそうという、精霊たちからの語りかけだ。

「ああ、いいぞ」

　カリムもカリムでそんな彼らの誘さそいに乗る。ただでさえ楽しく飛んでいるのが、さらに楽しくなるのだ。精霊たちからの誘いを断る理由など、どこにも存在しなかった。

　空が一度に華はなやいだ。

　カリムが自身を軸じくに箒を大きく振り回すと、穂が描いた真円の軌き跡せきが大きく広がっていく。その円はたったひとつに留とどまらない。カリムは少しずつ角度を変えながら、風車よろしく箒を振り回す。

　ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ、いつつ。

　それぞれに魔ま法ほうの種類を変え、火、水、風、土、そして戻ってもう一度、火。

　体を一回転させるたびに、真円が波は紋もんのように広がっていく。中心がブレずに一点を重ねたいくつもの同心円は、やがて数を増やしていく毎ごとに、空を彩いろどる檻おりとなる。

　その只ただ中なかで宙に浮くカリムは、やがてピタリと止まると、目を回した風もなく、一いつ拍ぱくの間を置いた。

　自身が作り出した球状の檻の中、様々な光に照らされた表情が不敵な笑みを浮かべた。

　次の瞬間、これまで大きく振り回していた箒ほうきが下から上へ鋭するどく振り抜ぬかれる。

　一体どうやれば２メートル近い長大な箒をそんな風に振り回せるのか。見ている人々にそんな疑問を抱いだかせる振り抜きは、穂から鋭い旋せん風ぷうでも放ったかのように、色しき彩さい豊かな檻を縦に断たち割った。

　割れ落つ檻と共にカリムもつま先を下に急降下。頭の上に伸のばした両手で掲かかげるように持った箒で飛ぶこともなく、真っ直すぐに落ちていくカリムは、とある地点で急きゆう浮ふ上じよう。体の両側を落ちていく檻とすれ違い、ひとり上空に残る。

　そして今度は左右の斜ななめ下へひと振りずつ箒を振るう。何かを送り出したような軌跡を描く穂からは、事実大きな火球と水球が、それぞれ断ち割られた檻の片割れへと向かって落ちていく。

　あ、と思う間に、それぞれが激突し、そして光となって弾はじけ飛ぶ。

　魔法はそのまま光り輝かがやく粒りゆう子しとして都市に降り注ぐかと思いきや、各おの々おのに形を変え、気が付けば大きな鳩の群れとしてアリステルの空を飛び交かっていた。

　カリムの真骨頂である造形魔法。

〈宿無し〉の対処に赴おもむいた時よりも、ずっと派手に、ずっと大きくカリムの魔法がアリステルの夜空を席せつ巻けんする。

　遥はるか下方、地上からの歓かん声せいがカリムの耳にも届いてくる。祭りに相応ふさわしい盛り上がりを足元に感じ、クライマックスを彩るべく、一息に高度を落とす。

　何一つとして遮るもののなかった上空に比べ、やはり街中では多くのものが視界に入ってくる。

　月明かりを浴びて輝きを増す蔦編み繭の建物に、その他高層建築群。それらの狭はざ間まを抜ければ見えてくるのは、レンガと木を使った瀟しよう洒しやな家屋。昨日イツキと出会った路地裏の上を飛び、今日レイシャが買い物に付き合ってくれた繁はん華か街がいの上を飛ぶ。

　そうして街中を飛べば、上空からは決して見ることの出来なかった人々の表情が見えるようになる。

　鏡にかぶりつくようにしている人がいれば、上空を鳩の群れを引き連れ飛ぶカリムに気がついて手を振ふってくる人がいる。

　グラオベーゼンを肴さかなに酒を飲んでいる人がいれば、団だん欒らんを楽しむ家族がいる。

　高い建物の窓からこちらを見下ろしている人がいれば、静かな夜を過ごす家屋から漏もれ出す光がある。

　アリステルにいる多くの人々が、それぞれに今日という日の夜を過ごしていた。

　そんな街並みを飛び抜け、最後に向かったのは、今日のグラオベーゼンのスタート地点でもあるミラー・ツリーの袂たもと、新たな劇場庭園となる場所だ。

　ポンと蹴け飛とばせば簡単に倒れてしまうほどに頼たよりない挿し木の群れは、夜空を彩ったグラオベーゼンにより、今はカリムの腰の高さぐらいまではありそうな苗なえ木ぎとなっていた。

　カリムは初めにそうしたように、一度ぐるりとミラー・ツリーを一周し、引き連れていた鳩はとの群れによる大きな円を形作った。

　これでフィナーレだ。

　そう告げるように右手に持った箒を高々と掲げたカリムの動きに合わせて、群れて飛んでいた鳩が一いつ斉せいに解けた。今度こそ光り輝く粒子として、魔法の解かれた精せい霊れいたちがアリステルに降り注ぐ。

　そしてカリムの耳に荘そう厳ごんな音色が届く。

　都市の空を震ふるわす大鐘楼の響ひびきだ。これで本当に、今夜のグラオベーゼンは終わりを告げた。
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「疲つかれた……」

　言葉通り、先さき程ほどまでグラオベーゼンで飛んでいたからか、お伽の園へと向かう帰路をカリムは力なく飛んでいた。視界には、各地の遊泳場から飛び上がる多くの有翼鯨や鰭飛びが見受けられる。

「戻もどったら、とりあえず揺月を探さないとな」

　ひとまず劇場庭園をぐるりと見てまわろうと思った。そこに揺月がいればそれでいいし、もしいなかったらもう一度お伽の園の中を探せばいい。もしかしたら大鐘楼の音色に気がついて、食堂かどこかで遠見鏡を見ているのかもしれないし。

　そして、あの髪かみ飾かざりを渡わたすのだ。

「絶対似合うよな……」

　今日、実物を買う時に想像した、髪飾りをつけた揺月の姿を思い返す。

「絶対似合うだろ」

　疲れているからか、随ずい分ぶんと口が軽くなっている。そして同時に、ひとっ飛びした後のぼんやりとした心地よさは、何物にも代え難がたいものがあるとカリムは思う。

　脳みそが酸欠になり、体が気だるさに沈しずみながらも、心はどうしようもなく清すが々すがしい。グラオベーゼンの最中とはまた別の開放感と爽そう快かい感かんに包まれたカリムは、ゆるゆると空を飛び、やがてお伽の園の屋上に広がる劇場庭園へと辿たどり着いた。

　とりあえず中心に生えた大樹のもとまで行こう。

　そう考えなんとはなしにその方向を見やった瞬間、その姿が目に飛び込んできた。

　大樹の枝の上に見えるのは、漂う精霊たちの燐光に照らされたアッシュブロンドの髪かみ。

　どうして、と思う間もない。

　なぜ、と考える暇ひますら惜おしい。

「揺月ッ[image: ]」

　彼女の名前を呼び、カリムはこれまでののんびりした飛翔から一転、鋭い直ちよつ滑かつ降こうで梢こずえの中に飛び込んでいく。頰ほおが裂さけようが、ローブが引き裂かれようが、そんなの知ったことじゃなかった。

「揺月ッ」

　カリムが名前を呼びながら近づいても、揺月はピクリとも反応しない。一いつ瞬しゆん嫌な予感が過よぎったが、すぐに思い直し揺月の側そばに膝ひざをつき、彼女の体を抱だき起こす。

　息はしている。

　とても穏おだやかに、まるで寝ね息いきのような微かすかな呼気が揺月の薄うすく開いた唇くちびるから漏れている。しかし、体はくたりと力がなく、こうして支えていても首が落ち、そのままズルリと地面に引き摺ずり下ろされそうになる。

「クソッ」

　カリムは立ち上がると、揺月を抱かかえ劇場庭園へと降りていく。

　開放感も爽快感も吹ふき飛び、ただただ焦しよう燥そう感かんだけが胸を焦こがす。

　なんだってこんなことに。そんな風に思う間にも、揺月を助けるために箒を駆かる。
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　レイシャはひとりアリステルの夜道を歩いていた。通りには何人もの人が溢あふれ、照明は明るく、まだまだ祭りは続くとばかりに盛り上がっていた。

　本当ならば飛び終わったカリムを迎むかえて、もう少し今日という日を楽しみたいとも思ったが、父親から変に焦あせったコールが入ってしまった。どこか遠えん慮りよがちに帰宅するよう告げるその声に、少し不満を抱いだきもするが、心配してくることそれ自体は、特別不快なものでもなかった。

　カリムには帰宅する旨むねをメッセージで入れてあるし大だい丈じよう夫ぶ、と思ったところで、レイシャは数人の人々とすれ違ちがう。

「さすがカリム・カンデラだな」

「ああ。見たかよ、あの魔法。あんなの誰だれにだって使えるものじゃないぞ」

　そうやって何人かの人が、先ほどのカリムのグラオベーゼンについて話しているのをふと耳にして嬉うれしくなってしまう。

　別に自分が飛んだわけではないのに、それでも誰かがそうしてカリムを褒ほめていると我が事のように感じてしまうのはなぜだろうか。

　そして先ほどのカリムが飛んでいた姿を思い出し、ふと思うのだった。

「私もいつか、カリムみたいに飛べたらな」

　そのいつかがやって来るのか来ないのか、それはわからない。それでもこうして夢に見ておけば、叶かなうのかもしれない。

「あれ」

　不意に視線を感じ、後ろを振り返る。

　多くの人でごった返す通りに立っていたのは、絶対にこんなところにいるはずのない人物だった。

　揺ゆれるアッシュブロンドの髪は、とても見覚えのあるものだ。

「揺月さん？」

　名前を呼び一歩踏ふみ出したレイシャの視界を、通り過ぎていく人波が遮さえぎってしまう。そして次の瞬間にはもう、視線の先に誰かを見つけることは出来なかった。







[image: 第３章]

　カランカランと、金属の跳はね回る音が予想以上に大きな音で響く。宮みや古こは硬こう貨かを投げ入れた自動チヨイス販売・ザ・ゴ機ブレツトに飲み物が注がれていくのを見ながら、瞼まぶたの裏に張り付いたままの眠ねむ気けを追い払はらおうと何度か瞬まばたきをする。

「ふぁ」

　ひとつ、あくびが漏れた。昨夜遅おそくまで起きていたせいか、そう易やす々やすと睡すい魔まは体から抜けてくれない。眼前のゴブレットが満たされたのを確かく認にんすると、とりあえず一口分だけ喉のどを通した。

「苦につが」

　起き抜けだからととびきり濃こくしたのは失敗だったか。顔を顰しかめるほどに苦いコーヒーをちびちびと飲みながら、おフエア伽リーテイのル・ガ園ーデンにある病びよう棟とうエリアの廊ろう下かを歩く。微かに聞こえた扉とびらの開閉音以外は、コツコツという自分の足音以外に聞こえるものはない。ふとした拍ひよう子しにそこらの角から看護師なんかが現れたら、廊下で飲食をするな、とそんな風に怒おこられるのだろうかと、益やく体たいもない考えが脳のう裏りを過よぎる。

「全然頭働いてないわねぇ」

　嘯うそぶき、もう一口飲んだコーヒーは、やっぱり苦かった。おかげでいくらか眠気も覚めてきた宮古は、特にノックすることもなくひとつの病室の扉を開けた。

　そして、蔦つたのカーテンを潜くぐった先で見た光景に、コーヒー以上の苦さを感じるのだった。

　床ゆかや壁かべのレンガ同士を組み合わせた目地から、ふわりふわりと精霊たちが漏れ出す。室内が淡あわい光に満たされ、病室と言うよりもどこかのサロンルームに似ている。それはここが特別な病室だからそう感じるのか、それとも、そんな病室の真ん中に置かれたベッドで横になる揺ゆ月づきが、とても安らかな顔をして寝ているからなのかはわからなかった。

「アンタも大変ね」

　眠る揺月の横、この病室には不ふ釣つり合いな素っ気ない木の椅い子すで腕うでを組み、顎あごを落とし眠っている少年がいる。カリムだ。昨夜から泊とまり込んでいる少年は、寝るのに辛つらい体勢を取っているからか、とてもではないが安らかとは言い難い表情をしていた。

　家に帰りもせず、付きっきりで揺月の看病をしていたカリムを見やりながら、昨夜の騒さわぎを思い出す。

　揺月が〈夢うつつ〉に罹り患かんしていることを知ると、グラオベーゼン直後にも拘かかわらず、カリムは彼女を助けるために街に行くと言って聞かなかった。宮古が肩かたを押さえただけで膝が砕くだけてしまうほどに疲れきった彼を思いとどまらせるのは、なかなかに骨が折れた。

　これまでの発はつ症しよう例からしても、一日二日じゃ取り返しのつかない事態にはならないと何度も説得して、ようやく納なつ得とくしたカリムをひとまず休ませることが出来たのは、もう日付も変わった時間になってからだった。

「それだけ揺月が大事なのよね、アンタは」

　椅子の上で眠るカリムを起こさないように、少年の頭を優やさしく撫なでる。そんな宮古は、少年の姿にかつての自分を重ねていた。

　妹が〈永久眠り〉に倒たおれた時、自分もカリムと同じように付きっきりで看病をし、そして何とか自分の力で妹を助け出そうとした。結局、今になっても妹は眠りに就ついたままだが、カリムは自分とは違う。ちゃんと、彼自身の力で揺月を助けられる。

「起きればすぐにでも飛び出すでしょうね」

　宮古はもうひとつカリムの頭を撫でると、ゴブレットに残っていたコーヒーを飲み干し、病室を後にする。カリムのため、出来る準備を整えておかなければならない。
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　ブルースカイ・フェスティバル二日目。祭りを楽しむ人々を尻しり目めに、カリムはアリステルの空を飛んでいた。快晴な空ほど心は晴れておらず、変な体勢で寝ていたからか体の節々も鈍にぶく重い。それでも〈夢うつつ〉になった揺月の姿が、胸の内を焦しよう燥そうでもって搔かき立てていた。

　不安だった。心配で仕方がない。
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　もちろん〈夢うつつ〉がすぐさまに〈永久眠り〉へと進行しないのはカリムも知っている。そんなことは宮古に口うるさく言われていた。だけれど、それで揺月が病に倒れ伏ふしているという事実がなくなるわけではない。

　病棟のベッドの上で目を閉じている揺月を見ると、どうしたところで嫌いやな思い出が蘇よみがえってくる。

「……ッ」

　大きく頭かぶりを振ふって沈しずんでいこうとする心を浮ふ上じようさせる。落ち込んでいたところで、揺月が目を覚ますわけではない。自分には出来ることがあるのだ、と周囲を飛ぶ魔ま法ほう蜂ばちを見やる。今は、それに集中するのが、何より大切だ。

『あんまり無理するんじゃないわよ』

「わかってる」

　通コー話リング糸パスを通した宮古への返答も、強こわばっているのがわかる。それでも今のカリムには、それを取り繕つくろう余よ裕ゆうすらなかった。

　眩まばゆい日差しが鬱うつ陶とうしい。なんだってこんなにも晴れ渡わたっているのか。こんな風に晴れているからこそ、〈宿無し〉なんてものが発生し、揺月がそれに巻き込まれたのだ。

　精せい霊れいなら精霊らしく、宿り木で眠りに就いていればいいのに。

「あ、おにいちゃんだ!!」

　と、アリステルを彷徨さまよう精霊に対する苛いら立だちが胸中で渦うずを巻いていたカリムの耳に、どこかで聞いたことのある声が響ひびいた。

「おにいちゃーん。こっちこっち!!　カリムおにいちゃーん!!」

　誰だこんな時に。そんな感情を隠かくすこともなく鋭するどく見やった先、カリムより幾いく分ぶん低いところを飛んでいるイツキと、そしてレイシャがいた。

「ほら、おねえちゃん、いったとおりでしょ？　おにいちゃんにもあえた」

「うん、そうだね。言った通りになったね」

　なんて無む邪じや気きな。もはや八つ当たりでしかない言葉が、カリムの中で生じる。今はとてもではないが、子どもの相手をしてられるほどの余裕はない。

「ふふ。おにいちゃんもれんしゅう？」

「何……？」

　フラフラと危なっかしくすぐ傍そばまで飛んできたイツキが、得意げな顔で尋たずねてくる。

「おにいちゃんがいってたでしょ。ヘクセになれば、またおともだちにあえるって。だから、わたし、れんしゅうしてるんだ」

「そうか、頑がん張ばれよ」

　確かにそんなことも言ったかもしれない。しかし今そんなことを言われても、焦燥に塗ぬりつぶされた頭で答えられる言葉は見つけられない。

「うんっ。じゃあ、わたしれんしゅうするから、ばいばい」

　イツキは相変わらずの無邪気な笑え顔がおで手を振り、カリムの前から去っていく。まだまだ覚おぼ束つか無ない飛び方で高度を下げていく少女を見送りながら、一昨日おとといの夜のことを思い出していた。

　カリムの魔法により姿形を変え、飛び去っていく〈宿無し〉。そしてそんな〈宿無し〉に明るく元気な声で礼を言うイツキ。きっと、今のカリムには出来ないことをやってのけた少女。

「……カリム、揺月さんは？」

「え」

　声に視線をずらすと、レイシャが緊きん張ちようした面おも持もちでこちらを見つめていた。

「私、ちょうどお伽の園ガーデンに行くところだったの。昨夜、街で揺月さんによく似た人を見かけて、それで私の勘かん違ちがいだったらいいんだけど、でも何かあったのかなって思って……」

「どこですかッ？　どこで揺月を見たんですかッ？」

「昨日一いつ緒しよに行った通りって、カリム!?」

　驚おどろくレイシャの声も余所よそに、カリムは箒ほうきを駆かる。魔法蜂の群れを従え真っ直すぐレイシャが告げた場所へと向かう。

『昨日一緒に行った通り』

　そんなのひとつしかない。あの噴ふん水すい広場で待ち合わせをした繁はん華か街がいだ。

「カリム!!　カリムってば!!」

「なんすか!?」

　追いすがるレイシャからの呼びかけに、荒あらっぽく答える。

「何があったの!?」

「揺月が〈夢うつつ〉になったんですよッ」

「それって……。ちょっとカリム!!」

　賑にぎわう街中を飛び抜ぬけていく。有翼鯨ジヤンボが作る影かげの中を一いつ瞬しゆんで行き過ぎ、建物同士が作る深い谷を抜け、目の前を飛ぶ鰭飛びマンタを躱かわすために急降下。地上を行き交かう人々の頭上を飛び、興奮した声を背後に置き去りにする。

　ただ、早くその場所へ向かうために。

『カリム!!　アンタどこ向かってんのよ!?』

　耳元で聞こえる宮古の声も邪じや魔まになり、一方的に通話を切る。そうして脇わき目めも振らず飛び続けているうちに、気が付けば魔法が解けたのか、周囲を飛び交っていた蜂はちの姿もなくなっていた。

　感じるのは耳元の風切り音と、妙みように大きな心臓の音と、

「カリム!!　ねえ、カリム!!」

　背後から聞こえるレイシャの声だけだった。

　アリステルの街をひとっ飛びしたカリムは、昨日とは違い噴水広場で箒を降りると、周囲をキョロキョロと見回す。

　人、人、人。

　たくさんの人ごみの中に、揺月の姿を求める。

「ちょっと、カリム!!」

　不意に強く腕を引かれた。振り向くと肩で息をしたレイシャが立っている。

「私も一緒に探すから。だから、そんなに慌あわてないで……ッ。今のカリム、すごい危なっかしい」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶだからッ。きっと見つかるから。ね？」

　そうして必死に説得するレイシャの表情を見て、ひとつ大きく深呼吸をした。確かにレイシャの言うとおりだ。慌てても仕方がない。

「すみません。ありがとうございます」

「ううん。心配なのはわかるから。とりあえず、一緒に探そう？」

「はい」

　自分が酷ひどく幼い子どもになった気分を味わいながら、レイシャの言葉に頷うなずいた。先せん輩ぱいの頼たのもしさと、自分の情けなさを実感しながら、揺月を探すために広場から通りの方へと歩き出していく。
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　揺月は昨日と同じ夢ゆめ心地ごこちの中にいた。

　半分だけ眠ねむって、半分だけ起きているような不思議な感覚。意識だけがフワフワと浮ういているかと思いきや、体の重みも頭の片かた隅すみで感じていた。

　昨日からそうした半覚かく醒せい状態で過ごし、そして揺月は今の自分がどういった状態にあるのかに思い至っていた。

〈夢うつつ〉

　宮古が話していた、〈宿無し〉が原因で罹り患かんする精霊症しよう。それが今の揺月の状態なのだろう。

　昨日、劇場庭園で遭そう遇ぐうした〈宿無し〉。

　遊ぼうと語りかけてきて、姿形をそっくり真似まねたあの存在を通して、今外の世界を見ている。

　だから、今こうして外を歩いているのは揺月の体ではない。〈宿無し〉という存在に揺月の意識が乗り移っているのだ。

　それがきっと、〈夢うつつ〉という精霊症なのだろう。文字通り、夢と現うつつが混在し、夢の中にいながら現実を体験している。

　揺月の本当の体は今もまだ劇場庭園にあるか、もしくは誰だれかに見つけられ別の場所にあるのかもしれない。意識が〈宿無し〉の方に移っている以上、そっちの方は揺月の与あずかり知らぬ状態だ。

　ただ、〈宿無し〉は面おも白しろかった。

　あっちに行きたい、あれが見てみたい。そう願えば、〈宿無し〉はその通りに動いてくれた。揺月の意識を汲くみ取り、揺月が願った場所に連れて行ってくれるのだ。

　昨日は曇くもりガラスを通して外を見ていた印象が強かったが、今日はガラスの曇りが拭ふき取られたと感じるほどクリアに、周りの状じよう況きようを見ることが出来ていた。

　夢を通して現実を見る。

　とても不思議で、面白い体験をしている。

　この物もの珍めずらしい出来事に、〈夢うつつ〉への危機感よりも、好こう奇き心しんの方を強く刺し激げきされていた。

　もう少しこのままでいたい、とそう強く思わされるほどに。

　それに、この状態ならば揺月もブルースカイ・フェスティバルに参加できるのだ。

　今、〈宿無し〉を通して見る視界にはいっぱいに人が溢あふれ、誰もが楽しそうに通りを行き来していた。そして揺月もまた、そんな人達に交ざって通りを行く。

　雑貨屋に服ふく飾しよく店、おしゃれな食べ物屋に、先ほどとはまた別の雑貨屋。店頭に時計を並べているところもあれば、たくさんの靴くつが並んでいるところもある。本屋の隣となりに洋よう菓が子し店を見つけた時はとても興味を惹ひかれたが、しかしそこに踏ふみ込んでいってもいいのかどうかがわからずに困こん惑わくした。

　もう本当に長いことカンデラの森で過ごしていた揺月にすれば、アリステルの繁華街は、冗じよう談だんでなく別世界だ。知らないもの、知らないことで溢れている。

　だから、どうすればいいのかがわからない。

　興味を惹く店てん舗ぽがあっても、そこに入ってどうすればいいのかがわからない。

　他ほかの人が楽しそうにしていても、そこに足を向けたいという思いよりも戸と惑まどいが勝まさる。

　よく知る精霊たちによる〈夢うつつ〉には安心できても、カンデラの森とは全然違うアリステルの雰ふん囲い気きに最後の一歩が踏み出せない。

　怖おじ気けづき、通りを歩き続けるしか出来ない自分を不ふ甲斐がいなく思うも、他にどうしようもなかった。

　カリムがいれば、と思う。

　カリムが一緒にいれば、揺月の行きたい店、見てみたい店に連れて行ってくれるのかもしれない。

　カリムのところに行きたいな。

　揺月が自然とそう思った瞬間、視界がカクンと変な揺ゆれ方をした。体が先に反応し、それに後から意識が付いていくような、そんな動きだ。

　向かう先に何があるのかなどわからない。ただ、〈宿無し〉が揺月の願いを聞き入れどこかへと連れて行ってくれるのがわかった。

「揺月──この辺──る」

「わから──でも──探す──ない」

　不意に、知った声の会話が途と切ぎれがちに聞こえてきた。

　何か見覚えのある風景だと思えば、そこは昨日、カリムとレイシャが食事をしていた喫きつ茶さ店てんで、その軒のき先さきに件くだんのふたりが立っていた。

『カリム』

　声が出たことに驚いた。名前を呼ばれたカリムの視線と、〈宿無し〉越ごしに見つめる揺月の視線が絡からみ合った。そしてカリムは、とても安心したような表情で、こちらに駆け寄ってきた。
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　その姿を見たとき、カリムは憑つき物が落ちたように肩かたが軽くなるのを感じた。昨夜、倒たおれた揺月を見てから今に至るまで、張り詰つめていたものが解ほぐれ、ようやく一息つけた実感が胸中を満たしていく。

『カリム』

「え……」

『カリム』

　繰くり返し呼ばれる名前に、〈宿無し〉に駆け寄ったカリムは立ちすくんだ。顔半分で振ふり返り、後ろについて来ていたレイシャに驚きの視線を送る。

「お前、喋しやべれるのか……？」

　疑問と共に、揺月の姿をした〈宿無し〉をまじまじと見やる。

　喋るだけでなく、こちらの言葉の意味もきちんとわかるのか、問いかけに〈宿無し〉は頷く。カリムはもう一度振り返り、レイシャを困惑した眼まな差ざしで見つめる。

「〈宿無し〉って喋るんだっけ？」

「いや、オレが今まで遭遇してきたやつの中には、こんなのはいませんでした」

「〈夢うつつ〉が進行してるってこと？」

「多分。ちょっと、宮古に聞いてみます」

　そう告げたカリムが通しワイズ手鏡ミラーを取り出すためポケットに手を突つっ込んだところで、揺月の姿をした〈宿無し〉が肘ひじの辺りを引っ張ってきた。

「何……」

『カリム、あっち』

「あっちって……」

『一緒にお祭り行こう』

　その言葉を聞いた瞬間、カリムの中でとてつもなく大きな迷いが生じた。

　言葉を喋ることが出来る程ほどに揺月の〈夢うつつ〉は進行している。本来ならばすぐにでもこの〈宿無し〉を解消しなければならない。そうしなかった場合、最悪の想定として、揺月は〈永久眠り〉を発症し二度と目覚めぬままになってしまう可能性がある。それは、カリムもロザリーも、そして揺月自身も望んでいないことだ。

　しかし、揺月の姿をした〈宿無し〉から漏もれた言葉に、躊躇ためらいが生じた。

〈宿無し〉が揺月の姿をして、ここにひとりでいるということは、今揺月の意識はこの精せい霊れいたちが寄り集まった存在に移っている。もし、〈宿無し〉からの影えい響きようをそこまで深く受けていないならば、一昨日おとといのイツキ同様に、〈宿無し〉は揺月の側そばを離はなれずに一いつ緒しよに活動していただろう。

〈宿無し〉は揺月の姿形を真似るだけでなく、彼女の意識が〈宿無し〉自身の中に移ったからこそ、今ここにこうして立っているのだ。

　つまり、今の〈宿無し〉の言葉は揺月自身の言葉なのだ。

『カリム。一緒に行こう？』

　揺月と共にブルースカイ・フェスティバルに参加する。そしてそれ以前に、揺月と共にアリステルの街を歩く。

　彼女が〈大おお食ぐらい〉という精霊症を罹患している以上、それは永遠に叶かなわない願いだと思っていた。揺月と同じ時を過ごせるのは、カンデラの森とお伽の園と、そして箒ほうきの上だけだと思っていた。まさか、こんな形で心の底に沈しずんでいた願いが叶うとは、思ってもみなかった。

　逡しゆん巡じゆんする。

　一刻も早く〈宿無し〉を解消するか、それとも〈宿無し〉から伝えられた揺月の言葉を汲み取るか。

「……」

　一いつ瞬しゆんだが、深い思し索さくを巡めぐらせた。

　自分がどうすべきなのかと、自分がどうしたいのかを天てん秤びんにかけた。

　そして、答えを出した。

「レイシャ先輩」

「何？」

「これから一時間だけ、オレがすることを宮古や他のお伽の園の職員には黙だまっていてください」

「それって……」

「オレも、揺月と祭りに参加したいんです」

　その言葉に込められたものを推おし量ろうとするレイシャに、ひとつ頷いてみせる。

「揺月、行こう。一緒にブルースカイ・フェスティバルを楽しもう」

　そう言って、揺月の姿をした〈宿無し〉の手を取る。握にぎった手の感かん触しよくは確かに本物の揺月に比べればどこか存在感が薄うすい。しかしそれでも、今目の前にいるのは揺月だ。

『カリム、こっち』

　その声も本物に比べれば儚はかなく薄い。だが、今こうして揺月に手を引かれアリステルの街を歩いている。そのことがカリムにとっては重要だった。

　石いし畳だたみの上を進んでいく。どこに向かっているのかはわからない。近くにある雑貨屋か、それともどこか喫茶店にでも入りたいのか。揺月が一体どんなものに興味を抱いだいて、アリステルの街中で何をしたがるのか、カリムには皆かい目もく見当もつかない。

『ここ』

「服屋」

　カリムが揺月に引かれやってきたそこは、女性服を専門に取り扱あつかう服飾店だった。店の表に出たウェルカムボードには『ブルースカイ・フェスティバル　特別セール開かい催さい中ちゆう』といった文字が躍おどっている。

「揺月さんって、こういう系の服が好きなんだ」

「先せん輩ぱい」

　それまで後ろから付いて来ていたレイシャが、揺月の肩に手をかけひょっこり顔を覗のぞかせる。

「入るんでしょ？」

『うん。行ってみたい』

「じゃあ、行こう」

「あ、ちょ」

　女性物の服飾店に尻しり込ごみするこっちのことなぞお構いなしに、レイシャは揺月の肩を押して店内へと入っていく。

　ふたりに続き店内に入ったカリムを出で迎むかえたのは、着き飾かざりポーズを取っている数体のマネキンだ。マネキンが着ている服は、スカートだったりパンツだったりと種類は違ちがうが、一いつ貫かんしてシンプルなデザインのものが多い。

「揺月さんって元がいいから何着ても似合いはすると思うんだよねー。あーでも、肌はだ白いから……うーん」

　と、早さつ速そくレイシャが店内の物色を始めていた。カリムからすれば手当たり次し第だいに手に取っているようにしか見えない勢いで選んでいる。

「先輩、何してんすか」

「何って、試着するんでしょ？」

「や、そんなに買えないですし」

「だから試着だって。カリムだって揺月さんがいろんな服着てるの見たいでしょ？」

　それは、まあ確かに見たい。揺月が着ている服はいつだって、簡素なものなのだから。

「うん、とりあえずこんなものかな。カリム、試着するからちょっと待ってて」

「あ、はい。あの、出来れば急ぎでお願いします」

　わかってる、と告げてレイシャは大量の衣類を持って、揺月と共に試着室へと入っていく。ひとり残されたカリムは所在なげに店内を見回し、偶ぐう然ぜん視線があった店員に楽しそうな笑えみを向けられたところで目を伏ふせる。とにかく何かしていないと落ち着かないので、ポケットから通し手鏡を取り出すと、そこには宮古からのコールを告げる通知が十数件分表示されていた。

　さすがに何か連れん絡らくをしないとまずいのだろうが、今の状じよう況きようを伝えれば、きっと早いところ〈宿無し〉を解消して揺月の〈夢うつつ〉に対処しろと言われるに違いない。先ほどレイシャに背を押され試着室へと向かった揺月の楽しそうな姿を見てしまえば、もう少しばかり無視を決め込んでいたくなる。

「カリムー、いる？」

「あ、はい」

「それじゃあ、御ご開帳ー」

　レイシャのそんな掛かけ声と共に試着室のカーテンが開かれた。

「……」

「どう？　いいと思わない？」

　得意げにするレイシャの横には、先ほど選んでいた服に着き替がえ、恥はずかしそうにしている揺月が立っている。ほんのりと頰ほおを染め、いつもとは違う出いで立ちに落ち着かないのか、両手を組み合わせている姿は、服云うん々ぬん以前に、その立ち居振る舞まいだけでカリムに多大なる衝しよう撃げきを与あたえるものだった。

『カリム……？』

　それは〈宿無し〉の発する声だからなのか、それとも揺月本人の感情が反映された声なのだろうか、普ふ段だんの淡たん々たんとした響ひびきは微み塵じんもなく、消え入りそうな不安げな声こわ音ねだった。

「あ、いや、うん。ああ」

　その普段と似ても似つかない揺月の可愛かわいらしい仕草に、言葉を喪そう失しつした。自分でも意味のわからない頷うなずきを数度繰り返し、視界の端はじにいるレイシャに促うながされ、ようやくその一言を口にした。

「……似合ってる。すごく、いい」

　なんでこんな簡単な言葉をひとつ捻ひねり出しただけで、こうまで疲つかれるのか。下手へたをすればグラオベーゼン直後にも匹ひつ敵てきするようなぐったり感に襲おそわれる。

　その後もレイシャ主導で行われる揺月の着せ替かえは続いた。服の形も色も様々なものを取っ替え引っ替え組み合わせては、レイシャに肩を摑つかまれお披ひ露ろ目めされる揺月の姿に、カリムは逐ちく一いち感想を求められた。最後の方などは、容よう赦しやなく降り積もる心労に、冗じよう談だんじゃなく息も絶え絶えとなっていた。

　ただ、どんな格好の揺月も堪たまらなく可愛かった。

「またのご来店をお待ちしております」

　そう告げられ店を出る頃ころには、楽しげな雰ふん囲い気きの揺月とレイシャとは反対に、カリムはすっかり疲れきってしまっていた。

「疲れた……」

「カリム、さすがにそれは情けないよ」

「いや、本当に疲れましたって」

「私たちは楽しかったけどね。ね、揺月さん」

『うん、楽しかった』

「まあ、それならよかった。オレも楽しかったし」

『本当？』

「本当。やっぱりオレも、揺月と一緒に来たかったみたいだ。ブルースカイ・フェスティバル」

　揺月の言葉にそう告げて、前を歩く女子ふたりについていく形で通りを行く。

　揺月とレイシャは、興味を引くものがあれば揃そろって立ち止まり、ひとしきり楽しんだ後にまた別の場所へ行くを繰くり返す。そんなふたりの姿を見ていると、嬉うれしさがこみ上げてくるのを自覚する。

　レイシャと一緒にいろんな店を見て回り、ふとした瞬間に立ち止まっては言葉を交かわす揺月は本当に楽しそうにしている。

　普ふ通つうの人から見ればなんでもない風景なのだろうが、十年もの間、アリステルに来てもお伽の園から出られなかったり、箒で空を飛びはしても地上に降りてこられなかった姿を間近で見ていたためか、今こうしてアリステルの街中で頰をほころばせているのを見られたことが、本当に幸せだと思えた。

　しかし、そんな幸せな時間ももうすぐ終わりにしなければいけない。

『これから一時間だけ、オレがすることを宮古や他ほかのお伽の園の職員には黙っていてください』

　まもなく、その一時間だ。

「揺月、そろそろ」

　呼びかける言葉に込められた意味に気がついたのか、揺月が僅わずかな沈ちん黙もくの後に小さく頷いた。そのさみしそうな姿に、名な残ごり惜おしさがこみ上げる。それでも、もうこれ以上は引き延ばすつもりはなかった。

「そっか。だったら私はちょっと抜ぬけるね」

「先輩？」

「実はさっきのお店で買いたいものがあって。このあとすぐにお伽の園に行くでしょ？　私もちゃんと揺月さんに会いたいし、今のうちに買ってきちゃうね」

　そう言って背を向けようとするレイシャを、カリムは引き留めた。一言、どうしても言っておきたいことがある。

「先輩、ありがとうございます」

「ううん。じゃあ、揺月さん、後はカリムと行って。この後、お伽の園で会おうね」

『レイシャ、ありがとう』

「こちらこそ。楽しかったよ」

　それだけ告げると、レイシャはさっさと歩み去る。その姿を見送るでもなく、側そばに立つ揺月の手を取ると、カリムは人ごみの薄れてゆく方向へと歩いていく。

　喧けん騒そうが遠のくと一いつ緒しよに、楽しかった時間が終わっていくようで、やはり胸中にはさみしさが滲にじんでくる。今後、揺月とこうした時間を過ごすことが出来ないかもしれないと思えば、その感傷も一ひと際きわ大きいものになっていく。

『カリム、どこまで行くの？』

　揺月がそう問いかけてくる頃には、カリムたちはもう人ひと気けのない路地裏へとたどり着いていた。

　カリムは立ち止まり、揺月を振ふり返る。

『もう、終わりでしょ』

　揺月らしいその端たん的てきな物言いに、カリムの表情は泣きながら笑うようなものへと崩くずれる。

　アッシュブロンドの髪かみも、白い肌も、色の薄い瞳ひとみも、何もかもが揺月にそっくりだが、それでもここにいるのは、揺月の意識が乗り移った精せい霊れいの寄り集まりに過ぎない。今はこうして特別な感傷を胸に抱いていられるけれど、このまま放ほうっておけば取り返しのつかないことになってしまう。

　たとえ、どれだけ夢に見た時間を終えようとも、それだけは嫌いやだった。一度、揺月に対しては悔くやんでも悔やみきれないことをしたのだ。二度目はごめんだ。

「ああ、終わりだな、もう」

　だからカリムは魔ま法ほうを使う。

〈宿無し〉として発生してしまった精霊たちをいるべき場所へ送るために。

〈夢うつつ〉となり、お伽の園で眠ねむっている揺月を目覚めさせるために。

　さみしさも、名残惜しさも、全すべてをおして魔法を使う。

　飛び交かう魔法蜂ばちが揺月の姿を覆おおい隠かくしていく。

　人気のない路地裏に緑黄色に輝かがやく繭まゆが現れる。

　カリムはひとり黙だまってその繭を見つめ続ける。

「……」

　やがて繭が解け、その中から十頭ばかりの蝶ちようが飛び出してくる。

　もはや〈宿無し〉ではなくなった精霊たちは、ここからお伽の園の劇場庭園まで飛んでいくのだろう。

「ありがとう」

　その言葉は自然とカリムの口から漏もれてきた。

　青空の弊へい害がいである〈宿無し〉。〈夢うつつ〉を引き起こし、揺月を危険にさらした彼らに対して、しかし自然とこみ上げてくるのは感謝の念だ。

　たった一時間とはいえ揺月とのかけがえのない時間をくれた。それは、これまでの十年間でカリムが諦あきらめていた時間だ。決して叶かなわないと思っていた。

　それが、叶ったのだ。

　だからこそ、〈宿無し〉だった精霊たちにお礼を言う。

「ありがとう。本当に、ありがとう」

　見上げた先、蝶の群れは青空高く昇のぼっていく。




　　　　　　　▼




　レイシャは大おお股またで通りを歩いていく。行き先は特に決めていない。カリムに言った言葉もただの方便だった。買いたいものなんてない。ただ、もうあの場に一秒たりともいるのが辛つらくて仕方がなかっただけだ。

「……カリムのバカ」

　呟つぶやく声は震ふるえ、湿しめっている。

「ひどいよね、本当にひどい」

　カリムが揺月を見て嬉しそうにしているのを見るのが、どうしようもなく辛かった。

「揺月さんと祭りに行きたいなんて、なんで私に言うの」

　レイシャは終ついぞカリムに正面からそうやって言えなかったのに。

「なんであんな嬉しそうにするの」

　自分とデートした時より心を動かされている表情なんて見たくなかった。

「うぐ……っ」

　溢あふれそうになる涙なみだを、唇くちびるを嚙かんで必死に堪こらえる。泣くのはまだだと、もうちょっとだけ頑がん張ばってと自分の心を叱しつ咤たする。

「すみません、お手洗い貸してください」

「はい。正面突つき当たりになります」

　カリムと一緒に箒ほうきを預けた店に入り、財さい布ふから取り出した領収書を見せる。店員の言葉に従い、トイレの扉とびらを押し開ける。幸い、個室は全て空いていた。レイシャは一番奥の個室に入ると、扉を閉め、鍵かぎをかけた。

「ふ、う、うぅ、あああ……っ」

　もう我が慢まんできなかった。閉めた扉に背中を預け、声をあげる。湿りを通り越こして、潤うるみ、溢れ出した涙のままに感情を吐と露ろさせる。

「ああ、あああっ、うああああっ」

　どうして。

　なんで、なんで、なんで。

　どうして、なんで、〈宿無し〉なんて発生したのか。

「うう、あああ、あああああっ」

〈宿無し〉なんてものが現れなければ、少なくとも今日こうして自分が泣くこともなかったのに。

〈宿無し〉なんてものがいなければ、あんなに嬉しそうなカリムを見なくても済んだのに。

「どうして……っ。ひうっ、ああああっ」

　どこにぶつけようもない感情が溢れかえる。

　涙を流したのは、あの晩に星空を見上げた時以来だ。

　あの時は空の美しさに泣いた。

　そして今は、その美しい青空のせいで発生したものに翻ほん弄ろうされ泣いている。

　何に対して感情をぶつければいいのかがわからなくなってくる。

　カリムか、揺月か、〈宿無し〉か、それとも青空か。

　一体どこに向かって、何に対して涙を流せばいいのだろうか。

　思考が煩はん雑ざつとしてきた。

　自分が何を考えているのかもわからない。

　ただ、堪えようのない感情だけが溢れてくる。

「ふう、うぐ、うううっ」

　涙を拭ぬぐう代わりに、取り出したハンカチで声を殺す。

　声と一緒に感情まで殺せれば、それはどんなにいいだろうか。

　カリムは揺月が好き。

　そんなことはわかっていたはずなのに。

　揺月が〈夢うつつ〉になったと焦あせっている姿に、揺月の姿をした〈宿無し〉を見つけた時の安あん堵どの表情。

　今日目まの当たりにしたものだけじゃない。

　昨日のデートの時だって、それよりずっと前、レイシャがあの星空に心を打ち抜かれた時だって、いつもカリムは揺月のことを考えて、揺月のために行動していた。

　それが全てで、それだけだとわかりきっていたのに。

「ふぐ、うううっ」

　それなのに、カリムと一緒にいると幸せだからと言って、彼の近くにいようとした。

　手を伸ばし触ふれられる距きよ離り。

　そっと腰こしに手を回せる距離。

　背中に額を預けられる距離。

　そこまでの近しい距離にいた代だい償しようが、今の姿だ。

　トイレでひとりハンカチを嚙み締しめ、声を殺して泣いている。

　こんな、隠れるようにして。

「ひうっ、うう」

　もっと早く、それこそカリムと揺月が青空を取り戻もどすより早く、カリムに告白していればよかったのだろうか。そうすればこんな風に泣かずに済んだのだろうか。

　わからない。

　そんなの、今からどうこう言ったところで、もうレイシャにはどうしようもない。

　それに、頭の中が揺月でいっぱいになっているカリムに告白したところで、レイシャの言葉が彼の心に突き刺ささるとは思えなかった。

　結局、どうしようもないのだ。

　いつ告白しようと、きっと泣いていた。

　悲しみに暮れて涙を流していた。

　ただ、場所がここのトイレじゃなかったかもしれないというだけだ。

「うぐ、……うっ、ふう」

　しばらくそうして泣き続けていただろうか。レイシャは落ち着いたタイミングで個室から出た。幸いトイレに他ほかの人ひと影かげはなく、泣き顔を誰だれかに見られることもなかった。

「ひどい顔」

　思わずそう呟いてしまうほどに、姿見に映った顔はボロボロだった。

　頰ほおに涙の跡あとが残り、目は赤みがかって潤んでいる。

　さっと涙の跡を拭ふき取ると、カリムとのデートにも持ってきていたメガネをカバンから取り出し、かけた。

『あると便利だから、メガネ』

　昨日カリムに言った自身の言葉が思い出される。こんな風に泣いた跡を誤ご魔ま化かすのに使いたくはなかったが。

「ピアス、着けてたんだけどな……」

　ぼんやりと姿見に映った自分の姿を見つめるレイシャの耳に、低い振しん動どう音が聞こえてきた。

「……今はダメだよ」

　レイシャは、カバンの中で震える通し手鏡にそう告げる。

「こういうところが、本当に甲か斐い性しよう無し」

　カリム。

　鏡面に表示された名前に嘆たん息そくする。
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　きっと、揺月の〈宿無し〉をもう帰したのだろう。

「告白なんて、出来るわけないよね」

　レイシャは自分に言い聞かせるように強く言葉にして、カリムからのコールに応こたえた。

「……、ごめん。ちょっと時間かかるから先に戻ってて」

　一方的に告げてコールを切ったあと、ふと心配になった。

　声は、涙に掠かすれていなかっただろうかと。




　　　　　　　▼




　朝目覚めるのと変わらぬ静けさを湛たたえながら、揺月はゆっくりと目を覚ました。

　開いた瞼まぶたの縁ふちから一筋涙がこぼれ落ちる。

　それは目覚めによるものではなかった。

　嬉うれしかったから。

〈夢うつつ〉でいる間の出来事が楽しく、嬉しかったから、涙を流したのだ。

「……ありがとう」

　誰が聞いているでもない言葉が、深い響ひびきを持って病室の空気に溶とけていった。外を見ると、視界に舞まい踊おどる蝶ちようの群れが映った。
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　涙に暮れた後の頭はぼんやりとして、疲つかれきっているのがよくわかる。おフエア伽リーテイのル・ガ園ーデンに戻る間も、戻ってからも、レイシャには周囲の出来事全すべてが現実味の薄うすいものになっていた。

　放ほうっておいて欲しい。

　構って欲しくない。

　お願いだから、そっとしておいて。

　憔しよう悴すいした頭の中では、そうした益やく体たいのない考えばかりが巡めぐる。

　今は、世界中全てに無関心でいて欲しかった。

「レイシャちゃん、聞いてる？」

「え、あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　しかし、いくら放っておいて欲しいと思ったところで、レイシャのことを放っておいてくれない現実も存在した。

　今、レイシャの正面に立つ宮みや古こがその象しよう徴ちようだろうか。

　いつもかっこよく、密ひそかに憧あこがれてもいた彼女だが、今日はなんだか疲れた顔をしていた。顔からは表情が薄れ、淡たん々たんと物事を進めたがっている様子は、顔に泣き跡を滲にじませる自分とは正反対な憔悴の色が窺うかがえた。

「でも、そんなの無理です……っ。私が揺ゆ月づきさんの代わりに飛ぶなんて、そんなこと出来るわけないじゃないですか」

「レイシャちゃんしかいないのよ、揺月の代わりが出来るのは。元々〈大おお食ぐらい〉なんてものを抱かかえてるくせに、さらに〈夢うつつ〉に罹り患かんしたあの娘こは、今日は絶対にお伽の園ガーデンからは出さないわ」

　お伽の園に戻って早々、レイシャが呼び出された事情は酷ひどく簡潔なものだった。〈夢うつつ〉になった揺月にグラオベーゼンを行わせるわけにはいかないから、代わりにレイシャがカリムと一いつ緒しよにグラオベーゼンを行えということだ。

「大丈夫よ、カリムも一緒に飛ぶから」

　だから嫌いやなのだ、とは言えなかった。

　今、カリムの近くにいるのは辛つらいだけだ。

「だったら、カリムがひとりで飛べばいいじゃないですか。私の半はん端ぱなグラオベーゼンを見せられるより、そっちの方が喜ぶ人も多いんじゃないんですか？」

「そういうわけにもいかないのよ。祭りを取り仕切ってるお偉えらいさんが、二日目のグラオベーゼンはふたりでって言ってきて聞かないから。それに、それを抜ぬきにしたところで、カリムには〈宿無し〉の対処もあるのよ。アイツにはグラオベーゼン中にも、逐ちく次じ〈宿無し〉の対処をするよう言ってあるの」

「なんでそんなこと……」

「昨日のグラオベーゼン。カリムが飛んだあれのせいで、精エレメ霊ンタル圏フイアから精せい霊れいたちが降りてきたからね。青空になって、ただでさえ精霊量が増してるのに、祭りのアトラクションだ何だって言って、グラオベーゼンなんかやるからこうなるのよ。なんで上の人間って余計なことをしたがるのかしらね」

　苦々しげに吐はき捨てる宮古の言葉を聞きながら、レイシャは瞳ひとみに陰かげを落としていた。

　また、〈宿無し〉か。

　昨日も、そして今日にしたところで、ここ二日間、〈宿無し〉に振ふり回されている。

　辟へき易えきとする事実だ。自分の与あずかり知らぬところで降って湧わいたものに振り回されるのが、こうまでしんどいことを初めて知った。おかげで、つい今しがたまで反対していたのに、静かに淡々と現状を受け入れてしまいそうになっている。

　でも、それもいいのかもしれない。

　午前中だけですっかり疲れてしまった。もう宮古の言葉に反発するだけの気力が残っていない。

「飛ぶって、どうすればいいんですか？」

「特別なことは何も。ミラー・ツリーの袂たもとから飛び始めて、レイシャちゃんはいつも通りに空を飛んで精霊圏から精霊たちを呼んでくれればいいわ」

「私はって、カリムはどうするんですか？」

「カリムもカリムでいつも通りよ。街中でグラオベーゼンをやりながら、〈宿無し〉を見つけたらその都度対処。そして最後にはふたりでミラー・ツリー周辺に新しく劇場庭園を造って、それで終しゆう了りよう」

　などと宮古は簡単に言いのけてみせるが、その説明では結局空で飛ぶのはレイシャひとりということになる。カリムのように精せい緻ちに魔ま法ほうを扱あつかう技術も、揺月のように精霊と会話し大規模な魔法を使う才能もないレイシャには、過ぎた舞ぶ台たいだった。

「……わかりました。飛びます」

　それでも、気が付けば疲れ切った嘆息混じりにそう答えていた。

　もう、何かを考えるのにも嫌気が差している。ましてや何かを決めるなんて、そんな労力のかかることをしたくはなかった。ただ、誰かが決めてくれるものに唯い々い諾だく々だくと従う。今のレイシャには、そんな楽さに流されるだけの気力しか残っていなかった。

「あと一時間もすれば大グロツ鐘ケンチ楼ヤームが鳴るわ。準備、しといて頂ちよう戴だい」

　宮古は簡潔にそれだけを告げると、レイシャを置いてさっさと退室していく。

「はあ。疲れた……」

　ひとりになった部屋の中、天てん井じようを見上げ大きなため息を吐つく。このままどこかに消えてしまえないか、なんて、そんな馬ば鹿かな考えが脳のう裏りを過よぎる。

「準備、しなきゃ」

　膝ひざに手をつき立ち上がる。重たい足取りで部屋を出て、グラオベーゼン用のローブに着き替がえるためにお伽の園の中を歩いていく。

　淡々とした足取りは、沈しずみ込んだ心持ちの表れだ。大人たちが作り出す喧けん騒そうの中、殊こと更さらに息を潜ひそめるでもなく、歩みゆく。

　ローブに袖そでを通すのも、箒ほうきを受け取りに行くのも、全ての物事をただただ事務的にこなしていく。いちいち心を動かすことのないように、決して感情が波立つことのないように、あらゆる刺し激げきを自分の中から締しめ出す。

「メガネ、外さないとダメだよね……」

　そうしてメガネのツルに触ふれた時に、ふとそれの存在を思い出した。

　両耳のピアス。昨日、カリムにプレゼントされた鮮あざやかなブルーの小花。

「こっちも、外さなきゃダメだよね」

　メガネはともかく、グラオベーゼン中にピアスをつけていたところで何がどうということもない。しかし、それを身につけたままカリムと一緒に飛びたくはなかった。

　ふと、こんな状態でグラオベーゼンを行って、果たしてどうなるのかと思った。

　感情に熱を乗せないままに飛んで、それで一体どんなグラオベーゼンが行えるのかと、そう思った。

「ま、いいか」

　それを気にするだけの気力も、もう残っていなかった。これから飛ぶグラオベーゼンもまた、事務的にこなして、そして今日はもうすぐに寝ねてしまおう。明日あしたの学院も事によってはサボってしまってもいいかもしれない。

　ローブに着替え終えたレイシャが箒を受け取りに行くと、そこでは多くの人が動き回っていた。離はなれたところには宮古がいる。

「先せん輩ぱい」

　そしてその中には、カリムもいた。レイシャがやけっぱちになっているのに、どうしてこの後こう輩はいは、そんなにも真面まじ目めな表情と声こわ音ねで話しかけてくるのだろうか。

「よろしくお願いします」

　どうしてそんな律りち儀ぎに頭を下げるのだろうか。そうすればレイシャがちゃんと飛ぶとでも思っているのだろうか。なんだか段々とおかしくなってきた。

「期待しないでね」

「え」

「私にカリムみたいな才能はないから」

「先輩……」

「揺月さんみたいな才能なんて、もっとないから」

　驚おどろいた表情のカリムに、やさぐれた笑えみを浮うかべてみせる。自分の心を自分で傷つける言葉に、どこかしら快感を覚えていた。

「先輩、どうしたんすか……？　なんで、そんなこと」

「なんで？　なんでって、そんなのわかりきってるでしょ？　今日のグラオベーゼンを楽しみにしてる人は、カリムと揺月さんの、ふたりのグラオベーゼンを楽しみにしてるんだよ？　私なんか、お呼びじゃないんだよ」

「そんなことないですって。先輩のグラオベーゼンだって、ちゃんと」

「普ふ段だんからパッとしないとか言ってるくせに。カリムだって私のグラオベーゼンなんか大したものじゃないって思ってるんでしょ？」

「それは、あれは別にそういう意味じゃない!!　ちょっとした冗じよう談だんですよ……。だから、そんな」

「じゃあ、教えてよカリム。私のグラオベーゼンの魅み力りよくって何？　私にたったひとつでも揺月さんよりすごいものがあるの!?」

　キンッと自分の鋭するどい声が空気を震ふるわすのを感じた。周囲に満ちていた喧騒が一いつ瞬しゆん静まり返り、すぐに気まずげな空気と共に揺ゆり返してくる。

「……」

「……」

　レイシャとカリムは戻もどってくる喧騒に取り残されたように、ふたり黙だまりこくっていた。

「ありますよ、先輩の魅力。揺月も、オレだって敵かなわないのが」

　やがて、カリムがそう口を開いた。

「何、それ。そんなのあるわけないでしょ。魔法も箒さばきも、全部地味なのに」

「それでも、先輩の飛び姿はきれいです」

　いつになく強い言葉だった。真っ直すぐにこちらを見つめてくるカリムの視線を見つめ返す。彼の眼まな差ざしには、強い光が宿っていた。

「アンタらね、これから飛ぶってのに何やってんのよ」

　そんな視線の交こう錯さくに挟はさまれたのは、宮古の苛いら立だちとも呆あきれとも取れない声だった。

「箒の準備は出来てるわ。もうすぐ、始まるわよ」

　フォローも何もない宮古らしからぬ言葉を聞き、レイシャは身を翻ひるがえす。カリムの言葉に何かを返すこともなく。

　飛び姿。カリムはそう言ったが、自分の飛ひ翔しように揺月より勝まさっているものがあるなんて、そんなの自分自身が一番信じられなかった。

「先、行くね」

　乾かわいた声音でそう呟つぶやき、レイシャはカリムに先んじて箒を受け取り歩んでいく。

　早く、飛んでしまおう。

　それだけを思い、ひとりで先にお伽の園から飛び去る。

　目指す先にはミラー・ツリー。今日のグラオベーゼンもまた、昨日同様にあの鏡張りの塔とうから始まる。




　　　　　　　▼




　アリステルの街中に大鐘楼の音色が響ひびき渡わたる。それに伴ともない、空を飛んでいた多くの有翼鯨ジヤンボや鰭飛びマンタが続々と近場の遊泳場を目指して降りてくる。窓越ごしにその様子を見ながら、ミヤビは背後のソファでくつろぐさゆりと葵あおいへと視線を移した。

「にしても、さみしい話だよねー。ブルースカイ・フェスティバルも今日で終わりだってのに、三人揃そろってうちで駄だ弁べってるだけなんてさ」

「いいじゃないか。昨日でもう祭りは堪たん能のうしただろう？」

「そうだけどさー。それだって結局わたしら三人で行ったわけじゃん。なーんか虚むなしくない？」

「そんなに心躍おどる出来事が欲しいなら、恋こいをすればいいじゃないか。レイシャみたいに」

「レイシャちゃんかー。結局どうなったんだろうね。デートするって言って、服の相談とか来たけど、ふたりにはあのあと連れん絡らく来た？」

　葵の言葉に首を横に振る。見れば、さゆりも同様に、なしのつぶてとばかりに首を横に振っている。

「わたし思うんだけどさ、レイシャってちょっと秘密主義だよね」

「誰だれにだって言い難にくいことはあるさ」

「葵の恋れん愛あいオタクっぷりみたいに？」

「な!?　べ、別に秘密にしてないもん!!　オタクじゃないしッ」

「まあ、それは置いておいて、今日、レイシャは？」

　さらりと流されてしょげた葵の頭を撫なでながら、さゆりが問いかけを寄よ越こしてくる。ミヤビはソファの前に置かれた遠オーロ見ラビ鏡ジヨンに魔力を入れながらその問いに答える。

「誘さそったんだけどねー。なんかお伽の園から呼び出されたとかでそっちに行っちゃった」

「友情より仕事。いや、この場合は男かな」

「ちょ、さゆりぃ、さみしいこと言うなよー」

「うーん、でもこの場合、仕方ないかも？」

「葵ー、アンタまでそんなこと言うのかー」

「って、ちょっとちょっとミヤビちゃん!?」

　ソファの上に座る葵に飛びかかったミヤビは、そのままじゃれつき、色々と柔やわらかい友人の体を大げさにまさぐる。

「レイシャ……？」

　と、珍めずらしくさゆりが驚いた声を上げていた。

「どした？」

「え、何？」

　葵とじゃれるのをやめたミヤビがさゆりの視線を追った先に、確かにレイシャがいた。場所は恐おそらくミラー・ツリーの袂。青空の記念に新しく劇場庭園を造ると喧けん伝でんされていたところだ。

　二分割された鏡面には、レイシャがカリム・カンデラと並んでグラオベーゼン用のローブを纏まとい、手に箒を持った姿で映されていた。

「は？」

「なぜ？」

「レイシャちゃん？」

　どうしてそこにレイシャがいるのかと、ミヤビたち三人は揃って首を傾かしげた。予定では今日グラオベーゼンを行うのは、カリム・カンデラと樫かし宮みや揺月のはずだ。それが一体どうしてこんなことになっているのか。そんなアリステルにいる人々全すべての疑問に答えるように、遠見鏡にテロップが表示された。

『樫宮揺月さんが体調不良で飛ぶ事が出来なくなったため、急きゆう遽きよ代役としてレイシャ・クリエさんがグラオベーゼンを行います』

「はあ？」

「レイシャ……」

「おお!!」

　疑問、心配、興奮。三者三様の反応を示したミヤビたちが、その驚きから立ち直るより幾いくばくか早く、大鐘楼の残ざん響きようが静かに消えていった。

　それは、アリステルに住む人なら誰でも知っている、グラオベーゼンの開始の合図だ。




　　　　　　　▼




　レイシャとカリムは、大鐘楼の音色が聞こえなくなると同時に歩き出した。

　空の高い場所に太陽が輝かがやき、青くどこまでも澄すんだ冬空が頭上いっぱいに広がっている。その青さにはどこかしら厚みがあり、ふとした瞬間にとっぷりとした雫しずくが落ちてくるのではないかと思わされる。

　ふたりはミラー・ツリーを挟んで正反対の位置にいるため、互いの姿を見ることは出来ない。ただ、事前の打ち合わせの通りにミラー・ツリーの正面へと静かに、そして厳おごそかに歩みを進めていくのみだ。

　彼らが身に纏うのは、普段のグラオベーゼンよりも煌きらびやかなローブだった。表面に刺し繡しゆうされた、生き地じより少しだけ青みがかった黒い糸が斜しや陽ようを照り返し、星空の如ごとき輝きを一足早く夕空の下に現している。風にはためき覗のぞく裏地には、たっぷりとした黒色に白しろ抜ぬきの模様が描えがかれており、今レイシャ達が行っていることが、何か特別な儀ぎ式しきであるかのように錯さつ覚かくさせる。

　腰こしの高さに立ち並ぶのは、まだまだ細く頼たよりないパナケアの若木だ。

　ブルースカイ・フェスティバル初日である昨日、カリムが行ったグラオベーゼンにより育てられたこれらの枝が、これからレイシャとカリムの手により、さらに大きく、そして太くなり、最後にはミラー・ツリーを囲む劇場庭園へと変へん貌ぼうするのだ。

　ミラー・ツリーの外周四分の一を歩き終えたレイシャは、予定通りの位置でカリムと合流する。互たがいに目を合わせたのみで、ひとつの言葉もなくあと数歩で手が届く距きよ離りで立ち止まる。

　正面に立つカリムは右手に箒ほうきを持ち、そして左手にはまだ植えられていないパナケアを持っている。そして、それはレイシャも同様だった。

「……」

「……」

　一言も喋しやべらぬまま、レイシャとカリムは同時に両りよう膝ひざを地面に着け立て膝姿勢になる。まるでアリステル全てが固かた唾ずを吞のんで見守っているかのような静けさの中、ふたりは揃ってパナケアを地面に植える。

　一本の頼りない枝を地面に突つき刺さし、そして倒たおれてしまわぬように根元に土を盛る。グラオベーゼンが始まる前の打ち合わせで言われた通りの工程をこなしながら、レイシャは伝目鳩ばと越ごしに見ているであろうアリステルにいる人々へ思いを馳はせる。

　期待していた〈青空のヘクセ〉ふたりによる共演はここにはない。

　カリム・カンデラの相方として飛ぶのは、樫宮揺月ではなくレイシャ・クリエだ。

　多くの人はその事実に納なつ得とくがいっていないはずだ。今日のグラオベーゼンを楽しみにしていた人は落らく胆たんしているはずだ。

　考えたくなくとも、そうした想像は否いや応おうなしに脳のう裏りを過よぎる。

　当然だ。

　自分だって見ている側に回ればそう思う。しかし何の間ま違ちがいか、今は見られる側の立場にいた。

　普段ならば緊きん張ちようと不安で押しつぶされそうな状じよう況きようだが、余りにも気き疲づかれが重なったため、そうした一いつ切さい合がつ切さいを受け流せていた。

　もう、どうにでもなれ。

　そんな自棄やけが胸の中心に居座っているからこそ、緊張も不安も重く受け止めずに、どこか他人ひと事ごととして捉とらえていた。

　パナケアを植え終え立ち上がったレイシャの正面には、ひとりの少年がいる。

　カリム・カンデラ。

　レイシャが好意を抱いだく相手であり、これから共に空を飛ぶ相方でもある少年。

　いつもならばこのシチュエーションにドキドキしたかもしれない。

　多くの人に見られる緊張と不安を感じながらも、彼と一いつ緒しよに飛べることにとびっきりの興奮を抱いていたかもしれない。

　カリムが好きだ。

　それは確かに今もレイシャの中にある大切な感情だ。

　この祭り中での告白は諦あきらめてしまったが、それでも彼への想おもいを断たち切りはしない。そんなこと、出来ようはずもない。

　しかし、今はこの感情のせいでどうにも疲つかれきってしまった。

　それは、好きが乾いているからだ。

　昨日あれだけ満たされたその感情は、今日の午前中で全ての潤うるおいを絞しぼり出してしまったらしい。

　好きという感情がこんな風になるなんて、全然知らなかった。

　カリムのことを考えればじんわりと温かなものが滲にじみ出してきて、それだけで幸せで、いつだって元気を与あたえてくれたのに、今は違う。

　いつかまた、カリムが好きだという感情が潤うるむことはあるのだろうか。それとも、もうこのまま乾ききってしまったままなのだろうか。

　わからない。

　その答えを求めようとすることすら、どうにもしんどかった。

「……先せん輩ぱい」

　カリムが小さく呼びかけてくる。

　見れば彼はもう箒に跨またがった姿で、今にも飛び立とうとしていた。

　カリムに一いつ拍ぱく遅おくれ、レイシャは淡たん々たんとした仕草で箒に横座りして乗ると、そのまま何を思うでもなく緩ゆるやかに上じよう昇しようしていく。

　途と中ちゆう何度かカリムと交こう錯さくしながら、螺ら旋せんを描えがきミラー・ツリーの頂上へ向かう。

　そしてミラー・ツリーを駆かけ上がったレイシャとカリムは同じタイミングで、ふたりの他ほかに飛ぶものなどいない青空へと飛び出していく。

「先輩。しばらく飛んだら、オレは街中に降ります」

「……っ」

　カリムの言葉に答える余よ裕ゆうなど、もうレイシャにはなかった。

　ミラー・ツリーを飛び越こえたその瞬しゆん間かんから、カリムに置いていかれぬよう必死になって箒を駆る必要があったのだ。

　ダスト層雲に近づくのが怖こわくて高く飛べない。

　それがカリムが三流ヘクセだと呼ばれていた所以ゆえんだ。しかし、揺月を助けに精霊圏まで飛び上がったことでそんな制約を取り払はらったカリムの飛ひ翔しようは、レイシャではついて行くのもやっとになる程ほどに、キレているものだった。

　旋せん回かいも転回も、下降も上昇も、ただ真っ直すぐに飛ぶのですら、何がそんなに違うのか認にん識しきする間もないぐらいカリムは圧あつ倒とう的だ。

　レイシャがひとつターンを打つ間に、カリムは旋回の軌き道どうから余りにも滑なめらかに上昇へと移行し宙返りを打っている。

　カリムとすれ違う軌道を取れば、レイシャは持って行かれそうになる箒を必死に立て直さなければならない。

　まさに縦じゆう横おう無む尽じんとしか言いようのない飛びっぷりを見せるカリムに対して、レイシャの飛翔のなんと鈍どん臭くさいことか。もっと素す早ばやく、もっとキレよく飛べないものかと思っても、操あやつる箒の挙動が鋭するどくなるわけもなかった。

「先輩、魔ま法ほう」

「……っ、うん」

　すれ違いざまの端たん的てきな言葉。それに従い魔法を使おうとするも、カリムの飛翔に置いていかれまいと必死に飛ぶレイシャは、そうテンポよく魔法の行使に移行できない。

　カリムが天高く、それこそ精霊圏へと届けとばかりに数頭の狼おおかみを空へと走らせる。

　互いに行き違いながら空を垂直に駆ける狼達が走り抜ぬけたそのあとに、レイシャの魔法が展開された。

　花を咲さかせるつもりだった。カリムの狼が駆け抜けた後を彩いろどるために、大輪の花を咲かせ、そして無数の花弁を散らすつもりだった。

「うっ」

　しかしレイシャが展開出来たのは、花と呼ぶには余りにも不格好なものだった。花火が昼日中に上げても美しく咲き誇ほこらないように、レイシャが作り出した花も、いまいち形が判然としない中ちゆう途と半はん端ぱなものだ。

「ううっ」

　しかも、そのあとに無数の花弁を散らすはずの魔法は、ゆっくりと萎しおれていくように風に流され、夕焼け空に搔かき消えていく。

「え、カリム……ッ」

　その情けない声も魔法同様に風に流されていく。

　視線の先で彼は何を言うでもなく、こちらに背を向け真っ逆さまにアリステルの街並みへと落ちていく。レイシャでは決して真似まねできない下降線へのダイブ。揺月が得意とする軌道に飛び込み、カリムが離はなれていってしまう。

　途と端たんに心細さが襲おそってくる。

　誰だれもいない空。

　たったひとりきりの空。

　つい今しがたまで白けきっていた心はどこへやら、急に実感した孤こ独どくに竦すくみ上がる。

　カリムの姿はもう見えなくなっていた。

　周囲には精霊圏から降りてきた精せい霊れいたちが漂ただよい始めている。

　しかし、それだけだ。

　強い夕日に焼かれた空の中、レイシャは誰の存在も側そばに感じることなくひとりぼっちで飛んでいる。

　夕日に目を細めながら飛んでいると、視界に入り込んできた影かげに気がついた。

　伝目鳩。

「あ……」

　まるでこちらを監かん視しするように遊ゆう弋よくする黒いシルエットに、自分が今どういった状況にあるのかを改めて自覚した。

　多くの人が見ているブルースカイ・フェスティバルのクライマックスを彩るグラオベーゼン。

　その大だい舞ぶ台たいで飛びながら、期待はずれだと落胆する人々に見られる。

　怖い。

　身が竦み、次に何をすればいいのかがわからなくなってくる。

　ただ、その恐きよう怖ふから逃のがれようと空を飛ぶ。多くの人々に情けない姿を晒さらし、惨みじめな気持ちでいっぱいになりながら、それでも泣くことだけはしないと必死に歯を食いしばり、レイシャは飛ぶ。

「無理だよ、やっぱり……。私には何もない」

　誰かの期待に応こたえられるだけのものを、自分は持っていない。

　カリムのような箒さばきも、揺月のような魔法も、レイシャには使えない。

　長らく空を覆おおい尽つくしていた雲を払うような、そんなすごい力なんて、何一つとしてない。

　あの夜に見た星空。

　見ている人を打ち抜き、涙なみだを流すほどに感動させられるだけのものなんて、出来るはずもない。

　そうして、まず何より先に自分の不ふ甲斐がいなさを胸に抱き、空を飛ぶ。

　そんな彼女のもとへ、精霊圏から降りてきた精霊たちが、やわらかな緑黄色の燐りん光こうを放ちながら集まってくる。
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　アリステルの中心に建ち並ぶ高層建築群の狭はざ間ままで一息に落ちたカリムは、そこで体勢を立て直す。再び箒ほうきに跨り直すため振ふり回した箒の柄えで、そこらにいる精霊たちを掃はき集めると、すぐさまひとつの魔法を使う。

　ここ最近ですっかりお馴な染じみになった魔法蜂ばちの群れが、周囲を飛び回り始めた。

　そのままアリステルの街中を飛び始めれば、窓ガラス越しに見下ろしたり、地上から見上げたりする人々の視線に出で迎むかえられる。鋭く聞こえる指笛に、野太い歓かん声せいと黄色い声。たくさんの人々が、〈青空のヘクセ〉であるカリムのグラオベーゼンを間近で見られることに興奮している。

　カリムはそんな人々に鋭くキレのある飛翔を見せて応えながら、チラリと上空高くへと視線を送る。

　下降線に飛び込む直前に聞こえてきた、レイシャの声。ただカリムの名前を呼んだだけだが、そこには様々な感情が込められていたようにも思う。だけれど、たとえそうだとしても、カリムは迷わずアリステルの街並みを飛ぶ。

　加速からの急ブレーキのため箒の柄を持ち上げ先端を上空に向ければ、レイシャの使う魔法が見えた。彼女が精霊圏から精霊を呼ぶために行使しているそれは、遠目に見ても不格好なものだ。

『じゃあ、教えてよカリム。私のグラオベーゼンの魅み力りよくって何？』

　お伽の園を飛び立つ前に聞いたレイシャの言葉が蘇よみがえる。

　揺月の代役として急きゆう遽きよこんな大舞台で飛ぶことになってしまった不安からか、お伽の園で再会してからのレイシャは、いつもとはまるで様子が違ちがっていた。

　明るくて、茶ちや目めっ気があって、よく笑う。

　それがカリムの知っているレイシャだ。

　あんなやさぐれた姿は見たことがない。

「〈宿無し〉を全部解消して、早く先輩の所に戻もどらないとな」

　もちろん、グラオベーゼンを盛り上げるのも忘れない。カリムが少しでも街中で観客たちを盛り上げ熱ねつ狂きようさせれば、それだけレイシャの負担も減るはずだから。

　そう思いながら、カリムはキレのある動きで立ち並ぶ街灯をスラロームして行き過ぎていく。

　レイシャを心配するのと同じく、〈宿無し〉たちをきちんといるべき場所に返してやりたいと強く思っていた。

「恩返しだ」

　揺月と共にブルースカイ・フェスティバルを楽しむ。

　カリムが決して叶かなわぬと、胸の底で諦あきらめていた願いに気づかせ、叶えてくれた。そんな〈宿無し〉に恩を返したい。

　それが、カリムがこのグラオベーゼンにかける思いだ。

『あのね、ほんとはね、さみしいって言ってたの。わたしといっしょなの』

　イツキの言葉が脳のう裏りに蘇る。

　もし、互たがいにさみしさを抱いだいた精霊たちが寄り集まったのが〈宿無し〉なのだとしたら、そしてそれでもさみしさを紛まぎらわすことが出来ずに、自分たちの声を聞ける揺月やイツキに語りかけていたのだとしたら、やっぱり精霊たちにちゃんとした居場所を用意してやりたいと、そう思う。

　魔法蜂が挙動を変えた。先程までカリムの周囲を飛んでいるだけだった蜂はちたちが、もう次の瞬しゆん間かんにはこちらを先導するために飛び始める。自分を〈宿無し〉のもとへと連れて行ってくれる。

「見つけた」

　蜂が集まる場所、そこにはまだシルエットのみの〈宿無し〉が存在した。自身の周囲を周回する蜂の群れを見上げるように立つ〈宿無し〉は、やがて近づいてきたカリムに気がついたのか、ゆっくりと手を伸のばす。

『……』

　何かを囁ささやかれた気がした。しかし、自分はもう精霊たちの声が聞こえるほど子どもではなくなっている。ゆっくりと首を横に振ると、〈宿無し〉たちを彼らの本来いるべき場所へ連れて行くために魔法を使う。

　無数の蜂たちが形を崩くずしていき、光の軌き跡せきのみを残して〈宿無し〉を囲い込むように飛ぶ。やがて無数の軌跡は境目をなくし、ひとつの光り輝かがやく繭まゆとなる。

　カリムはその繭が割れるのを見届ける前に、次を探しに飛び立った。

　もう一度箒を振り回し、再び魔法蜂を自身の周囲に飛び回らせ、アリステルの街を飛ぶ。

　すぐ下で飛翔を見上げる人々から送られる歓声を背後に置き去り、魔法蜂の挙動に神経を集中する。僅わずかな反応すら見み逃のがさずに飛び、蜂たちが少しでもそれらしい動きをすれば、すぐさまその方向へと飛んでいく。

　そうして縦横無尽に飛び回りながら〈宿無し〉を見つけては、光の繭を作り出し、精霊たちが本来いるべき場所に戻れるように魔法をかける。

　シルエットのままのもの、今まさしく幼い少女へと手を伸ばしかけたもの、もうすでに側にいる少年の姿を象かたどったもの。

　幸いにして〈夢うつつ〉まで発はつ症しようさせているものと遭そう遇ぐうすることはなかったが、宮古の言葉以上に数の多い〈宿無し〉に驚おどろきを隠かくせない。一体どれだけの数がいるのかすらわからない中、アリステルの街を飛び続けるのは骨が折れる。

「っ、二方向」

　思わず舌打ちを漏もらした。魔法蜂の群れが半分に割れ、それぞれにカリムを先導しようと飛び始めたのだ。

　ぱっと見で蜂の数が多い方に飛び、すぐさま〈宿無し〉を見つける。蜂の群れが半分に割れたせいか、繭の光量が僅かに落ちているように感じるも、余りひとつ所に留とどまっているわけにもいかなかった。

　すぐさま分ぶん岐き路になった場所に戻り、もう一方の蜂の群れが示している方向へと飛んでいく。その先には多くの見物客が詰つめた一角があり、魔法蜂は彼らの頭上で周回していた。カリムがその地点に注視して、観客たちの少しだけ上を飛び過ぎると、確かに〈宿無し〉が存在した。親子で街へ繰くり出してきたのだろう、その側には父親と思おぼしき男性に手を引かれた少年がいる。

　カリムは〈宿無し〉への対処もグラオベーゼンの一いつ環かんだと思わせるために、ここまで跨またがり続けていた箒から降りた。そして彼ら見物客がいる一角を臨時のステージとして、夜空に華か麗れいなステップを刻み始める。

　誰かがそんなカリムのステップに合わせて手て拍びよう子しを打つ。それはすぐさまその一角に伝でん播ぱしていき、周囲にいる人達みんなが手を打ち鳴らし始めた。

　カリムもまた彼らにのせられるように、空を跳はね、踊おどり、持ち前の箒さばきを駆く使しして集つどった人々の熱狂に応える。一歩、二歩、三歩目で空を大きく踏ふみ切り、首を伸ばしてその行き先を追いかける観客の視線を釘くぎ付づけにする。

　そうして盛り上がりを見せるグラオベーゼンの中で、カリムは魔法蜂の群れを操あやつり、光の繭を作り出す。繭の側にいた観客たちは、自分たちのすぐ隣となりで魔ま法ほうを使われたことに興奮し、楽しそうな歓声を上げる。

　繭が出来たのを見届けると、再びアリステルの街中を飛び回り始める。その額には汗あせが浮うき、張り付いた前まえ髪がみが束となり、おでこに珍ちん妙みような模様を描えがく。

　しかし、そんなものにすら構う余よ裕ゆうもなく、カリムは新たな〈宿無し〉を探し飛ぶのだった。
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　揺月は鋭するどい視線で窓の外を見つめていた。

　遠く見える空は、精霊圏から精霊たちが降りて来た証あかしとしてほんのり緑黄色に輝いている。ミラー・ツリーの直上に揺ゆらめく光条は美しく、そして儚はかない。一度強い風が吹ふけばその瞬間に吹き散らされてしまいそうなほどだ。

「レイシャ、それじゃダメ」

　しかし、そんな光景を見る揺月の口から漏れた呟つぶやきは険しいものだった。緑黄色の輝きの中心を飛び回る人ひと影かげを見やりながら、迷いのない足取りで、ひとりお伽の園の廊ろう下かを歩いていく。

　直前まで遠見鏡で見ていた映像と相まって、どうしようもなく焦じれったい気持ちが膨ふくれ上がっていた。

　凡ぼん庸ようと言う他ほかない飛ひ翔しように、魔法も何だか曖あい昧まいなもの、そして何より精せい霊れいたちの声を聴きこうともせずに独りよがりで飛ぶ姿。見ていてちっとも面おも白しろくないグラオベーゼンを行うレイシャに、揺月は苛いら立だちに近い感情を抱いていた。

「……ッ」

　屹きつ然ぜんと唇くちびるを引き結び、漏れそうになる苦々しい呟きを飲み込む。〈夢うつつ〉の検査を終えた揺月は、病びよう棟とうエリアから真っ直すぐにグラオベーゼン用の箒があるフロアへとやってきていた。

「宮古」

　白衣の背中に呼びかける。振り返った宮古が僅かに眉まゆをひそめた。

「揺月？　アンタ検査はって、ちょっと待って。今はアンタに構っている場合じゃ」

「わたしも飛ぶ」

　慌あわただしい雰ふん囲い気きを身にまとっていた宮古が、煩わずらわしそうにこちらを見るのがわかった。その目ははっきりと、今相手をしている暇ひまはないと告げている。

「アンタ、自分が今まで何をしてたのかわかってるの？　今日はお伽の園から出さないわよ」

「でも、あれじゃ劇場庭園なんて出来上がらない」

　そう告げる揺月の視線の先、遠見鏡には現在のミラー・ツリーの袂たもとに広がる光景が映し出されている。

　まだまだ若木と言ってもいい木立は、どう贔ひい屓き目めに見たところで揺月の身長を少し越こえたばかりの高さしかない。お伽の園の屋上にある劇場庭園とは違ちがい、森ではなく垣かき根ねと言った方が正しい様相だ。

「それでもアンタは飛ばさない。揺月、もしまたアンタに何かあったらカリムが何て言うか、考えてみなさい」

　話は終わり、そう告げる態度で背を向ける宮古の腕うでを摑つかむ。

「だったらカリムをちゃんと空で飛ばして」

　その申し出に宮古は大きく息を吐はく。

「あのね、カリムは今グラオベーゼンと一いつ緒しよに〈宿無し〉の対処もしてるの。わかるでしょ、あれを放置しておいたら、アンタだってまた〈夢うつつ〉になるのかもしれないのよ」

「でも、今のままじゃいつまでたっても劇場庭園は出来上がらない。それじゃあ、精霊たちも居場所がなくて〈宿無し〉になっちゃう」

「劇場庭園のパナケアなら、多少時間をかけても育つわ。それより今直近の問題は〈宿無し〉よ。まさかこんなにたくさん発生してるとは思わなかったわ」

　まさに取り付く島もない物言いに、揺月は視線を鋭く宮古を見上げる。

「そんな目で見てもダメよ。そうそうアンタのワガママばかり聞いてもいられないの」

　諌いさめるような口調だ。しかし、だとしたら揺月はどうすればいいのだろうか。〈宿無し〉となり迷子のままアリステルを彷徨さまよう精霊たちに居場所を用意してあげたい。しかし、それを任されたレイシャのグラオベーゼンでは足りない。そして、宮古はカリムを〈宿無し〉の対処から外す気もない。

　揺月が飛べば、劇場庭園は出来上がる。それが可能であることは、誰だれよりも自分自身が一番よくわかっていた。

「ホント、なんだってこんなに〈宿無し〉が発生するんだか。勘かん弁べんしてもらいたいわね」

　ぼやく宮古の顔を見上げる。疲つかれた表情で遠見鏡を見つめる瞳ひとみには、何かにこだわり、そしてそれを決して譲ゆずる気のない決然とした意志の光が宿っていた。

「揺月、アンタは早く病棟エリアに戻りなさい。〈永久眠ねむり〉を発症しなかったからいいけど──、」

「妹さん？」

　揺月の一言に宮古が鼻白む。

「宮古が劇場庭園より〈宿無し〉にこだわるのも、〈夢うつつ〉になったわたしを飛ばさないで精霊たちから遠ざけるのも、妹さんのことがあるから？」

　宮古はその言葉に答えない。じっと見返してくるだけだ。

「だったらわかって。わたしにも大切なことがあるの」

　それだけ言うと、揺月は宮古の側そばを離はなれ、グラオベーゼン用の箒ほうきのもとへと歩いていく。

「揺月ッ」

　鋭く名前を呼ばれ振ふり向くと、宮古が仕方ないとでも言いたげに目め尻じりを下げて立っていた。その泣いているのか笑っているのかわからない顔を見返し、揺月は大だい丈じよう夫ぶだと告げるように小さく、でもはっきりと笑えみを浮かべ空へ飛び立つために箒を手にした。
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「レイシャちゃん……」

　静まり返った部屋の中に、葵の声がシンと響ひびく。さゆりもまた、遠見鏡を見つめながらそこに映し出された友人の姿に心を傾かたむける。箒の上に横座りをして、アリステルの上空を飛ぶ姿、そして魔法を使うたびに苦々しく頰ほおを歪ゆがめる姿が、さゆりたち三人から言葉を奪うばい去っていた。

　さゆりがレイシャと出会ったのは、学院に入学してすぐのことだ。ミヤビよりも葵よりも早く、ふたりは友人となった。

　きっかけは何てことはない。入学式の日に、さゆりがレイシャを口説いたのだ。

『君はとても可愛かわいいね』

　余りにも直球な言葉を、初めましての挨あい拶さつよりも先に投げかけた。

『よかったらこの後、どこかに寄っていかないかい？』

　初めは目を丸くしていたレイシャだが、次の瞬しゆん間かんにはもう笑みを浮かべていた。

『ありがとう。あなたはとてもきれいだね』

　その言葉に、とても驚いたのを覚えている。中学時代はさゆりがちょっと甘い言葉を囁いて、そして微ほほ笑えみかければ女の子たちは頰を染めはにかんだ。そうした反応が可愛くて愛いとおしくて、これまで多くの少女たちに微笑みかけてきた。

　だからレイシャの反応は新しん鮮せんだった。そして同時にこうも思ったのだ。

　ああ、彼女はきっといい娘こなんだろうな、と。

　そしてレイシャはさゆりが思っている通り、いや、それ以上にいい娘だった。明るく、素す直なおで、そしてちょっとした秘密主義。

　ミヤビや葵とも一緒に行動するようになり、親しくなっていく中で、レイシャが最後の一線で心を開いてくれないことに悩なやみもした。

　レイシャの明るい魅み力りよくに惹ひかれていたから、そのことに少しだけ傷ついたりもしたが、それでも彼女と一緒にいるのが楽しくて、くすぐったくて、嬉うれしかった。そうしてちょっとしたもやもやを抱かかえながら時間を過ごしているうちに、ようやく気が付くことがあった。

『レイシャってさ、自分で頑がん張ばっちゃうから、人に頼たよるの苦手でしょ』

　それは去年の夏も終わろうかという時季だった。レイシャがどうしても食べたいと言っていたシャーベットを食べているタイミングで、ミヤビがそう言ったのだ。

　余りにも唐とう突とつなミヤビの言葉に葵も揃そろって頷うなずいていたから、レイシャは大いに戸と惑まどってみせた。そんな友人の姿を見ながら、さゆりは得心を抱いだき、胸の中でもやもやとしていたものがきれいになくなるのを感じた。

　人に頼るのが苦手。

　まずは自分で解決しようとして、そして実際にしてしまう。

　だから、ちょっと辛つらいことがあっても、何か嫌いやなことがあっても、レイシャはまずは自分で感情を落ち着けようとしてしまう。

　それが、レイシャを秘密主義だと感じていた正体だった。

　思えば、試験の勉強も、日々の課題も、ちょっとした人間関係にしたところだって、レイシャがさゆりたち三人を頼った例ためしがない。それ以外にも、そう、カリム・カンデラについてもそうだ。

　結局、レイシャからあの後こう輩はいについてちゃんと相談を受けたのは、ブルースカイ・フェスティバル前日の夜だった。

　カリムとふたりで出かけることになったけど、何を着ていけばいいのかわからない。

　レイシャからそうしたメッセージが飛んできた時、とても嬉しく思ったものだ。

　だから反対に今、さゆりは苦しかった。

　レイシャが困っているのがありありとわかる。あのレイシャが苦々しげな表情を浮かべて何度も失敗をしている。どうにもうまくいかないものを目の前にして、頼るものもなく、またひとりでどうにかしようとしている。

「……レイシャ」

　その姿を見て思う。

　誰か、誰でもいい。

　今のレイシャが頼れる人に、彼女の側まで飛んでいって欲しい、と。

　それは、さゆりにもミヤビにも、葵にも出来ないことだから。
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　レイシャはひとつ、魔ま法ほうを使ってみる。

　しかしそれは、グラオベーゼン冒ぼう頭とうに花を咲さかせ花弁を散らそうとした時と同様に、どうにも尻しりすぼみで終わってしまう。

　もうひとつ続けて魔法を使ってみる。

　今度はカリムを真似まねて、飛ぶ鳥の群れを自身の周りに遊ゆう弋よくさせようと試みる。

「うっ、く……っ」

　思わず唸うなり声が漏もれた。

　どうにか鳥をデフォルメしたようなシルエットを作り出したところで、しかし魔法は弾はじけてしまう。キラキラと陽ひの光を反射して舞まい散る精霊たちは確かに美しくはある、だけれどレイシャが求めるものは、そんな当たり前の美しさではない。

　カリムや揺月のように、誰かの胸に突つき刺ささるような魔法を使いたい。

　だけれど才能がない。技能もあのふたりに比べれば大したことはない。

　あのふたりに出来るからと言って、自分にも出来るとは到とう底てい思えない。それだけの違ちがいを、レイシャはもう見せつけられている。

　それでもせめて、と思いはする。

　今回のグラオベーゼンに臨のぞんでよかったと、そう思えるだけの魔法を使いたい。

　そうでなければ自分がどうして今、この空で箒に乗っているのかがわからなくなってしまう。

　誰に賞賛されずともいい。ただせめて今この時間を、自分自身はよくやったと、そう思えるだけの時間にするために、たったひとつでいい、何かそうした魔法を使いたかった。

「あ……」

　またひとつ魔法が弾けて消える。緑黄色の残ざん滓しが夕日を照り返しつつ、遥はるか下で立ち並ぶ若木へと降り注ぐ。

　これだけの上空から見てもまだまだ木々は育ちきっておらず、お伽の園にある劇場庭園のように、梢こずえにより地面が見えなくなるといったお馴な染じみの風景とは遠い。

　それもまた、レイシャが劇場庭園を育てられるに足るだけの魔法を使えていないことに他ほかならない。

「はっ、はっ」

　飛び始めてそれなりの時間が経たつからか、レイシャの息も上がってきた。カリムみたいに激しく動き回ることはしないけれど、それでも飛び続ければそれなりに体力を消しよう耗もうしてしまう。

「……んく。はあっ」

　口の中に溜たまった唾つばを飲み込み、魔法を使う。もううまくいかないのはわかっていても、それでも精せい霊れいたちは集め続けなければいけない。

　それが、今この空を飛ぶレイシャの役割なのだから。

　だけれど、と心の中で呟つぶやく自分がいるのを自覚している。

　だけれど、もういい加減に辛い。

　ずっと箒の上に乗っているからお尻は痛いし、背中も腕うでも少しずつだけれど張ってきているのがわかる。飛ひ翔しようだって、さっきから似たような軌き道どうを繰くり返かえしているだけで、ちっとも面おも白しろみのないものになっている。

　どうしよう、と思う。

　どうすればいいのだろう、と考える。

　しかし、そうして思い考える頭も、何だかぼんやりとしてきた。薄うすく白んでくる意識に頭かぶりを振ふる。

　現状を打破出来るだけのものをレイシャは何一つとして持っていなかった。

「はあっ、うっく……っ」

　もう本当にしんどいのだ。

　体も、頭も、飛んでいるのも、そして魔法を使うのも。

　やっぱりこんな大だい舞ぶ台たいは不ふ釣つり合いだったのだと、自じ嘲ちようする気持ちが大きくなる。

　彼らに比べればどうにも凡ぼん庸ような飛び方に、ちっとも形にならない魔法。ろくにパナケアを育てることすら出来ないのに、世界中から人々が集まってくるブルースカイ・フェスティバルでグラオベーゼンを行うなんて、そんなの土台無理な話なのだ。

「ふう……ッ」

　熱い息を吐はき出すと一いつ緒しよに、ストンと肩かたが落ちるのを感じた。ただでさえ緩ゆるやかな飛翔が、ただ浮ういているかのような状態にまでなる。

　どうせ誰だれにも期待されていないのだから、もうここで終わりにしても。

「いいかな、もう」

　ぼんやりとした頭でそう考えた時だった。レイシャは自分の周りにいる精霊たちが奇き妙みような動きを見せたのを感じ取った。何かに惹かれるような動き。その方向に行けば、きっと楽しいことがある。そんな、どことなくはしゃいだ動きを精霊たちが見せている。

「何？」




「レイシャ、それじゃダメ」




　その声に、レイシャは驚おどろき顔を上げた。余りにもびっくりしてしまったせいか、少しだけバランスを崩くずし、箒ほうきが変な軌道で明後日あさつての方向に飛んでいこうとするのを立て直さねばならなかった。

「それじゃ、精霊たちは応こたえてくれない」

　冷たく気持ちいい声が耳じ朶だを打つ。

　どうして、と思う。

　なぜ、彼女の声が聞こえてくるのか。

「どうして……」

「いいから、ちゃんと飛んで」

　そのすげない言葉。端たん的てきに告げる、その話し方。

「わ!?」

　目の前を、何かが横切り上じよう昇しようしていく。レイシャのものとは似ても似つかない冴さえた飛翔。疲つかれでぼんやりとしたレイシャをたたき起こすような、そんな軌き跡せきを追いかければ、そこにはこちらを見下ろす少女が箒に跨またがり浮いていた。
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「揺月さん」

　アッシュブロンドの髪かみを風に靡なびかせ、夜の帳とばりと混ざり始めた夕焼けを背景に、樫宮揺月が空にいた。

「どうして揺月さんが……」

　飛んでいた箒は完全に止まり、レイシャは宙に浮いたまま揺月のことを見つめる。

「お礼」

「え」

「レイシャのおかげでお祭りが楽しかったの。だから、今度はわたしの番。わたしがレイシャに教えてあげる。飛ぶのは楽しいってこと」

「でも、私が揺月さんみたいに飛ぶなんて」

「別に、わたしみたいに飛ばなくていい。大だい丈じよう夫ぶ。カリムにだって出来るから、レイシャにも出来るよ」

　すっと、揺月はこちらに言葉を投げかけながら下を指さした。それに従い下に視線を落とせば、二週間ぶりとなる感覚を思い出す光景が広がっていた。

「あ……」

　呟きとも吐と息いきとも取れないものを口から漏らした視線の先には、見知ったアリステルの街並みが広がっている。

　都市の中心で陽光を照り返す白金色の蔦アイヴ編イ・みコク繭ーンの建築群を始めとする高層建築の数々、ブルースカイ・フェスティバルの初日にカリムと一緒に行った、昔ながらの趣おもむきを残す赤茶色のレンガ作りのこぢんまりとした建物の並び。そして、都市の随ずい所しよで枝葉を広げる常緑の木々に、冬の季節に葉を落とした裸はだか木ぎの数々。

　レイシャが生まれ育ち、そして今も暮らす、馴染み深い都市、アリステル。

　その街並みの様相が、グラオベーゼンを行っているうちに変へん貌ぼうしていた。

　都市の大通りから、路地裏から、数あま多たの輝かがやきが空へと舞い上がっている。

　ひらひらと、ゆらゆらと、瞬またたいている。

　冬の季節には早いその姿は、無数の蝶ちようだ。

　本来ならば、もう少し暖かくなってから飛び回る蝶の群れは、季節を先取りしてアリステルの街並みを埋うめ尽つくし、そしてゆっくりとレイシャたちがいる空までも昇のぼってこようとしている。

　また、打ち抜ぬかれた。

　それらの蝶は、きっとカリムが〈宿無し〉の対処をした証あかしなのだろう。しかし、レイシャからすれば、眼下の光景は胸に迫せまるほどの美しさを誇ほこっていた。

　やっぱりカリムはすごい、と素す直なおにそう思った。

　たったひとりでこんなにも心奪うばわれる情景を作り出してしまうのだから。

　それに比べて、自分のなんと不ふ甲斐がいないことか。

　揺月は結局空に上がってきてしまい、そしてカリムには再びこうして見たこともない素す晴ばらしい光景を見せられ、圧あつ倒とうされてしまっている。

「はは……」

　やっぱり無理なのだ。

　レイシャがふたりのように何かをしようなんて、そんなことが出来るはずもない。

「レイシャ、飛ぶよ」

「え」

「早く」

　先に飛び始めた揺月が、未いまだ宙に留とどまるレイシャを不思議そうに見やる。その眼まな差ざしは純じゆん粋すいに、レイシャがなかなか飛び始めないのを訝いぶかしんでいるだけだ。どこにも、情けない自分を非難する色がない。

「……うん」

　レイシャは小さく頷うなずいてみせると、すぐさま揺月の後を追いかけ、そして横に並んだ。横座りしたこちらの正面にいる少女は、普ふ段だんよりも鋭するどい視線で前を見つめ、そしてこう囁ささやくのだった。

「劇場庭園、わたしとレイシャで育てるから」

　それはレイシャに対しての宣言のようでもあり、ただ彼女が決めたことを伝えるだけのものだったのかもしれない。

　しかし、その一言は胸の内に強く響ひびいた。

　揺月からそんな風に言われるとは思ってもいなかった。きっと、自分が情けないから空に上がってきたのだと思っていた。一緒に飛んでいいなんて、そんなことが許されるわけがないと思っていた。

　だけど、揺月は許してくれた。

「……ありがとう」

「何か言った？」

「うん。でも、あとでちゃんと言うよ」

「そう。じゃあ、ちゃんと飛んでね」

「わかった」

　その言葉を合図に、レイシャと揺月によるグラオベーゼンが幕を開けた。

　直前に揺月と言葉を交かわしたからだろうか、レイシャはカリムと共に飛び始めた当初に比べて、いくらか落ち着いてグラオベーゼンに臨のぞめていた。

　ミラー・ツリーよりさらに高い場所。

　レイシャと揺月以外は精霊たちしかしない空で、心に静けさが満ちていくのがわかった。

　カリムと一緒に飛び始めた当初は、余りの実力差に焦り、必死に食くらいつこうと余よ裕ゆうなんてさらさらないまま、振り回されるようにして飛んでいた。しかし今、レイシャは箒の上で上品に横座りをし、飛び姿に野や暮ぼな崩れなど見られない格好で空を飛んでいる。

『それでも、先せん輩ぱいの飛び姿はきれいです』

　カリムがそうやって言ってくれたことを思い出す。

『ちゃんと飛んでね』

　たった今揺月に言われた言葉を胸の内で反はん芻すうする。

「カリムや揺月さんみたいには、出来ない」

　レイシャは自身へはっきりそう告げた。

　全身を使って誰の想像にもない箒さばきを見せるカリムや、身投げするような無む茶ちやな飛び方をする揺月とは違ちがい、レイシャの飛翔に派手さは全くない。しかし、そのふたりにはない静かな美しさがレイシャのグラオベーゼンには存在する。

〈青空のヘクセ〉の飛翔を期待していた人々は残念に思うかもしれない。誰の目にも鮮あざやかな、青空を作り出した圧倒的な飛翔はレイシャの飛び姿にはないのだから。それでも、見ている内の何人かをその静せい謐ひつな飛び姿に引き込んでみせるだけの魅み力りよくは、確かに備えているのだった。

「すぅ──」

　細く深く息を吐き出す。それと一緒にわだかまっていた雑念も追い出していく。

　ゆっくりと、自分の飛ひ翔しように集中していく。

　側そばに精せい霊れいたちを従え飛ぶレイシャの姿は、彼女が普ふ段だん覗のぞかせる明るい少女らしさとは正反対の、凛りん然ぜんとした女性らしさが滲にじんでいる。

　スッと無理なく伸のばされた背筋に、柔やわらかく、そして流りゆう麗れいな所作で箒の柄えに添そえられた指、さらには箒の上で飛んでいるにも拘かかわらず、プラプラと揺ゆれたりせずにきちんと揃そろえられた脚あし。そうしてうっすらと微ほほ笑えむ表情は、カリムとデートをしたあの時よりも、よほど洗練された女性としての姿を演出していた。

　ともすれば、その姿こそがレイシャ本来のものなのかと思うほどだ。完全に精霊離ばなれしてしまう直前の、17という年の頃ころだからこそ成り立つ少女と女性の狭はざ間まにある魅力が、遺い憾かんなく発はつ露ろしている。

「ふう」

　レイシャは飛びながらひとつ吐息を漏もらす。

　ようやく落ち着いてきた自身の鼓こ動どうと、それに伴ともない普段通りの飛翔が出来ている安あん堵どが漏れ出したのだ。

　階段の手すりにお尻しりを乗せ滑すべり降りるような滑なめらかさで飛んでいたレイシャは、風の巨きよ人じんに下から優やさしく持ち上げられたのかと錯さつ覚かくする柔らかさで上昇曲線を描えがく。

　箒の穂ほから延びる軌跡すらも、乱れのない品の良さで昇っていったかと思いきや、体が垂直になった地点で、たった今自分で引いた上昇曲線を辿たどり返す。それはちょうどブランコが揺れては戻もどるのにも似て、宙のどこか一点に見えない支柱が設けられているようでもあった。

　横座りした体勢で、僅わずかに首を捻ひねり後ろを確かく認にんする姿は、肩かたごしに目が合う異性がいれば陶とう然ぜんと見み蕩とれていたに違いない女性としての引力を備えている。

　ツイとした伏ふし目がちの流し目に、肩に隠かくれた口元、そして風に煽あおられた髪の隙すき間まから覗のぞく形のいい耳みみ朶たぶ。人形然とした容姿を持つ揺月とは違い、確かな生気を感じさせる容よう貌ぼうは、レイシャが元来持つ明るさや清すが々すがしさと相まって、空に咲さく一輪の花として存在感を増していく。

　ふわりふわりと、風に乗った木の葉がゆっくりと地上を目指していくのにも似た飛び方には、それこそ抜けるような青空がよく似合った。精霊たちの作り出す緑黄色の淡あわいカーテンの中、オレンジブロンドの髪を揺らすレイシャの姿は、木こ漏もれ日がほころぶ街路を歩んでいるかのように優美で穏おだやかだ。

「レイシャはきれいだね」

「……揺月さん」

「わたし、好きだよ。レイシャの飛び方。だから、そのまま飛んで」

　そう言うと、揺月はレイシャに並走する形で飛び始める。

　優美な静けさを湛たたえて飛ぶレイシャに対して、冴さえ冴ざえとした飛翔を見せる揺月。

　飛ぶ速さも、高さも、そして方向も、全すべてが同じなのに、レイシャと揺月の飛び方はこうも違う。

「揺月さんはかっこいいね」

「いいでしょ」

「うん。私も揺月さんが飛んでるの見るの、好きだよ」

　でも、違うからと言ってどちらかを卑ひ下げするものではない。揺月もレイシャも違う人間なのだ。カリムへ向ける『好き』の形が違ったように、飛ぶ姿が違ったところで、何ら不思議なことはない。

「ちゃんとついて来てね」

「わかった」

　飛び始めはゆっくりとしていた揺月だが、しかし瞬く間に速度をノせていくその飛翔に、レイシャは端はなから付いていこうなどとは考えていなかった。

　カリムと飛んだ数分で痛感したことを繰くり返す理由もない。

　出来ないことは出来ないのだから、無理をして肩かた肘ひじ張はって、それで無様を晒さらすぐらいなら、自分をブラさずに飛んだほうがよっぽどいい。

　背筋を伸ばし、胸を張り、指は優しく柄に添えて、そして脚はきっちりと揃える。

　自分本来の飛び姿を忘れずに飛ぶのだ。

　揺月が好きだと言ってくれた。誰だれかに認められたその嬉うれしさを嚙かみ締しめるならば、しっかりと箒ほうきの上での姿を貫つらぬく。

　それだけを胸に抱いだき、同じ空を飛ぶ揺月へと意識を傾かたむける。

　静かな湖面に手て漕こぎのボートを滑らせるようなレイシャの飛び方とは、まるで違う揺月の強い飛翔。緩ゆるやかな弧こ線せんを描くこちらの軌き道どうとは正反対に、揺月が残す軌き跡せきは直線的で鋭えい角かくだ。

　旋せん回かいも転回も、上昇も下降も、全てが鋭く空を削けずり取るように飛ぶ。

　だけれど、この広い空の中で、レイシャと揺月の飛翔は不思議な調和を持って互たがいに絡からまり合っていた。

　レイシャが箒を立てて半円形の軌跡で上昇していけば、揺月は滑かつ空くう途と中ちゆうで身を捻ひねり、強ごう引いんとも見える転回でレイシャが目指す上昇の限界点に先回りして飛ぶ。

　その最頂点で揺月が宙へと身を投げ、彼女だけの下降線に飛び込んでいけば、レイシャは真っ白な羽う毛もうが落下していくような動きで、そんな揺月を追いかける。

　技術も、速度も、箒の上での仕草も、何もかもが違う。それにも拘らず、レイシャと揺月はとある地点でピタリと息を揃えていた。

　それが何に起因したものなのかは、レイシャ自身にはわからない。ただ、飛翔の節目となる出発点と到とう達たつ点を揺月との間で共有出来ている実感だけがあった。

　近くに寄り添い交わす言葉はない。

　通しワイズ手鏡ミラーで会話をしているわけでもない。

　広い空においては目線すら合わせるのは困難だ。

　それでもレイシャには、それとなく揺月のしたいこと、飛びたい方向が伝わってきた。まるで耳元で風が囁くように、ふとした瞬しゆん間かんにそれらがわかるのだ。

　とても楽しく、不思議で、なんだかくすぐったい感かん触しよくだった。

『もっと精霊たちの声を聴きいて』

『揺月さん？』

　決して近い場所を飛んでいるわけでもないのに聞こえてきた揺月の声と、それに答える自分自身の声。そのどちらもが、午前中に遭そう遇ぐうした〈宿無し〉によく似た儚はかない響きを持っていた。

『ひとりで飛んじゃダメ。箒は、精霊たちと一いつ緒しよに飛ぶものだから』

　揺月の言葉に促うながされ、自分の周囲を揺蕩たゆたう精霊たちに目を向ける。

　緑黄色の燐りん光こうを放つ、とても小さな存在。余りにも当たり前に過ぎて、こうしてグラオベーゼンを行っている最中ですら、意識することがほとんどない存在。

『精霊たちの言葉に、ちゃんと心を澄すまして。そうすれば魔ま法ほうも使えるし、ちゃんと飛べるから』

　レイシャは揺月の言葉に込められたものを汲くみ取ろうとする。

　精霊たちの声を聴く。

　揺月はそう言った。心を澄まして、ちゃんと彼らの言葉を聴くのだと。

　それが何を言っているのかと疑問を抱くことはなかった。精霊たちの声ならば聞いたことがあるのだから。

　レイシャだけではない。

　この世界に生きる人ならば誰だって、子どもの頃は精霊たちの声を聞いて育つ。ささやかで、小さく、それでいて遊び好きな彼らの存在を、何より身近なものとして育つのだ。

　しかし大人になっていくにつれ、人々は精霊たちが当たり前にそこにいるものとして意識をしなくなっていく。

　もう当たり前に自分たちの生活に溶とけ込んでいるからこそ、彼らを特別なものだと思わなくなっていくのだ。

　でも、それも仕方がないことなのかもしれない。

　大人になればなるほど、長く生きれば生きるほど、自分にとって特別なものはいくつも現れては消えていくのだから。

　今大切に思っているものが、五年後も十年後も大切なものである確証は誰にもない。特別だと思っていたものに慣れ、そして気が付けばそれが当たり前となるのに、人はそう長い時間をかけるものではないことを、レイシャもこの十七年の人生で知っていた。

　小学生の頃に仲の良かった友達がいた。あるとき、その子と喧けん嘩かをしてしまった。その時のレイシャにとって、その事実はとても大事で、それこそ彼女のちっぽけな世界の全てと言ってもいいぐらい、特別なことだった。

　だけれど、今もそれが特別なことなのかと、自分の世界全てを覆おおうほどに大きなものなのかと言えば、もうそんなことはなくなっていた。

　仲直りをしたその娘こは、今でも友人だ。時折、連れん絡らくを取ったりもする。しかしそれはもう日常の一幕として、ミヤビやさゆり、葵なんかと過ごす時間の狭間に優しく溶け込んでいる。

　あんなこともあったね。

　そう言えば、これ覚えてる。

　今は全然そんなことないのにね。

　そうした言葉の数々と共に語られる思い出だ。

　それをさみしいとは思わない。なぜなら今もその娘との関係は続いていて、ふとした瞬間に思い出しては、ああ、そういえば、と懐なつかしむことが出来るからだ。

　特別は不変ではない。

　時間と環かん境きようと、自らの変化によって、思い出と懐かしさと、現在におけるささやかな息いき抜ぬきの瞬間へと変わっていく。

　それが当たり前で、それが当然なのだ。

　だから、精霊たちにおいても、そうなのだ。

　ふとした瞬間に幼い頃を思い出し、懐かしさと共にその存在を思い出し、そしてほんの少しの間思いを馳はせる。だけれど、時間は待ってくれないし、環境はいつまでも昔せき日じつに浸ひたることを許してくれない。何より、自分自身が変わろうとしてしまう。

　だから、精霊たちの存在は再び、心の中で思い出としてかすれていくのだ。

　そうしてこの世界に生きる人々は、大人になっていく。

　子どもから大人へと。

　精霊たちと遊んでいた幼さから、他人と触ふれ合う若さを経ていく。

　少しずつ、精霊離れをしながら。

　本当はいつだって幼さを取り戻せるはずなのに、自分にあった稚ち気きがどんなものなのかを思い出せずに、そうしていつしか精霊たちを当たり前に生活の中にいるものとして意識をしなくなってしまう。

「だったら、私は幸せかな」

　レイシャはそう呟つぶやいた。

「だって、まだ箒で飛べる」

　それは少しでも精せい霊れいたちと過ごした童心を思い返せることだと思ったから。

　まだまだ精霊離ばなれが出来ていない、幼さを残しているということだから。

　大人になりきれない、子どものままでいられているということだから。

「また、昔みたいに遊ぼう」

　それは優やさしい語りかけだった。

「思い出したよ。君たちと初めて空を飛んだ時のこと」

　ひっそりと呟かれるのは、胸に滲にじんだ懐かしさからの言葉。

「あの頃ころみたいにまた、私と飛んで、遊ぼう」

　幼き思い出に抱く郷きよう愁しゆうが、ゆっくりとレイシャの全身を満たしていく。

『……』

『…………』

『………………』

　声が聞こえた。その意味まではわからないけれど、遠い昔に最も身近に聞いていた声が、今再びレイシャの耳元で囁ささやかれた。

「ありがとう。精霊さんたち」

　そう、昔はそんな風に呼びかけていたのだ。お母さんが、精霊さん、と呼ぶものだから、幼いレイシャも同じように呼びかけていたのだった。

　ひとつ笑えみを漏もらす。

　それは優しい喜びが滲んだ、温かな笑みだった。

　飛ぼうと、思う。

　この祭りを、精霊さんたちとも一緒に飛ぼうと、そう思った。

　その瞬間、レイシャの周りが華はなやいだ。

　これまでうまくいかなかった魔法が、いとも容易たやすく使えていた。

　精霊さんたちが一緒に遊んでいてくれるからだと思った。彼らと寄り添そって飛べるのなら、きっとこの夕空を素す敵てきに彩いろどり、そしてこの祭りに相応ふさわしい最高のクライマックスを作り出せる。

『揺月さん』

『うん、それで大だい丈じよう夫ぶ』

『みんなで一緒に、楽しみましょう』

　それが青空を記念した、ブルースカイ・フェスティバル最後の盛り上がりが開始する合図となった。




　　　　　　　▼




「はは、すごいな、これは」

　カリムは空を見上げ声を上げた。その視界を彼が作り出した輝かがやく蝶ちようが過よぎっていく。そのやわらかな羽ばたきと交こう錯さくするように、とあるものが空から舞まい降りてきた。

　花弁だ。

　それも一枚、二枚の話ではない。花はな吹雪ふぶきと言っても過言ではない量の、色とりどりの花弁がアリステルの街並みへと降り注いでいる。

　赤、白、橙だいだいにピンク。薄うすい紫むらさきに濃こい紫、清すが々すがしくなるほどの青もあれば、目に眩まぶしい黄色もある。

　都市の街中から舞い上がる緑黄色をした蝶の輝きに負けじと、ミラー・ツリーのてっぺんよりも遥はるかに高い空からもまた、籠かごいっぱいの花びらをばら蒔まいているかのように、陽ひの光を反射しながら無数の花弁が舞い散ってくる。

　それらは色しき彩さいだけでなく種類も豊富だ。

　カリムも幼い頃に育てた覚えのある朝顔に、季節を早取りしたパンジーやデイジー。先ほど飛んでいる最中に花屋の軒のき下したで花束になっているのを見た真っ赤なバラの花弁に、楚そ々そとした白しら百合ゆり。

　種々様々な花の花弁が緩ゆるく吹ふく風に流され、青空を背景に乱れ飛ぶ。

　そんな中、これぞお祭り騒さわぎと言うべきか、アリステルは熱ねつ狂きように満ち満ちていた。

　多くの人が通りに躍おどり出て、そうでない人は窓やドアから一歩外に出た場所で、空を見上げていた。

　遠く見える青空と、舞い飛ぶ蝶の群れと、幾いく重えにも重なる色とりどりの花弁。まさしくフェスティバルと呼ぶに相応しい光景だ。

「先せん輩ぱい、やるじゃん」

　今、上空でこの魔法を使っているレイシャへと、素す直なおな賞賛の意を表する。ブルースカイ・フェスティバルのクライマックスに相応しい盛り上がりを見せるアリステル。その熱狂に後押しされ、箒ほうきを手に踊おどり始める。

〈宿無し〉の対処を全すべて終わらせたカリムのグラオベーゼンもまた、今日一番の盛り上がりを見せていた。

　いつも通り街中を飛び回るのはもちろんだが、人々が歓かん声せいを上げている一角に降りていっては彼らの頭上スレスレを飛びながら、観客たちとハイタッチを交かわす。

　路上にいる男性とも、テラスから身を乗り出す女性とも手を打ち鳴らす。集合住宅の壁へき面めんを駆かけ上がって、窓から手を出す人々と下より順に手を合わせていくのは、心が躍った。

　そうしてアリステルに元々住んでいる人や、青空を見るために訪おとずれたたくさんの観光客たちと触れ合い、彼らの弾はじける笑顔を見つつ飛んでいく先にあるのはミラー・ツリーだ。

　大盛り上がりのグラオベーゼン、その始まりの場所へと戻もどってきたカリムは、誰だれよりも先にその変化に気がついた。

「本当に劇場庭園になってる」

　思わず感かん嘆たんの呟きを漏らしてしまうほどに、ミラー・ツリーの外周部はぐるりと木立に覆われ、たっぷりとした梢こずえが風に揺ゆられていた。たった一度のグラオベーゼンでこれだけ多くのパナケアを育て上げ、ここまでしっかりとした劇場庭園を造り上げられるとは、素直に驚おどろきだ。

「すごいな」

　せっかくだからと、カリムはミラー・ツリーの外周をぐるりと周回し、アリステルに新しく出来た精霊たちの居場所を眺ながめて回る。

　カリムが空へと飛ばした蝶の群れも、今レイシャが魔法により散らしている無数の花弁も、その多くが、この新しい劇場庭園に居場所を求めるかのように、自分たちの意志で、あるいは風に乗って緩やかに降り積もってきていた。

　木立の中に飛んでいった蝶は、森の中でその形を解いて元の精霊としての姿に戻り、手近な木に宿り眠ねむりに就つくのだろう。降り積もり梢の上に折り重なった花弁の数々も、いずれは魔ま法ほうが解け、精霊として森の中に溶とけ込んでいくことだろう。

　街中にこれだけ立派な森が存在すれば、精霊たちも〈宿無し〉となりアリステルの中を彷徨さまよわずに済む。

　その結果に満足し、今も上空にいるレイシャのもとへと飛んでいこうとした時だった。不意に聞こえた音に眉まゆをひそめた。

　何かが砕くだける音だ。それもひとつではなく、ふたつみっつと連続し、瞬またたく間にその音は連れん鎖さしていく。

　グラオベーゼンに熱狂する人々の声ではない。

　誰かが鳴らす指笛でも、打ち鳴らされる拍はく手しゆでもない。

　それは何かが壊こわれていこうとする音だ。何が、と思う間にカリムはそれを目まの当たりにした。

「ミラー・ツリーが……」

　その言葉通り、音の正体はミラー・ツリーからだった。砕ける音は、その表面に張られた鏡が発する音だった。

「おいおいおい!?」

　冗じよう談だんだろ、とばかりに驚き見つめる先、その変化は留とどまることを知らずに進行していく。

　それは、劇場庭園からの侵しん食しよくだった。

　ミラー・ツリーの袂たもとから伸のびてきた蔦つたが鏡張りの塔とうに巻き付き、上へ上へと腕うでを伸ばす。その表面に張られた鏡の多くがひび割れ、砕け、そして散っていく。止める術すべなどないままに蔦同士が絡からまり合いさらに強固な腕となり、ミラー・ツリーを覆おおい隠かくしていく。

　その様子に、開いた口が塞ふさがらなくなる。

　眼前の光景が上空での魔法と、カリム自身が多くの〈宿無し〉を解消し無数の精霊たちを一度に送り込んだ結果だとは、余りにも衝しよう撃げき的過ぎて受け止めるのに時間が必要だった。

　そして呆ぼう然ぜんと見つめる前で、ミラー・ツリーは弾けた。

　表面の鏡は砕け散り、その破は片へんが袂に広がる劇場庭園へと降り注ぐ。表面を太い蔦の腕に覆われ、このたった数すう瞬しゆんのうちにすっかり変へん貌ぼうしてしまった姿を見せる塔に、アリステルの盛り上がりは冷めるどころかさらに大きなものとなっていく。

　新たに劇場庭園を造るからと、ミラー・ツリー周辺の人々の出入りを禁止にしていたのが功を奏している。そうでなければ降り注ぐ鏡の破片に、とてもではないが祭りどころではなかっただろう。

「ははっ、本当にすげえ!!」

　街中の人々同様、カリムも歓声を上げていた。

　目の前でひとつの巨きよ大だいな建造物が、侵おかされ、壊され、塗ぬり替かえられていく。その興奮にあてられ、顔いっぱいに熱狂的な笑みを浮うかべる。

　眩まばゆい夕日を反射して劇場庭園へと降り注ぐ鏡の破片。そして茜あかね色いろの輝きが乱れ飛ぶ中心で威い容ようを誇ほこる蔦絡みのミラー・ツリー。

　真新しい廃はい墟きよという矛む盾じゆんしたその有り様を前にした昂たかぶりから、カリムの箒が再び空にステップを刻み始める。

　ゆっくりとミラー・ツリーの外周を覆い隠していく蔦を追いかけるように、不規則な軌き道どうを描えがきながら空を目指す。その行く先からはまだまだ無数の花弁が降り注ぎ、後ろから追いかけてくるように、たくさんの蝶がやわらかな羽ばたきを残している。

　二週間前の星空とは違ちがう、流動的な美しさがそこにはあった。

　鏡片に乱反射する夕日が、花弁と蝶を様々に照らし出し、片時たりとも同じ情景を見せ続けることがない。時に強く、時に弱く、やわらかく照らし出すこともあれば、眩まばゆく鮮あざやかに眼下の街並みへと光条を降り注がせている。

　まるで、ミラー・ツリーを中心に光の梯はし子ごが延びているようだ。

　誰かに手を差し伸べるように、ほんの一瞬だけその心を掬すくい取るような光の帯。そこに無数の花弁が降り注ぎ、光条の中へ導くかのように蝶の群れが飛び交かう。

　命を祝福している。

　奇き跡せき的な情景に、そんなことを思う。

　理り屈くつなどない。

　理由も、根こん拠きよだって存在しない。

　ただそれでも心に染しみてくるのだ。

　この光は、この光景は、今生きている全てのものを、アリステルに集つどう多くの命を祝福したものだと。

　今この一時に同じものを見て、同じものを感じ、そして心動かされている都市の全て。

　バラバラな個々として集まりながら、ひとつの都市を形成し、共に祭りを楽しんだ全ての存在に対して、等しく光は降り注ぐ。

　そんな光の中で、箒を駆る。

　もう二度と訪れることのない瞬間を、余すところなく心に留め置くため、空を飛ぶ。

　後で思い返した時、事実がどうだったかなどと野や暮ぼな考えに邪じや魔まされないように、しっかりと胸の内に刻み付けてゆく。

　壊れていく儚はかなさと、飲み込んでいく強大さと、そして生まれ変わっていく奇跡を忘れないように。この先様々な出来事に直面したとき、自分はこうして祝福の中にいることが出来たのだと、思い出せるように。

　やわらかな光が揺れる。

　カリムの飛ぶ姿が、これまでのものとは少しだけ趣おもむきを異にしていた。箒を踊らせ、誰もがあっと驚くような箒さばきを披ひ露ろうし、見ている人全てを楽しませる。そんな興奮の坩堝るつぼの中心にいるかのような騒がしさの一いつ切さいを取り払はらっていた。

　丁てい寧ねいに、静かに、そして冒おかしがたく。

　神聖な情景の只ただ中なかを飛ぶカリムは、まるで何かに目覚めたかのように、自身の飛ひ翔しように静せい謐ひつを呼び込んでいた。

　特別飛び方を変えたわけではない。

　箒に跨またがらないのは相変わらず。全身を使って箒を取り回すのもこれまで通りだ。ただ、その仕草のひとつひとつが普ふ段だんとは違っていた。

　静かな湖面に雫しずくを一いつ滴てき垂らすのにも似ている。

　小さな波は紋もんがやがて大きく静かに凪ないでいくように、アリステル中から寄せられる視線と心は、カリムの飛翔をより大きなものの一部として捉とらえていた。

　光をやわらかく降り注がせるミラー・ツリー。その周囲で光の粒りゆう子しと共に踊るヘクセに人々が見るのは、ひとりの少年としての姿ではなく、何か聖なるものへと変貌した姿だ。

　胸に迫せまり、しかし決して不快ではない。

　ただその姿を見ているだけで、自らの心も何もかもが清められていくかのような、そんな不思議な感覚。

　気が付けばアリステルは静まり返っていた。

　あれほどの熱狂はどこかへと引き、代わりに苦しみのない静けさが都市を満たしていく。

　劇場庭園からの侵食を受けて、姿を変えていくミラー・ツリーが立てる地鳴りに似た音に混ざり合い、微かすかに聞こえるのは、降り注ぐ鏡同士が触ふれ合う硬こう質しつな音だ。

　それらの音色は、どこかパイプオルガンとハンドベルの合奏にも聞こえる。

　澄すんだ空の下、崩ほう落らくが奏かなでる伴ばん奏そうの中で空を踊る。

　興奮は静まり、ただ穏おだやかに光の中に身を置けば、これまでもずっと飛んでいたのが噓うそのように、疲つかれが吹き飛び集中が増す。

　今、自身の中に満ちていく感情がどういったものなのかはわからない。

　敬いか、喜びか、それとももっと他ほかの何かなのか。それらの感情が向いている先すらわからなかった。

　しかし、それでもよかった。

　自分は今満たされている。

　その心地ここちよい実感をおしてまで追い求めるべきものが、今この瞬間にあるとは思えない。

　満ち足りているのだ。

　ならば、何も求めるものはない。

　たとえ次の瞬間にこの命が絶たれようとも、決して後こう悔かいすることなく安らかに逝ゆける。

　そうやって死に思いを馳はせることすら可能だった。それほどに、満たされていた。

　この先の人生で一体何度こうした境地に立てるのだろうか。

　また次もあるのだろうか。

　それとももう二度と、こうした安あん寧ねいに満ち足りた瞬間は訪れることはないのだろうか。

　わからなかった。

　わからないからこそ、もっともっと飛んでいたいと思った。

　しかし、いくらそう願ったところで、時間にはいずれ終わりが来る。

　それは、今この時も変わらない。

　聞こえてくる重じゆう厚こうな音色。

　崩落の伴奏とは違う。空を震ふるわせる響ひびきは、耳に馴な染じんだものだ。

　大鐘楼。

　それは、グラオベーゼン終しゆう了りようの合図。




　　　　　　　▼




　その鐘かねの音は上空で飛ぶ揺月とレイシャの耳にもよく聞こえた。

「はあ、はあ、はあ」

「はっ、はっ、はっ」

　互たがいに肩かたで息をする少女たちふたりは、ミラー・ツリーが大きな変貌を遂とげたことにも気がつかずに、宙に浮いたまま互いに見つめ合っていた。

「ふふっ」

「あはっ」

　そしてどちらからともなく笑い合う。それぐらいに楽しく、心地よい時間を過ごせたのだ。

　そんな揺月たちの側そばには、まだ多くの精せい霊れいたちが漂ただよっていた。耳をくすぐるささやき声は、まだまだ遊び足りないと告げている。

「今日はこれでおしまい」

　自分の口からこんな言葉が出るなんて、と意外に思う。少し前まではいつまでだって飛び続けたいと思っていたのに。そんな風に自分の変化を嚙かみ締しめながら、精霊たちにもう終わりだと告げるのだった。

「揺月さん」

「何？」

「ありがとう」

　清すが々すがしい笑え顔がおで告げるレイシャに、揺月もまた、ごく自然な笑顔で頷うなずき返すことが出来ていた。一いつ緒しよに精霊たちの居場所を作るために飛んでくれたお礼を、揺月もまた、レイシャに言いたかった。

「ありがとう」

　だから、今自分たちの周りに集まってきている精霊たちの言葉を代弁するように、そう口にした。

「揺月さん、これってどうすれば……？」

　レイシャが自身の周囲を揺蕩たゆたう精霊たちを見つめながら、戸と惑まどった表情で尋たずねてきた。その姿に、さすがに精霊たちと会話が出来るようにならなかったのだと悟さとる。

「わたしと同じ。お礼がしたいって。ありがとうって言ってる」

　だから揺月はレイシャに彼らの言葉を伝えてやる。そして同時に、精霊たちにも囁ささやきかけるのだった。とても小さな声でこっそりと、レイシャにも聞こえないように言葉を送る。

　お礼ならレイシャに言って、と。

　レイシャが一番頑がん張ばってくれたから、と。

　だから、それはレイシャにしてあげて、と。

　なぜなら今回のグラオベーゼンは、自分にとっては恩返しに他ならないのだ。精霊たちがいたから、〈宿無し〉として揺月の前に現れてくれたから。だからブルースカイ・フェスティバルを楽しめた。

　そして、もうずっと昔に諦あきらめていたアリステルの街並みへ繰くり出すことも、お祭りの中で素す敵てきな時間を過ごすことも、それらが全すべて出来たのはレイシャのおかげでもあるのだ。

　揺月はもう十分に楽しんだ。精霊たちに願いを叶かなえて貰もらった。だから次はレイシャの願いを叶えてあげて、と精霊たちに囁きかける。

「え、何？　何？」

　戸惑うレイシャの前に精霊たちが集まっていく。彼らは少しずつ形を整えていくと、見知ったシルエットを象かたどる。

「これって……」

　驚おどろきに目を見開くレイシャに向かって〈宿無し〉はゆっくりと腕うでを伸のばす。あの日、お伽の園の劇場庭園で自分にそうしたように、〈宿無し〉は静かに優やさしくレイシャに触れた。

「揺月!!　先せん輩ぱい!!」

　と、カリムがやって来るのと、レイシャが意識を手放すのはほとんど同時のタイミングだった。揺月はレイシャの体が落ちていかないように抱かかえながら、すぐ側で〈宿無し〉が姿を変えていくのを見つめる。

「え、これ」

「カリム、大だい丈じよう夫ぶ。すぐに終わるから」

　精霊たちの言葉を微かにも聞き取れないぐらい、レイシャは精霊離ばなれしかかっている。揺月のように長い間〈夢うつつ〉になったりはしない。ならば、ほんのひと時ばかり、あの心地よく気だるげな時間を過ごし、そして彼女が胸に抱いだいた願いのひとつでも叶えればいいと、穏やかにそう思った。




　　　　　　　▼




　レイシャはとてつもない心地よさの中にいた。

　安らかで抗あらがいがたい、目が覚める直前に感じるのにも似た幸福感に全身を包まれている。

　意識の底はしっかりと目覚めているのに、ぼんやりとした靄もやがかかっているせいで、どうにも抜ぬけきれない甘さを堪たん能のうしている。

　夢だとわかっているあの独特の感覚の中、これが〈夢うつつ〉なのだと漠ばく然ぜんと感じ取っていた。

　現実味の薄うすい感覚。でも頭の片かた隅すみでは、きっちりと現実感を握にぎり締めてもいる。

　そんな不思議な感かん触しよくの中で、レイシャはひとりの少年を見つけていた。

　カリム・カンデラだ。

　箒ほうきに乗る彼が、レイシャのことを見つめている。

　そう自覚した途と端たん、レイシャの胸の中心には淡あわい恋こい心ごころが居座っていた。

　切なくて、くすぐったくて、たまに泣きたくて、でもとても嬉うれしいもの。

　普段はこんなに素す直なおにそれを受け入れたり出来ないのに、今のレイシャは夢見心地で、だからこそ自らの感情にすんなり心を寄り添そわせていた。

『カリム』

　それが自分の口から漏もれた声だとは思えなかった。それぐらいやわらかな声こわ音ねだった。

『好きだよ。大好き』

　その声色のやわらかさのまま、レイシャはカリムにキスをした。
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『ブルースカイ・フェスティバルが終了し一夜が明けました。アリステルは祭りの余よ韻いんを各所に残しながらも、普ふ段だん通りの朝を迎むかえています』

　カリムは遠オーロ見ラビ鏡ジヨンに映されたニュースを横目に見ながら、ケトルからマグカップへとお湯を注いでいく。

　鼻先を独特の香かおりが掠かすめていく。いまいち寝ね不ぶ足そく気味なため、普段は決して飲まないコーヒーに口を付けるも、その苦さに顔を顰しかめる。

「珍めずらしいわね、アンタが朝からコーヒー飲むなんて。アタシにも一いつ杯ぱい頂ちよう戴だい」

「んー」

　などと呻うめきながら、カリムは宮みや古このためにコーヒーを一杯淹いれる。

「ようやっと一段落したわ」

　そう言ってマグカップを傾かたむけながら、宮古は一息吐ついてみせる。

　二週間前のダスト層雲過か剰じよう発生騒そう動どうに次いで、昨日まで行われていたブルースカイ・フェスティバルと、ここ数週間の慌あわただしさから解放されたおかげか、宮古の表情にはカリムとは対照的に晴れやかな色が滲にじんでいた。

「アンタたちのおかげで祭りも予想以上に盛り上がってくれたし、上からゴチャゴチャ言われることもないだろうし、万ばん々ばん歳ざいよ。まあ、あれはちょっと想定外だったけど」

　宮古が苦く笑しよう交じりに見つめる遠見鏡は画面が切り替かわっていた。そこに映し出されているのは、多くの蔦つたが絡からまり合い一本の大樹にも見受けられる威い容ようの塔とうだ。アリステルの他ほかのどんな建物よりも高く天へと伸びるその姿は、本来ならば樹じゆ齢れい数千年が必要になるであろうことは想像に難かたくない。

『昨日のグラオベーゼンによりすっかり姿を変えたミラー・ツリーは、青空を象しよう徴ちようするものとして、名めい称しようも〈青空の大樹〉に改めるとおフエア伽リーテイのル・ガ園ーデンより発表がありました。それにしてもすごいですね。この大樹に一体どれだけの精霊が宿ることになるのか、またそれによりどれほどの繁はん栄えいがアリステルにもたらされるのか、期待が尽つきません』

「繁栄がどうとかはともかく、〈青空の大樹〉があれば精霊たちも宿り木を見失うこともないわけで、これで〈宿無し〉も発生しなくなるわね」

「それはそれでいいんだけど、あれ、本当に平気だったのか？」

「ああ、今のとこは何のお咎とがめもないわよ。むしろお伽の園ガーデンの中には『よくやった』って考えてる連中が大勢いるわ」

「宮古はどうなのさ」

「アタシもその大多数のひとりよ。だって、ミラー・ツリーって下品だったじゃない」

　あっけらかんとそう告げる宮古の言葉に、カリムは遠見鏡に映るミラー・ツリー改め〈青空の大樹〉を見やる。

　幾いく本ほんもの蔦が絡まりあいつつも、時折ひょこりと枝葉を覗のぞかせている。余りにも高く太い幹をしているにも拘かかわらず、周囲に濃こい影かげを落としているように見えないのは、絡まりあった蔦の隙すき間まを陽光が擦すりぬけるからだろうか。はたまた、蔦の狭はざ間まに残ったミラー・ツリーの名残なごりである鏡が陽ひの光を反射させているからだろうか。いずれにしろ、宮古が言うとおり全面鏡張りだったミラー・ツリーよりは、今の〈青空の大樹〉の方がよっぽど好感が持てるのは確かだった。

「意外って言えば、もうひとつ意外だったのは揺月よね。あの娘こがああもレイシャちゃんと仲良くなるんて思わなかったわ」

「先輩……？」

　彼女の名前を聞いた瞬しゆん間かん、カリムの脳のう裏りに昨日のとある情景が蘇よみがえる。

　耳に届く大グロツ鐘ケンチ楼ヤームの残ざん響きよう。

　全力で飛び続けた後の心地ここちよい疲ひ労ろう感かん。

　やわらかく、優しく呼ばれる名前。

　そして、『好き』という一言。

〈宿無し〉の言葉だったとは言え、その一言はカリムの心まで届いた。

　おかげで、昨夜は眠ねむれずに、今朝はこうして苦いコーヒーを口に含ふくんでいる。

「何、変な顔してんのよ、アンタ。疲つかれてるんなら学院休んでもいいわよ？」

「や、平気だから。大丈夫だから。ちゃんと行くから」

「あっそ。でも本当に意外だったわよね。あの揺月が、〈夢うつつ〉になったレイシャちゃんをあんなに大事そうに抱えて降りてくるんだもの。グラオベーゼンが終わったあともずっと離はなれようとしなかったじゃない」

　宮古の言うとおりだった。全すべてが終わり、お伽の園へと降りて行く最中も、箒から降りた後も、揺月はその華きや奢しやな見た目に似合わないほどしっかりと、気を失いくたりとしたレイシャを抱だきかかえていた。

　カリムが替わると言っても聞かず、頑かたくなにレイシャを抱き続けていた。

「さみしくなった？」

「何が」

「揺月の人間関係が広くなっていくのが」

「そんなこと」

「なくはないでしょ？　でも、これから先、こういうことはよくあるわよ。あの娘が体だけじゃなくて、心の引きこもりを抜け出しつつあるなら尚なお更さらね。今回はレイシャちゃんだからいいけど、もしかしたらそのうち男とも仲良くなるかもしれないし、アンタもうかうかしてらんないわねー」

「宮古っ!!」

　思わず慌てた声が飛び出した。

　それを図星と受け取ったのか、宮古は楽しそうにこちらのことを見やっている。

「もういい。行ってくる」

「行ってらっしゃーい。アタシは今日休みだから、夜はどっか食べに行くわよー」

「ふん」

　鼻息も荒あらく返事をし、カリムは箒に乗って家から出る。

　一日二日で冬の寒さが和やわらぐとは思っていないが、それでも頰ほおに受ける風には、底の方に暖かな春の兆きざしが入り混じっている。もう幾ばくもしないうちに、アリステルの街並みにも色とりどりの花が咲さき乱れ始め、そしてそんな花々を本物の蝶ちようや蜂はちが渡わたり飛び交かうのだろう。

　眼下に見やるアリステルの街並みには、ニュースで言っていた通り、昨日までの祭りの名残がそこかしこに見受けられる。軒のき先さきに吊つるされた箒ほうきのミニチュアに、仕し舞まい忘れたのぼりに書かれた『青空』や『ブルースカイ』といった文言。

　そして街全体から感じられる、気だるげで気持ちのいい疲労感。

　ハレの日を終えた翌日らしいその空気は、カリムも秋に学院で行われたスクールフェスティバルの後、堪たん能のうしたものだ。

　非日常の後の日常。

　有翼鯨ジヤンボの窓からぼんやりと外を眺ながめる人も、鰭飛びマンタに乗りあくびをしている人も、目に映る多くの人がどこかしら肩かたの力が抜ぬけた顔をしていた。

　もしかしたら宮古同様に、今日は仕事を休む人もいるのかもしれない。そう思える光景が目の前には広がっている。

　清すが々すがしさと倦けん怠たいが入り混じった今のアリステルは、中々どうしていい雰ふん囲い気きだった。

　やがて学院へと向かうカリムの視界に、〈青空の大樹〉が現れた。

　朝のやわらかな日差しに照らされたそれは、昨日飛んだ夕方の時間とはまた趣おもむきを異にしている。暮れゆく斜しや陽ようの中ではどこかしら郷きよう愁しゆうを誘さそう雰囲気だったが、今の〈青空の大樹〉は瑞みず々みずしさや清らかさといった印象を与あたえるものだ。

「〈青空の大樹〉か……」

　呟つぶやいたカリムは、ふと思い立ち箒を駆かる。

　周囲を飛ぶ箒よりも高く上じよう昇しようし、有翼鯨や鰭飛びが織り成す空のスカイ交通トラフ網イツクへと飛び込んでいく。持ち前の箒さばきを駆く使ししてそれらを飛び抜けた先、高層建築群の屋上が見える高さまで飛び上がっても、カリムは尚上昇することをやめない。

「……」

　箒が再び水平になったのは、〈青空の大樹〉すら眼下に見やる、そんな高さにまで飛び上がった後だった。

　こうして見ると、昨日はあれだけ種々様々な花弁による花はな吹雪ふぶきと緑黄色に輝かがやくたくさんの蝶が群れを成して飛び交っていたとは思えないぐらい、アリステルの街は落ち着いた色合いをしている。

　しかし、視線はすぐさまそんな街並みから逸そらされ、この空で最も見るべきものへと向けられる。

「〈青空の大樹〉。この光景を知ってて、その名前を付けたのかな」

　そうして呟くカリムの視線の先にあるのは、広げた枝葉いっぱいに青空を載のせた大樹だ。

　元々ミラー・ツリーの表面を覆おおっていた鏡が、蔦が伸のびる過程で引っかかり、そして大樹の一番上まで運ばれたのだろう。大きく広がった梢こずえの上には、鏡の破は片へんが無数に引っかかり、それらが空いっぱいに広がる青さを映し込んでいるのだ。

〈青空の大樹〉の上にまで飛び上がらねば見ることの出来ない絶景。

　アリステル上空に広がる青空と、地上高くにある広大な鏡面に映る青空。一体どれだけの人がこの美しく雄ゆう大だいな景色を見ることが出来るのか。

　すぐ下には、多くの人々が織り成す人いきれ。

　間近に大都市の息吹いぶきを感じながらも、ここには青空が満たす静けさがある。

　肌はだに馴な染じんだ喧けん騒そうと、心を癒いやす光景を目にして初めて、今朝方から張り付いていた眠ねむ気けが霧む散さんしていくのを感じた。

「先せん輩ぱいのとこに行こう」

　昨日の出来事が何だったのか確かめるため、学院へ行くために跨またがっていた箒を、お伽の園へと向けるのだった。
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　病室には賑にぎやかな声が響ひびいている。

　レイシャが目覚めてから尽きることもなく続いているおしゃべり。その相手は昨夜から付きっきりで看病していてくれたという揺月だ。

〈夢うつつ〉になり気を失ったレイシャが目覚めたのは、明け方頃ごろだった。疲れきった体と心を引きずった目覚めはすんなりとはいかず、ダラダラとベッドの上で時間を潰つぶしている内に、ふと意識の端はしに引っかかるものがあった。

　訝いぶかしむ勢いそのままに飛び起きたレイシャが見たのは、ベッドに潜もぐり込み、自分の隣となりで寝ねている揺月の健すこやかな寝顔だった。

「本当にびっくりしたんだから、起きたら隣で揺月さんが寝てるなんて」

「だって、眠かったんだもん」

　そう言う揺月の表情に悪びれた色はひとつもない。本当にただ眠たかったから寝た、というだけのことらしい。そうして開き直られると、咎めようなどとはさらさら思えなかった。

「どうしたの？」

　きょとんと首を傾かしげる仕草がよく似合う整った容姿。ベッド脇わきに座る彼女のアッシュブロンドの髪かみは、窓から差し込む朝日に照らされ輝いている。白磁の肌に、華奢な体つき、そしてこちらを見つめ返してくる色の薄うすい灰色の瞳ひとみ。そんな揺月を見つめ、レイシャはふっとやわらかな笑えみを漏もらした。

「私、揺月さんのファンになってたみたい」

「え」

「ずっと不思議だなって思ってはいたんだ。揺月さんの髪かみ飾かざりをカリムと一いつ緒しよに買いに行った時も、昨日、〈宿無し〉になった揺月さんと一緒に服とかを見て回った時も、私、あんまり嫌いやだなって思わなかったんだ。どうしてだろうって思ってた」

　唐とう突とつにしゃべりだしたレイシャを、揺月はじっと見つめている。

「でもね、昨日揺月さんと一緒に飛んだ時に思ったの、やっぱりかっこいいなって。揺月さんの使う魔ま法ほうは、やっぱりすごいなって。でも、別にそれは昨日初めて思ったことじゃなくて、揺月さんとカリムがアリステルに青空を取り戻もどした時も、その前にグラオベーゼンをやった時も、やっぱりすごいなって思ったんだ」

　そこでレイシャは一息吐つく。

「だからね、私はきっともっと前に、揺月さんのファンになってたんだ」

　その言葉はすんなりとレイシャの中に溶とけ込んだものだった。友人、と言うには少し違い和わ感かんがある。とはいえ、知人や知り合いといった言葉ではレイシャの揺月に対する距きよ離り感かんを言い表すのには、少し遠い。

　ファン。

　自分が揺月に対して抱いだいている好意を言い表すのに、それが一番しっくりときた。

「あ、ゴメンねいきなり。こんなこと言って」

　何かを考え込むように黙だまった揺月を見て、慌あわてて間を取り繕つくろう。

「レイシャ。わたしもレイシャに聞きたいことがあるの」

「え、うん。何？」

　こちらの言葉同様に、突とつ然ぜんな揺月からの申し出に戸と惑まどいながらも答える。

「あれが、レイシャの言ってた『好き』なの？」

「え……？」

「レイシャ、一昨日おととい言ってたでしょ。わたしとレイシャの『好き』は違ちがうって。昨日、レイシャがカリムに言ったのが、わたしのとは違う『好き』なの？」

　真っ直すぐに尋たずねてくる揺月へ答える代わりに、レイシャは唾つばを飲み込んだ。

　レイシャがカリムに言った『好き』。

　揺月は今確かにそういう意味のことを告げてきた。

　だとすれば、あれはやはり夢ではなかったということだ。

　大鐘楼の残ざん響きようが空を震ふるわせる中、幸せな夢を見た。

　とてもやわらかく、気持ちよく、そして甘い陶とう酔すい感かんに包まれた夢だった。

　そんな夢の中で、自分はカリムに告げていた。

　好きだよ、と。

　大好きだよ、と。

　胸の中をその言葉と、幸せな感情で満たして。

　たったひとり好きな男の子へ、想おもいを告げていた。

「夢じゃなかったんだ……」

　ポツリと告げる自分が、果たしてどんな感情を抱いているのか、レイシャにはわからなかった。喜んでいるのか、それとも残念に思っているのか。揺月の言葉により想起された出来事を、果たして自分はどう受け取ればいいのかが、全然わからない。

　何しろ、全すべては〈宿無し〉によって行われたのだから。

「レイシャ？」

　揺月が名前を呼んでくる。だからレイシャは答えた。

「そうだよ、あれが私の言ってた『好き』」

　たとえ昨日の出来事が〈宿無し〉と〈夢うつつ〉によるものだとしても、それをどう受け取ればいいのかわからなくとも、レイシャがあの感情をカリムに対して抱いているのは確かだった。

「私は、あの『好き』を、カリムに対して抱いてる。揺月さんの幼い『好き』とは違うものを」

　真っ直ぐに揺月を見る。挑ちよう発はつとも取られかねない言葉を受け、彼女がどう答えるのかは、レイシャにもわからなかった。

「──！」

　果たして揺月は、真っ直ぐにこちらを見返してきた。迷いも戸惑いもない眼まな差ざしはきっと、鏡写しのように今レイシャが視線に込めているのと同じ光だろう。

「わたしも、少し、わかるよ」

　一言一言、区切るような言葉。それが、張り詰つめた病室の空気を震わす。

「少しだけ、レイシャの言う『好き』がわかるよ。あの時、レイシャが〈宿無し〉になってカリムに言ったのを聞いて、胸が痺しびれた。キスをしてるのを見て、気がついた。ああ、これなんだなって。だから、今は少しだけわかるよ」

　それは、揺月にしては長い言葉だった。だからこそ、噓うそ偽いつわりのないものだと、レイシャにも伝わってきた。

「そっか」

「うん」

　言葉を交かわすではなく頷うなずき合う。先ほどファンだと告げた相手と、今この瞬しゆん間かんレイシャは真っ向から視線を交わしている。

　葵あおいならばなんて言うだろうか、とふと考えが湧わき上がる。

　三角関係、ライバル、他ほかにも言い方はあるのかもしれない。

　それでも、レイシャの胸中には、今の揺月と自分の関係をなんと言うのか、一番相応ふさわしい呼び方が思い浮うかんでいた。

「恋こい敵がたき。それが、私と揺月さんの関係。……私、負けないから」

「うん、わたしも」

　そうしてふたりは再び真っ向から見つめ合う。

　そこには仲の良さを感じさせる微ほほ笑えましさも、嫌がらせをするような刺とげ々とげしさもなく、ただ真正面から相手を見る正々堂々とした静けさだけがあった。

　と、そんな部屋の空気に怯おびえたような控ひかえ目なノックが耳に届いた。

「どうぞ」

　レイシャがそう声をかけると、揺月との間にあった清すが々すがしい緊きん張ちよう感かんはたちまちの内に霧散していた。

「失礼しますって、揺月!?」

「カリム」

　病室の揺月を見て驚おどろいた声を上げるのは、学院の制服に身を包んだカリムだった。

「あれ、カリム学院は？」

「あー、行こうとは思ったんですけど、なんていうか、こっち来てました」

「ダメだよ、サボっちゃ」

「はは、まあ、そうっすね」

　いつも通り接するレイシャに対して、カリムの態度はどこか余所よそ余所しい。それもきっと、昨日のグラオベーゼン直後の出来事が影えい響きようしているのだということは、想像するに容易たやすかった。

「わたし、外で待ってる」

　揺月は事も無げにそう告げると、静かに病室から出て行った。パタン、と扉とびらが閉じれば後には妙みような緊張感を伴ともなったカリムと、ベッドの上に身を起こしたレイシャだけが残される。

「先輩、あの」

「ゴメンね、こんな格好で」

「あ、いや、それはまあ。……大だい丈じよう夫ぶなんすか？」

「うん。今はもうなんともない」

「そっすか。それは、よかった」

「ありがとう」

　ぎこちない会話だ。でも、そうなるのも仕方がないのだろう。何しろカリムは先さき程ほどから何かを言い出そうと視線を彷徨さまよわせているし、レイシャもレイシャでいつ『それ』を言い出そうかとタイミングを計っているのだから。

「…………」

「…………」

　病室に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　それは、今まで何度もカリムとの間に生じたくすぐったくなるような、そんな沈黙ではなかった。もっと張り詰めていて、そして胸に刺ささるほどに痛い沈黙だ。

「あー、えっと……。その、なんていうか、まあ、はい」

　口を開いたカリムだが、結局何を言うでもなく口を閉とざしてしまう。そのすっかり緊張しきった姿を見て、反対に肩かたの力が抜ぬけるのを感じた。

「カリム」

「はい」

　答える声のなんと強こわばったことか。まるでイタズラがバレて職員室に呼び出されたかのようだ。

「昨日のグラオベーゼンが終わった直後のこと、覚えてる？」

「──!?　はい……」

「うん。だよね」

　側そばで見ていた揺月ですらはっきりと覚えていたのだ。直接その言葉をぶつけられ、そしてあんな行こう為いに及およばれたカリムが、忘れているはずもない。

「今はまだ、心に留めておいて」

「……」

「あれは、私の本心だけど、でも、あれは〈宿無し〉がやったことだから。いつか、絶対私の口から言うから、だから、今は心に留めておいて」

　レイシャはカリムの目を見る。

　カリムもレイシャを見ている。

　まっすぐな視線の交こう錯さくを先に断たったのは、レイシャの方だった。

「それだけ」

「……先せん輩ぱい」

「あはは。ごめんね、なんか中ちゆう途と半はん端ぱで。でも、うん。今はこれが精せい一いつ杯ぱい。だから、ね？」

「わかりました」

「ありがとう」

　それだけ告げると、レイシャは無む理り矢や理りに視線を逸そらす。視線が向いた先にある窓ガラスへ薄うすくカリムの姿が映り込む。

　何かを言おうと彼の口が開きかける。息を詰めてそれを見つめるも、カリムは結局何も言わずに病室の入口へと一歩を踏ふみ出した。

「それじゃあ、また学院で」

　その言葉に、一体どんな気持ちがこもっているのだろうか。表情が見えなくなった今、それを窺うかがい知ることは出来ない。

　しかし、それでもカリムがそう言葉をかけてくれたことに安あん堵どを覚えた。

「うん。またね」

　簡潔な返事を聞き届けると、カリムが病室を後にする。扉の閉まる音を聞き、レイシャは肩に入っていた力を抜いた。

「いつか、絶対」

　自分に言い聞かせるように、窓の外の景色を見つめ、強くそう言うのだった。
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「終わった？」

「ああ」

　廊ろう下かで待つ揺月の前に、カリムが立っていた。病室の中でレイシャとの間にどういったやりとりがあったのか、揺月は知らない。それでも目の前に立つカリムと、先ほどのレイシャの言葉から、自分も逃にげるわけにはいかないことだけはわかった。

「……」

「……」

　揺月は何も言わない。カリムもまた、ただ口を閉じて目の前に立っている。

「今日、森に帰るから」

「そうか」

「うん」

「聞かないのか？」

「いい。レイシャとはちゃんと話したから」

「そうか」

　それっきりふたりは再び黙だまり込む。

　揺月は自分がどうすればいいのかが、まだわからずにいた。

　昨日見たレイシャの〈宿無し〉とカリムのやりとり、そして先程まで病室で本物のレイシャと話していたこと。

　まだ、その『好き』の本質が捉とらえられていない。

　しかし、それでもそこに滲にじむ切なさや、胸を締しめ付けようとする辛つらさを、くすぐったくこそばゆく感じていた。

　こうしてカリムを前にしているとその感かん触しよくはひとしおだ。

「カリム」

「何？」

「ちょっと待ってて」

「何を？」

「わたしがカリムのことをちゃんと好きになれるまで」

「な!?　揺月それどういう意味だ!?」

「あはは、変な顔」

　揺月は笑えみを浮かべ、カリムを置いてその場を去る。

　今口にした『好き』という言葉に、レイシャが告げていたやわらかで締め付けるような感覚は少なかった。でも、きっとすぐに大きくなる。

　だって、揺月の胸はトクトクと小さくも強く脈打っているのだから。

「ふふ」

　思わず漏もれた笑み。

　それは春を前にして訪れた、ほのかな恋の萌ほう芽が。



















　あとがき




　どうも、藤ふじ宮みやカズキです。

　この度たびは「いつかの空、君との魔法」の二巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。前巻から引き続き物語を書けたのは、読者の皆みな様さまの応おう援えんがあってのことです。本当に感謝してもしきれません。

　そんな皆様に出来る恩返しとしては、前巻よりも面おも白しろい物語を書くことだと思っているのですが、どうですかね？　自分じゃよくわからないので、皆様の方で判断して頂けると嬉うれしいです。

　一巻を出したあと、暇ひまを見つけてはネットに上がっている感想を拝読させて頂いているのですが、どれもこれもすごい為ためになるんですよね。

　いいものも悪いものも、長いものも短いものも、全てが僕の糧かてになってます。

　読者の皆様から頂く感想やアドバイス、指し摘てきに評価。そういったものを拝読させて頂くたびに、僕の中に物書きとして大切な何かが積もっていくのを感じます。本当にありがたい限りです。

　皆様から頂いたもののほんのいくつかでも、物語という形でお返しすることが出来ていますでしょうか？　もし出来ているのであれば、これに勝る幸いはありません。

　これからも読者の皆様にはお世話になると思いますが、どうぞ未熟な物書きにお付き合いください。

　あなたがそこにいて、僕の物語を読んでくれる。そんな純じゆん粋すいな関係が、僕にとってはとても大切なものになります。

　もちろん、担当編集様、イラストレーター様、校正様、デザイナー様、その他この物語にお付き合い頂いた皆様との関係も、とても大切なものです。皆様がいなければ、この物語が世に出ることはなかったのですから。

　僕の物語に関わってくださる全ての方に感謝を。本当にありがとうございます。
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